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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１




　六月最初の金曜日は快晴で、昼間は陽ひ射ざしも強く、ちょっと動けばすぐに汗あせばむくらいだった。陽が沈しずんでも空気はどこか生暖かいままで、冷たいアルコールを求める人々も多いのだろう、青あお木き裕ゆう真まが入っていった店も、そんな人で溢あふれていた。


「うえーっ。人多すぎ。帰ろうかな」


　癖くせのない髪かみを搔かき上げながら、裕真は小さく舌打ちをした。初めて訪おとずれたその店は、一階の入り口から、地下のフロアが一望できる造りになっており、その地下へ降りるには壁かべの左右に沿って延のびる通路を通り、入り口正面にある階段を下りなければならない。


　だが、入り口から見下ろした先は、踊おどるスペースもないくらいに人で埋うめ尽つくされていた。地下フロアの周囲に置かれているテーブルも、新たな椅い子すなど一いつ脚きやくたりともおけないような状態になっている。


「決定。下には降りない。家に帰って寝ねよう」


　いつもの自分にとっては、十九時などまだ宵よいの口くちと言ってもいいような時間だったが、既すでに裕真は遊ぶ気力をなくしていた。大勢でどんちゃん騒さわぎをするのは好きでも、見知らぬ他人が騒いでいるのを見ているだけというのは遠えん慮りよしたい。


　フロントでもらった、ワンドリンクと交こう換かんできるコインをどうするか少しだけ悩なやんで、次に入ってきた客に譲ゆずることにする。バーカウンターは地下にあり、そこまで降りていくのも億おつ劫くうだった。たかだかカクテル一いつ杯ぱいのために、人ひと混ごみの中に入っていく気にはなれない。


　通路に設けられた手て摺すりに肘ひじをつき、コインを譲り渡わたす相手が来るのを待つ。


　裕真は今年の四月に何の問題もなく大学に入学したばかりだ。百七十センチにほんの少し届かないが低いとは言い切れない身長と造作の整った顔立ちのおかげで、高校時代から楽しく生活している。もちろん、それなりのデメリットもあるが許容範はん囲い内なので、とりあえず裕真は自分の顔立ちに満足していた。


　くっきりとした二ふた重えの目め許もとや、綺き麗れいに通った鼻筋などほとんどが母親譲りだ。太陽の下に立つと完全に赤茶けて見えるくらい色素が薄うすい髪もそうで、『脱だつ色しよくの手間が省けて羨うらやましい』と二歳上の姉には言われている。姉はどう見ても父親似で、美人と評判の母親とはよく見れば口許に面おも影かげがある、という程度しか似てないのだ。


　スポーツも人並み、勉強も人並み。人より抜ぬき出てるのが顔だけとくれば、それを楽しんでもいいだろう。デメリットといえば、面食いの姉に引きずり回されることと、遊び仲間たちに客寄せパンダ扱あつかいをされるくらいだ。


　もっとも、姉にあちこち連れ回される時には、ほとんど必ず服や靴くつなどのおまけがついてくるので、これはデメリットとは言えないかもしれない。ちなみに今着ている服も姉が見立てたモノで、裕真も半分だけ出資している。


　フロントがボタン仕立てのジーンズにはチェーンがついていて、歩くとちゃらちゃらと音がするが耳みみ障ざわりになるほどではなく、ブラックに染色された生き地じには中古加工がされていた。トップスは黒のロングのＴシャツの上に、ライトグレーの半はん袖そでのＴシャツを重ね着している。バックプリントの骸がい骨こつは一見ありがちだが、よく見ると犬歯が長くて尖とがっており、いわゆる吸きゆう血けつ鬼きの頭ず蓋がい骨こつになるのだ。どこにでもありそうなのに、実はひねりのきいたこのＴシャツが、ここ最近のお気に入りだ。


　自分としても心底気に入って着ているのだが、この程ほど良よくラフな格好が自分に似合っており、余計に人目を惹ひいていることも自覚していた。そのせいで、客寄せパンダとしての役目を今日も不動のものにしてしまうことは確実で、そのことを思うと裕真は苦く笑しようしてしまう。だが、現実に自分への被ひ害がいがない限り、見せ物になることは大して重要ではない。


「どうせ今日も、人集めのエサだったんだろうしな。果たすような義理もないし？　とっととこのコインを誰だれかに譲って帰っちまおう」


　もともとこの店自体、裕真のテリトリーではない。飲み会をやるので来てくれと、大学の講義で一いつ緒しよになった奴やつから声を掛かけられたにすぎなかった。まったく見知らぬ他人でもないし、十人近く集まると聞いたから、騒げるかと思って足を運んだのだ。


　もう一度小さく舌打ちをすると、苛いら々いらと指先でコインを弄もてあそぶ。裕真が店に入ってから五分も経たっていなかったが、次の客が入ってこないことにむかつき始めている。また同じ奴に誘さそわれでもしない限り、この店に来ることはないだろうから、コインを持って帰っても邪じや魔まになるだけだ。捨ててもいいが、それはそれで払はらった金がもったいない気がする。


「早く帰りてえ」


　いい加減待つことにうんざりとしてきた頃ころ、フロントと店内を隔へだてている扉とびらが開いた。ようやくコインが渡せると、裕真が振ふり返った先に立っていたのはカップルだった。どちらも裕真とそう年ねん齢れいが変わらない。


　───面めん倒どうなことになるかな？　でも、とっとと帰りたいしな。


　そう考えながらじっとカップルの方を見ていると、女の方と目が合った。ほぼ金きん髪ぱつといっていいほど色を抜いた髪にパーマを掛け、チークやアイシャドウがかなりきつい化け粧しようをしている。どう見ても裕真の好みではないが、にっこりと微笑ほほえみを浮うかべてみせると、女の頰ほおが朱しゆに染まった。


　その様子を見た彼氏が、あからさまに憮ぶ然ぜんとした様子で彼女の腕うでをとり先へ促うながそうとしたところを、裕真は引き留める。


「ねえ、彼女。おれ、用事ができてこれから帰るところなんだけど。コイン、使ってないんだよね。いらない？」


　彼氏の反応はわざと見ないことにして、裕真は彼女にだけ話しかける。その態度が余計に気に障ったのか、彼氏がずっと前に出てきて、裕真を睨にらみつけてきた。身長は裕真よりもわずかに高いだけだったが、横よこ幅はばはかなりあり、武道系の体格をしている。


「ヒトの女にナニ、色目使ってんだ」


「別に、そういうつもりじゃないけど？　言葉通り、コインがもったいないから譲ろうかって言ってるだけ。それにおれ、女に不自由してるわけじゃないから」


　にっこりとした笑え顔がおを崩くずすことなく、裕真はさらりと失礼なことを言ってのけた。そんな程度の女に用はないと、匂におわせてやる。


「───なっ」


「コイン、いる？」


　あまりの台詞せりふに呆気あつけにとられている男を後しり目めに、裕真は彼女に向かって指先で摘つまんだコインをひらひらと振ってみせる。女は裕真の顔にぼうっと見み惚とれたまま、その台詞は右から左に抜けてしまっていたようだが、目の前にちらつくコインでようやく我に返ったらしい。ぱちくりと瞬まばたきをして、訊きき返した。


「えーと、くれるの？」


「さっきからそう言ってるだろ。で、どうすんの？」


　思っていたとおり面倒くさいことになりそうで、裕真の声が苛つきに少し荒あらくなる。不ふ機き嫌げんも露に、微かすかに眉まゆ根ねを寄せてみせるが、女はそんな些さ細さいなことには気がつきもしない。それどころか頰を染め、自分の前の彼氏を押しのけるように、ふらふらと近寄ってくる始末だ。


「おいっ」


「いいじゃないの、ただでくれるって言っているのよ？　ねえ、そうよね？」


　男の刺さすような視線と女の媚こびを含ふくんだ上うわ目め遣づかいの視線が、裕真に注がれる。だが、目の前の遣やり取りにすっかり嫌いや気けがさしていた裕真は、大きく溜ため息をついた。そして、コインを男に向けて投げつけるようにして渡す。


「はい、どうぞ。それじゃあね」


「え？　ちょっと待って」


　彼女が慌あわてて裕真を引き留めようとするが、無視して踵きびすを返す。


　───あーあ、こんなことなら捨ててもよかったなあ。時間がもったいない。


　後ろで何やらカップルの言い争う声が聞こえてくるが、裕真は既に興味を無くしていた。扉を開けてクローク代わりのロッカーの群れを横目にフロントへ歩いていく。預けている荷物もないので、特に意識を向けることもない。


「あ、裕真？　ナニ、もう帰るの？」


「お前も呼ばれてたのか」


　その時、ロッカーの陰かげから出てきた人影に呼び止められ振り向いた裕真が見つけたのは、同じ大学に通う岡おか田だ直なお也やだった。彼とは必修科目のクラスが同じで、選せん択たく科目も似たようなものを取っているため、すぐに友人になった。


　身長は五センチほど直也の方が高く、骨格自体も直也の方がごつい。そのうえ高校時代に部活で空手をしていたので、どうしても体格が大きくなる。そのせいで直也と並ぶと、裕真はよりいっそう華きや奢しやに見えてしまう。


　さっぱりとした短髪や黒く日に焼けた褐かつ色しよくの肌はだのためか、直也はバリバリの硬こう派はな体育会系に見られがちだが、実際は限りなく陽気で、むしろ真ま面じ目めな表情をしている時の方が珍めずらしい。


　だが裕真の中では、大学で友人と呼んでいるのは実は直也だけで、あとは顔見知りとして分類されていた。


　その『友人』と『顔見知り』の差はかなりはっきりとしていて、自分に向かって『損得を明確に語るかどうか』が分ぶん岐き点てんだった。わかりやすく言えば、人寄せパンダだと面と向かって言うか言わないか、ということだ。


　今日のように『大勢で飲まないか。女の子たちもお前が来るのを楽しみにしているしさ』と誘ってくるような人間は『顔見知り』だ。これが直也に言わせると『お前が来るなら女の子たちが来るって言ってるから、来てくれ』となる。


　裕真にしてみればこの二つの違ちがいはかなり大きい。そして、裏に含みを持たせない直也の言葉は、わりと気に入っていた。


　手に煙草たばこと携けい帯たいを持った直也が、裕真と並ぶ。


　直也は擦すり切れたジーンズを穿はいて、洗いざらしの白いコットンシャツを羽織っていた。インナーに着たブルーブラックのタンクトップには、裾すそから左ひだり肩かたへとまっすぐに黒い東洋竜りゆうが縫ぬい取られている。


　銜くわえ煙草に火をつけ、煙けむりを吐はき出した口くち唇びるを意地悪く歪ゆがめて、直也は辛しん辣らつな言葉をもらした。


「お前が来なかった時の保険で、場を盛り上げるために呼ばれたんだろうなあ」


　日頃人当たりがいい直也にしては、かなりきつい物言いだったが、裕真は別に驚おどろかない。他ほかの者がいる場では曖あい昧まいな言葉で濁にごすか、冗じよう談だんめいた軽い口調で流してしまうのに、裕真の前では言葉を飾かざらないからだ。


　おちゃらけた雰ふん囲い気きでごまかされてしまうが、直也は時に残ざん酷こくなほどシビアだった。そして客観的に物事を見て、冷静に判断できるだけの思考を持ち合わせている。ただ単に誰だれ彼かれかまわず、それをひけらかさないだけだ。彼は、必ずしも公正な判断が受け入れられるばかりとは限らないことを知っている。


「うーん、裕真は誰が来てるのか知ってる？」


「知らないね。全部で十人くらいだってのは聞いてるけど」


「あ、そ。───お前、木き村むらに顔見せたか？」


「木村？」


　直也が眉根を寄せながら名前を挙げた相手が思い浮かばず、裕真は聞き返した。『木村』が誰か思い出そうと考えあぐねていると、直也は呆あきれたように片眉を上げて灰皿に灰を落とす。


「今日の飲み会に誘さそった奴やつだよ。もっとも、男はおれらとそいつと、あと一人だけらしいがな」


「ああ、あいつか。へえ、名前、木村っていうのか。……ま、パンダは初めてじゃないし？　楽しく酒が飲めればよかったんだけどな」


「ナニ、もう嫌なことがあったの？」


「人が多すぎ。あの中で木村を捜さがすのは遠えん慮りよしたいね」


　うんざりとしたように眉をひそめて裕真が吐き出すと、直也は考えるようにぷかりと煙を浮かべた。マルボロのきつい匂いが裕真の鼻び腔こうをくすぐる。しばらく黙だまっていた後、直也はぽつりと短い言葉を漏もらした。


「んー、一度は顔見せてから、帰った方がいいぞ」


　あえて視線を外している直也を無言のまま見つめていた裕真だが、口唇で器用に煙草を上下に揺ゆらしている直也を見て、小さく頷うなずく。


「厄やつ介かいな奴なわけね」


「何でも、今日連れてきたオンナの子の中に、サークルの先せん輩ぱいが交じっているそうで。先輩がお前を呼べって言ってきたらしいな。木村の顔を潰つぶして面倒くさいことにしたくなきゃあ、行った方がいいぜ」


「あーあ、コインやっちまったよ」


「そりゃあ、早まったな。下でナニか買うんだな」


　にやりと口くち許もとを歪めた直也が煙草を灰皿に押しつけて、これ見よがしに自分のコインを投げては手の平で受け止めている。むっとした裕真は声も掛かけないで、足音も荒く店内への扉とびらに向かって歩いていった。その後ろを直也がくすくすと笑いながらついてくる。


　扉の向こうは人と音が溢あふれかえっていて、一人の人間を捜すのはかなり難しい。


「くぅー、うざってえなあ」


「ま、あきらめるこったな」


　手て摺すり越ごしに地下フロアを見下ろした裕真がぶつぶつと文句を言っている間にも、直也はにやつきながらも木村を捜して視線を巡めぐらせている。


「おー、いたいた。ふーん、まあまあのオンナの子たちじゃないの。んじゃま、行きますか」


　かつかつと通路を鳴らして直也が歩き出した後に、裕真もついていく。人がすれ違える程度の幅はばしかない通路は、剝むき出しのコンクリートが寒々しいが、足許を照らすフットライトが放つ淡あわいオレンジ色のおかげで、優やさしい印象を与あたえている。


　階段は左右から延のびてきた通路が合流し、扇おうぎ状じように広がる形でフロアに向かって造られていた。階段を下りて左手───一階の入り口から見ると右手にバーカウンターがある。スツールはなくバーテンダーが四人入っており、カウンターの中央にはレジが置かれてキャッシャーとして黒服を着た女性が立っていた。


「ここでいいの？　オレ、バカラ」


「ギブソン」


「はい、承うけたまわりました。四コーナーでお待ち下さいませ」


　コインを渡わたすだけですむ直也と違い、支し払はらいの必要がある裕真は女性から伝票をもらい、一番奥に立つバーテンダーの前まで歩いていく。


「ショート・ドリンクってことはとっとと帰るってことか？」


「当たり前だろ。お前も、ショートのくせに文句を言うな」


　自分が頼たのんだギブソンへの直也のツッコミに、裕真もやり返す。だいたい最初にショート・ドリンクを頼んだのは直也なのだ。二人はどちらからともなく互たがいに視線を合わせると、にやりと笑う。


　ショート・ドリンクのカクテルは短時間で飲むのがセオリーだ。グラスに氷を入れないため、時間が経たちすぎると温ぬるくなったり、鋭するどさがなくなり、本来の味を楽しめなくなるので、十分から二十分で飲みきるのがいいとされている。


　彼らにしてみれば、初めから席についても三十分程度で帰るつもりだという意思表示のようなものだ。


　───まあね、人のことをダシにするのはいいんだけど？　この人の多さは嫌だね。おれを呼ぶのに、店の選択を間ま違ちがえたな。


　ヘアワックスで軽く後ろに流しているだけの髪かみを搔かき上げて、裕真はフロアの方を見回す。相変わらずどこに木村がいるのか、裕真にはわからず、とりあえず直也についていけばいい、とだけ考えていた。


「で、この後は家帰って寝ねるのか？」


「んー？　帰るには早いから遠慮したいけど、ここにいるよりかはマシだね」


「じゃあ、店変えて飲むか。オレも帰るには早いしな」


　シェーカーから注つがれたバカラを手に取り、直也がそう提案してくる。裕真はステアされたギブソンを受け取って、考えるまでもなく小さく頷いた。この店よりも、自分が出入りしている店で、常連やマスターを相手に飲む方が楽しいだろう。


「それじゃ、さっさと顔見せに行きますか」


　ふらりと歩き出した直也の後に続いていくと、フロアの奥───入り口の下あたりに一ひと際きわにぎやかな集団がいた。男が二人に女が七人いるテーブルはやたらと目立つ。裕真が知っている顔は、誘ってきた木村一人だけだった。


「ちーす。そこであったから連れてきたぞ」


「岡田？　ああ、青木も来たのか。ほら、そこに座れよ。先輩、そこいいですよね？」


　肩に届く長ちよう髪はつを耳に掛けながら木村が席を勧すすめてくる。自分がこの場を仕切るのだという木村の張り切った雰囲気を感じ取って、裕真は微かすかに不ふ機き嫌げんになる。だが、何も言わずに空いた席に腰こしを下ろすと、ギブソンに口をつけた。


　早さつ速そく隣となりの席の『先輩』が、擦すり寄るように身体からだを寄せてくる。煙草たばこやアルコールの匂においに負けないほどきつく漂ただよってくる香こう水すいの香りに、裕真は顔をしかめ、ちらりと横目で先輩を窺うかがう。長めのショートカットで、わざと跳はねさせている毛先をピンで押さえており、細い眉まゆ毛げのラインはややきつく、口紅もかなり毒々しい赤色をしていた。


「最悪」


　舌打ちをして吐き出した裕真の言葉は、運良く相手には聞こえなかったらしい。じっと見つめてくる視線を完全に無視して、裕真はグラスを傾かたむけた。


　裕真の正面に座った直也は、そのうんざりとした様子が面おも白しろいらしく、女の子と話しながらもちらちらと視線を寄越しては、くすくすと笑っていた。それを見て、ますます裕真の機嫌は悪くなっていく。


　そんな裕真の苛いら立だちを気にしたのか、先輩の左隣に陣じん取どっている木村が取り繕つくろうように声を掛けてきた。


「今日は来てくれて、サンキューな。彼女はヒロコ先輩。失礼の無いようにしろよ」


「よろしく。学食で見かけて、絶対に友達になろうって決めてたのよ」


　真っ赤な口唇を歪めて、ヒロコがぐっと身を乗り出してくる。プロポーションに自信があるのだろう。胸を強調させるような襟えりぐりの大きく開いたニットを着ている。


　───これが問題の『先せん輩ぱい』ねえ。性格きつそー。こんなのがいいのか？　ただ胸がでかいだけじゃんか。


　自信過か剰じような仕草が鼻についたが、後々面めん倒どうなことを避さけるためにも、裕真は愛あい想そよく笑ってみせた。


「顔見知りが増えるのは嬉うれしいね」


「そう言ってもらえると、私も嬉しいな」


　間近で裕真に微笑ほほえまれたためか、ヒロコの頰ほおが微かに上気する。割り込む機会を窺っていたのか、裕真の右隣に座っていた女も負けじと口を挟はさんできた。


「木村が紹しよう介かいし忘れてるみたいだけど、私はマリコって言うの。よろしくね」


　こちらは裕真的にはヒロコよりも幾いく分ぶんましだった。ショートボブの黒くろ髪かみに、ナチュラルなメイクだったからだ。丁てい寧ねいなアイラインが引かれた目が、人ひと懐なつっこそうに笑っている。


「こちらこそ」


　手にしたグラスで裕真が乾かん杯ぱいの真似まねをすると、マリコが笑えみを深くした。


「近くで見ても、いいわねえ。裕真君てば、彼女いるでしょ？」


「これでいなかったら、噓うそよ。でも、マジにいないんだったら、私、立候補しようかな」


　自分たちの方が年上で、サークルの先輩という自覚に気が大きくなっているのか、彼女たちはやたらとなれなれしく話しかけてくる。人目を惹ひく容姿を持つ裕真に近づけるという誘ゆう惑わくに勝てないらしい。フロアからも時折寄せられる視線には裕真も気がついて、内心うんざりしていたところだ。


　───二人とも却きやつ下か。引きずり回されるのは、ミーコだけで充じゆう分ぶんだ。


　いつも元気良く自分を引きずり回している姉の、『何よ、裕真のくせに』という口くち癖ぐせと、いーっと顔をしかめている表情が瞬しゆん時じに浮うかんできた。それに苦く笑しようしつつ、裕真はさっさと引導を渡しにかかる。


「とりあえず、今はつきあってる彼女はいないけど、先輩たちとつきあう気はないよ」


「えー、何それえ。いないならつきあおうよ」


「だって、好みじゃないし。他ほかをあたって？」


　にっこりと笑いながら言い切れば、大たい抵ていの人間が自分の言いなりになることを、裕真は知っている。そのせいで自分勝手な性格だと周囲には言われているが、さして気にしていない。


「それから、裕真って呼ばないで。先輩たちと仲がいいからって、他の奴やつに恨うらまれたくないしさ。木村みたいに『青木』って呼び捨てにしてよ」


「ええー、そんな人いないから、裕真でいいじゃないの」


「だーめ」


「つまんなーい。あ、じゃあ、二人の時なら、呼び捨てでもいい？」


　含ふくみをもたせてしなだれかかってくるヒロコに、裕真はちらりと視線を投げかける。わずかに色の薄うすい、その瞳ひとみが細められた。


「却下。二人っきりになることがないから、ありえないよ」


「ひどーい。私ってば、完全に守備範はん囲い外がいなの？」


　わざとらしい舌足らずな声でヒロコはなおも言い募つのるが、取り付く島もない拒きよ絶ぜつの微笑みを返されてしまえば、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめて引き下がるしかない。


　その様子に裕真は内心嘲あざ笑わらっていた。こんなふうに笑いかけただけで言いなりになってしまう単純さが気に食わなかった。姉や直也のように、裕真の言い分を無視して思い通りにする人間もいるのだから、裕真にしてみればやはり彼らは『その他』なのだ。


「うー、残念。じゃあ、代わりに今日は最後までつきあってよ」


「それも無理。これ飲んだら帰るんだ」


　口くち唇びるを尖とがらせ拗すねたような表情で媚こびてくるヒロコをあっさりとかわして、裕真は既すでに半分以上空にしたグラスを軽く揺ゆらした。


「えー、何それえ」


「何だよ、最後までつきあえよ」


「そうよ。私たちよりも大事な用事だって言うの？」


　ヒロコだけでなく、マリコや木村までもごね始めたが、裕真の意志が変わるはずもない。


　───大勢で飲むのは好きだけど、合コンもどきでつきまとわれるのはごめんなんだよ。


　そう言いたいところだが、さすがにそのまま口にするほど裕真も馬ば鹿かではなく、にっこりと笑うだけだ。


「また今度誘さそって」


『でも、つきあうつもりはないけど』と続くはずの本音は隠かくしておく。楽しい馬ば鹿か騒さわぎのような飲み会ならいいが、この分だと次があっても今日と似たようなものだろう。くっと残っていたギブソンを一気に呷あおると、裕真は立ち上がった。


「じゃあ、お先」


「えー、早いわよお。もう一いつ杯ぱいくらいつきあいなさいよ。おごるから」


　引き留めようとするヒロコをそのままに、裕真は直也を見み遣やった。こちらの遣り取りを窺っていた直也も、両りよう隣どなりの女の子たちに断りを入れ始めている。それに気がついた木村は、慌あわてて首を左右に振ふった。


「岡田も帰るのか？　何、二人して用事でもあるのか？」


「悪いね。また声を掛かけてくれや」


　にっかりと笑う直也の表情も、裕真とは別の意味で人目を惹く。その笑顔に気け圧おされたように木村は、顎あごを引いた。


「あ、あぁ。今度は最後までいてくれよ」


　ひらひらと手を振る直也を後しり目めに、裕真は歩き出した。来た時とは反対に今度は裕真が先導するように、夜がふけるにつれ更さらに密度を増している人ひと混ごみを抜ぬけていく。ようやく階段に辿たどり着いてから、二人は並んで話し始めた。


「だいぶ擦すり寄られてたみたいだな？」


「言ってろ」


　先さき程ほどヒロコにしなだれかかられていた時のことを直也に茶化されても、裕真は他人ひと事ごとのようににべもなく切り捨てる。だがいつもならそれ以上踏ふみ込んでこない直也は、どういうわけだか今日はしつこく絡からんでくる。


「えー、もったいねえじゃん。特にあっちの、お前の左に座ってたオンナ？　あれなんかいい感じなのに」


「いいのは身体だけじゃないの？　おれはやだね」


「お前もわからんなあ。誰だれとつきあってもお前、長続きしねえじゃんか。だったら少しでもいいオンナにしようって考えねえか？」


　今日に限って直也が食い下がってくるのは、どうやらヒロコが原因らしい。彼女の豊かな胸を直也はいたくお気に召めしたらしいことに気がついて、裕真は露ろ骨こつに溜ため息をついてみせた。


「いかにもつきあってますって、四六時中ベタベタされそうでいや。しかも、あのての女は最後には必ず、自分を優先しろって言うに決まってるからな」


「あー？　そんなのかわいい傲ごう慢まんさじゃないの？」


「それを宥なだめるのが面倒くさいんだよ」


　今までの修しゆ羅ら場ばを思い出して、裕真は眉まゆをひそめる。相手の都合にもそれなりに合わせるが、どちらかといえば裕真は自分の都合で勝手にデートをキャンセルしたり、場所を変えたりしてきた。それにつきあいきれなくなった彼女たちは決まって『自分のことも考えろ』と言ってくるのだ。


　───もともと向こうが言い寄ってきて、勝手につきまとい始める。んで、つきあいだしてセックスしたら、いきなり彼女面づらでこっちのすることに口出しし始めるんだ。うざったいじゃないか。


　不ふ機き嫌げんも露に黙だまりこんだ裕真に、直也は肩かたを竦める。


「まあ、お前も悪いだろ。デートよりもオレらと飲む方がいいって、ドタキャンばかりかましてたら、どんなに心の広い女だってそう言い出すだろうしな。しかも、それを宥めるのが面倒くさいって……」


　直也の言うことにも一理あるのはわかっていたが、裕真は返事もしなかった。そうして乱暴に扉とびらを開けた裕真に、直也は溜め息をついてこの話を終わらせた。手早くロッカーの中から荷物を取り出し、手にしていた煙草たばこと携けい帯たいをデイパックの中に放ほうり込む。その間にも裕真はフロントの前を通り過ぎ、回転扉を抜けていった。


　外に出た裕真はようやくそこで立ち止まり一息つく。やはり中に比べて幾いく分ぶん涼すずしく感じるのは、店内の空気が澱よどんでいたからだろうか。空調は入っていたのだろうが、煙草の煙けむりと人いきれであまり効いていたように思えない。


「お待たせ。いつものところでいいのか？」


「ああ。その方が落ち着ける」


　二人が一番近い新しん宿じゆく駅を目指して歩き出した時、直也の真正面から人がぶつかってきた。


「きゃっ」


「おっと───」


　ぶつかった勢いで後ろにひっくり返りそうになったその女性を、直也は腕うでを引いて助ける。だが、彼女はお礼どころか、きっと直也を睨にらみつけきつい調子で言葉を投げつけてきた。


「邪じや魔ま。なんでこんなところを歩いているのよ？」


　憤ふん慨がいしたように自分の腕を摑つかんでいる手を振り払はらうが、直也は何故なぜかにやにやと口くち許もとを緩ゆるめているだけで、反論しようとすらしなかった。彼女の不ぶ躾しつけな態度よりも、出るとこは出ているスレンダーな身体からだに気を取られているのだ。


　女性は、美人といえば美人だがきつめの顔立ちをしており、身長も直也とそう変わらないというのに、プロポーションは抜ばつ群ぐんだった。肩口が大きく開いたオフホワイトのカットソーから、白い肌はだと綺き麗れいに浮き出た鎖さ骨こつが見え、胸の谷間も素す晴ばらしい眺ながめだった。下半身は太ふと股ももも露あらわな黒くろ革かわのタイトスカートで包まれており、すんなりとした脚あしは惜おしげもなく素す肌はだを晒さらし、紐ひもを巻く形で固定する洒落しやれたハイヒールを履はいている。


　夜風にあたって浮ふ上じようしかけていた裕真の機嫌は、一気に下降した。


　別に、裕真が不機嫌になる理由はどこにもない。ぶつかられたのは直也だし、助けた手を振り払われたのも直也だ。しかし、人通りの少ない道路で、しかも端はしを歩いていた直也にぶつかってきたのは、女性の方なのだ。非は完全に向こうにある。だというのに、礼を言うどころかこちらが悪いと言われてしまえば、直接被ひ害がいがなくても不快な気分になるだろう。そして裕真は相手が美人だからといっても、それを不問にするつもりはなかった。


「前を見てなかったのはそっちだろ？　それに、ここは公道なの。まさか歩くのにあんたの許可が必要だって言うのか？」


「何ですって？」


　それまで威い嚇かくするように直也を睨みつけていた女が、裕真の方をぱっと振り向いた。肩けん胛こう骨こつまで伸のびた黒くろ髪かみが勢いよく翻ひるがえる。丁てい寧ねいに手入れの施ほどこされているらしい髪は、さらさらと音を立てて艶つややかに見えた。


　だが、裕真はそのしなやかな髪やアーモンド型のくっきりとした目にも惑まどわされず、不機嫌そうな表情を崩くずさないまま、女を睨みつけた。しかし、彼女の方はそうはいかなかったらしい。裕真の整った目鼻立ちに視線を奪うばわれたように、目をぱちくりとさせる。そして裕真から直也に視線を戻もどし、おもむろにじっくりと二人を見遣る。


「何よ。いい男じゃないの。───こっちも、そう悪くはないわね」


　女の声から険しさが取れどこか面おも白しろそうな口調に変わり、その顔にゆっくりと笑え顔がおが広がっていった。


　嫌いやな予感が裕真の背筋を駆かけ抜ける。しかし、この場から逃にげるには遅おそすぎた。


「ねえ、自や棄け酒ざけにつきあってよ。もちろん、わたしの奢おごりよ」


　逃がさないとばかりに腕を取られそうになり、裕真は慌てて女から離はなれた。直也の様子を窺うかがえば、裕真に向けられたそれとは反対側の手で既すでに腕を取られ、鼻の下を伸ばしていた。彼の方は、どうやら女の提案に文句はないらしい。


　───何やってんだよ、このクソバカっ。


　いくらナイスボディだとはいえ、扱あつかいにくそうな女性に裕真は関かかわるつもりはない。


「冗じよう談だんじゃないねっ。他ほかをあたりなっ。行くぞ。───っいってえっ」


　裕真が即そく答とうでばっさりと切り捨て、憤ふん然ぜんとその場を後にしようと直也を促うながしたところ、後頭部に軽くない衝しよう撃げきが走った。思わずその場で蹲うずくまり、頭を抱かかえ込む。何がぶつかってきたのかはわからないが、その痛みときたら相当なものだった。


「あいつのいうことは気にしない、気にしない。いっくらでもつきあっちゃうよー、ねーさん」


　語ご尾びが跳はねるどころか飛び上がっている直也の声に、この後頭部の痛みの原因が何なのか、裕真はようやく理解した。中に小物しか入っていない直也のデイパックだろう。


「そんな礼れい儀ぎ知しらずと、どうして顔をつきあわせて飲まなきゃならないんだっ」


「はあ？　お前も馬ば鹿かだねえ。こんないいオンナに誘さそわれてるんだよ？　断るわけにゃあいかないでしょ。あきらめてつきあいな」


「そうそう、つきあいな」


　声を合わせて笑いながら、道路に蹲ったまま睨みつけている裕真を、二人は揃そろって見下ろしてくる。仲良く腕組みをして、逃のがさないとばかりに両りよう脇わきから挟はさみ込み、にこにこと笑いながら迫せまってくるその強気な姿勢に、裕真はもう溜め息をつくしかなかった。








「で、結局今日で終わりよ。もうあんな男待つもんですかっ」


　だんっ、と勢いよく空になったタンブラーをテーブルに置いて、女───荒あら井い真ま衣いは傲ごう然ぜんと裕真を見み据すえた。渋しぶ谷やにある裕真の行きつけのクラブで、三人はテーブルを囲んでおり、真衣の隣となりでは直也が甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いている。


「そんな薄はく情じようなオトコ、真衣さんには釣つり合わねーよ。振ふって正解なの」


　ボトルキープのホワイトラムで、直也はダイキリを作り真衣に手て渡わたした。シェーカーを振る手つきも慣れたもので、裕真にも同じホワイトラムベースのキューバリバーを作ってよこす。それを当然のように受け取りながら、既に機嫌を直していた裕真も頷うなずいた。


「そーそー。お姉さん、すげーいい女だから。すぐに次が見つかるって。ほら、新しい恋こいにかんぱーいっ」


　グラスが重なる軽かろやかな音がして、直也をそっちのけにして二人は勢いよくグラスを傾かたむけた。


　新宿から渋谷へと移動する山の手線の車内で、三人はすっかり意気投合したのだった。男と別れた直後に直也とぶつかったせいで、必要以上に気が立っていたのだと説明した真衣が、改めて謝罪したことも要因の一つになっている。


　そのまま真衣の自棄酒につきあって裕真も杯を重ね、二人は今やかなりの量を飲んでいた。直也が軽快に口を挟みながら、さりげなくアルコールの摂せつ取しゆを控ひかえていることにも二人は気がついていない。


「はあ、おいしーっ。直也くん、あんたってば天才っ」


「嬉うれしいなあ。おねーさんにそう言ってもらえると、オレ、もっとはりきっちゃうよ？」


　真衣の言葉に直也はにこにこと笑いながら、つまみのチーズを彼女の取り皿に取り分けてやる。もともと直也は気のつくマメな性格だったが、今夜はとりわけ気を遣つかっているようだ。


「でも、そいつも一応はいい男だったんだろ？　お姉さんがつきあってたくらいだもん」


「まあねえ、背は高かったし？　顔も良かったけど、性格はかなり悪かったわよ。セックスする前からつきあいはあったから、それはよーく知ってるの。言葉遣いや何かはそれなりに丁寧なんだけど、どこか鼻につく感じでさ。ほんとーにあんなのとつきあってただなんて、自分が信じられないわよ、まったく」


　裕真に話を向けられたことで、今までの鬱うつ憤ぷんが抑おさえきれなくなったのか、鼻の頭に皺しわを寄せた真衣が愚ぐ痴ちを言い募つのる。だが彼女の口から振った男の話が出るたびに、直也の表情が微び妙みように変化していることには気がついていない。


「へえ、前のオトコ、そんなによかったんだ？」


「そ。で、も、それは過去のことよ。直也くんか裕真くん、わたしとつきあわない？」


　あきらかに酒に酔よった勢いの真衣の提案に、裕真も深く考えずに気軽に頷く。


「いいよ、いいよ。今つきあってるのいないし。お姉さんにはもう名前で呼んでもらってるんだよ？　大だい歓かん迎げいだね」


「おい、ちょっと裕真……っ」


　酔った勢いで話をどんどん飛ひ躍やくさせ始めた二人を、さすがに直也が止めに入りかけた時、最新の着メロがテーブルの下から流れてきた。


「あー、わたしのだ。はいはい、ちょっと待ってねえ」


　空のグラスをテーブルに置いて携けい帯たいを取り出した真衣が、小さなディスプレイを眺めた途と端たんに柳りゆう眉びを逆立てた。その剣けん呑のんな様子に驚おどろいて、裕真まで息を詰つめてしまう。


「亨とおるからだわ。今いま更さら何の用だって言うのよ？」


　小さく呟つぶやいた真衣は、別れた時のことを思い出したのか口くち許もとを引きつらせている。そのまま電源を切りそうにも見えたが、意を決したのか通話ボタンを押して携帯を耳に当てた。


「もしもし？　何かありましたか？」


　ひどく事務的な受け答えに、裕真と直也は顔を見合わせた。酒の肴さかなに盛り上がっていたとはいえ、真衣に教えてもらった相手の情報といえば、名前と年ねん齢れいと、別れた直後だということくらいで、それ以上のことは話していない。


　───お姉さんの元彼、職場の人なのかな？　うわあ、同じ職場で週明けにも顔を合わせるとかいうんだったら最悪だな。


　さっきまでのテンションが落ち着いてしまった裕真はそんなことを考えたが、所しよ詮せんは他人ひと事ごとなのですぐに空になってしまっていた自分のグラスに意識が向いてしまう。新しいものを直也に作ってもらおうとそちらを見遣れば、直也は妙に真しん剣けんに真衣の電話の様子を窺っていた。


　常にない直也の表情に、何事かと真衣に視線を向けると、彼女とばっちりと目が合ってしまった。どう反応していいのかわからず、とりあえずお愛あい想そでにっこりと笑っておく。電話の内容を聞いていたわけではないが、電話中に目が合うのはやたらと気まずい。


　だが、真衣が笑い返してきた時、裕真はぞくりと身体からだを震ふるわせた。何やら嫌な予感が背筋を駆け抜ぬけたのだ。


「ですから、仕事とプライベートは別でしょう？　仕事上のつきあいはこれまでどおりです。ただ、プライベートには口を出さないで下さい。その権利はもうあなたにはありません」


　そうきつく言い捨てると、真衣は携帯を裕真に差し出してきた。


「裕真くん、亨のやつに一言言ってやってよ。もうあなたには関係ないでしょって」


「はあ？　何それ」


「ほら、早く。なあに、それともさっきつきあおうって言ってくれたのは噓うそだったの？」


「いや、そんなことはないけど……っ」


　携帯の向こうに別れた男がいるのに、ここでそれを否定すれば真衣のプライドは傷つくだろう。普ふ段だんの裕真だったら、そんなことも気にしないが、したたかに酔った頭では、目の前の真衣の勢いから逃のがれられそうにない。


　───こんな面めん倒どうくさそうなこと嫌だけどっ。でも、お姉さんのためだしなあ。トールと会うこともないだろうし……。ええい、くそっ。


　できればこの場を去りたい心境だったが、裕真は意を決して真衣の携帯を受け取った。自分から面倒を引き寄せてしまったという自覚があり、それだけに苛いらついた口調になってしまうのは止められない。


「あんたがトール？」


『───子供か？　おまえの手に負えるような女じゃない。真衣に変わってくれ』


　携帯越ごしでも耳じ朶だに心地ここちよく響ひびく低い声だった。だが、その声に反して、男の言葉は裕真の神経を一気に逆さか撫なでした。しかも、最初は呆あきれた調子もあからさまな喋り方が、後半には幼よう稚ち園えん児じに言い聞かせるかのような優やさしげな口調になったのだ。


　───な……っ。何なんだよっ、こいつはっ。おれなんか相手になんないっていうのかっ!?


　顔も知らない、ただ声だけの相手に、裕真は激しく憤いきどおる。いつもなら軽く聞き流せるような台詞せりふも、男の口から出たというだけで、ひどく神経に障さわった。特に相手から『子供』と言われて、話しすら聞いてもらえない状じよう況きように、裕真は苛立つ。


　だが、はっと我に返ると、自分がそんなことを考えてしまった事実を認めたくなくて、裕真の口調はいつも以上に生意気になった。


「子供って何だよ。おれには青木裕真って名前があるの。名前で呼んでよ、トールさん」


『子供という単語に反発するあたりが、子供だって言うんだ。あおき……、ゆうまくん？』


　挑ちよう発はつするように裕真は男の名前を呼んだが、反対にからかうように小さく笑われ、ますます頭に血が上る。怒いかりをぶつけるように、裕真は携帯の通話を切り、電源まで落とした。


「何っ、こいつっ。すげえ、やな奴やつだなっ」


「でしょ？　ほんっとーに、性格は最悪なのよ。良かったのはヒールを履はいたわたしよりも背が高かったことと、顔くらいなもんよっ。あーもー、直也くんお代わりちょうだいっ」


　テーブルの上に置いたグラスが空になっていたことに気がついた真衣は、直也に向かってそう要求する。それに便乗して裕真もそっとグラスを差し出した。だが、直也は半分ほど残っているホワイトラムの瓶びんを片手に持ったまま動こうとしない。


「直也くーん、お代わりー」


「どうかしたのか？」


　真衣がじれたように指先でばたばたとテーブルを叩たたき出した。だが、それでも黙だまったままの直也に裕真が不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せると、彼は真衣を見つめて静かに切り出した。


「……おねーさん、裕真とつきあうわけ？　こいつも、どちらかといえば取り柄えは顔だけっていう人種だよ。裕真なんか止やめて、オレとつきあわない？　そしたら、お代わり作るよ？」


「んー？　別に、直也くんでもいいわよお。二人とも気に入ってるもーんっ」


　小首を傾かしげて、深く考えていないのか、それとも酒の勢いで頷うなずいただけなのかはっきりとしないが、真衣はけらけらと笑いながら直也の言葉にこくこくと頷いた。


「その言葉、忘れないで下さいよ。裕真もそれでいいか？」


「別にいいけどー？　なに、直也、お姉さんに本気になったの？」


「まあ、そういうこと。ほら、お代わりは何がいいですかね？」


　二人が頷いた途端に、直也はいつもの様子に戻もどった。その現金さに裕真は笑い出しそうになる。だが、直也が真衣に惚ほれたということは何となく、肌はだで感じていたのだろう、話の展開が早すぎて驚きはしたが、二人がつきあうことには、裕真にしても何の異論もない。


「じゃあ、直也くんもグラスを持って。では、わたしの新しい恋こい人びとにかんぱーいっ」


「かんぱーいっ」


　酔っぱらい特有の陽気さで真衣が乾かん杯ぱいの音おん頭どを取り、こちらもそれなりにアルコールの回っていた裕真が景気よくグラスをぶつける。グラスにヒビが入りそうな程ほどの二人の勢いに、直也だけが溜ため息をつきつつ軽くグラスを掲かかげた。






２




　閉じた瞼まぶたすら通り越こして、眼球を突つき刺さしてくる陽ひ射ざしに、裕真は我が慢まんしきれなくなり、もぞりと身体からだを動かした。頭部がかろうじて薄うすいラグの上に載っていたが、胸から下はフローリングの上に投げ出されている。


「あー？　ここ、直也んちだよなあ……。───っ。二日ふつか酔よいだあ……」


　床ゆかの上で寝ねたためか凝こり固まった身体をほぐそうと起き上がった裕真だが、こめかみにずきずきとした痛みを感じて、再び床に崩くずれ落ちた。身動きできないほどひどいものではないが、一向に収まりそうにない頭痛に、裕真は心の中で悪態をつく。


　だが、どうにか身体を動かして座り込むと、ゆっくりとあたりを見回した。


　これまでにも直也の家に来たことはあるが、床の上で寝たことはなかった。渋谷駅へ徒歩二十分という１ＬＤＫで、唯ゆい一いつの部屋はベッドルームになっている。裕真が寝ていた居間には二人掛がけ用のソファーがでんと鎮ちん座ざしているので、ここに泊とまる日はいつもそこで寝ているのだ。


「昨日は……、あの店出てから、お姉さんも一いつ緒しよにここに来て……」


　店でしこたま飲んだはずなのに、途と中ちゆうのコンビニでアルコールを仕入れると直也の部屋で第二ラウンドを開始したことを思い出した。


「それで二日酔いなんだな……。仕方ないなあ」


　よろけながらも立ち上がり、勝手に冷蔵庫からウーロン茶を取り出して飲む。からからに喝かわいていた喉のども潤うるおったところで、直也と真衣の姿が見えないことに気がついた。だが、ぴったりと閉じられたベッドルームへの扉とびらを見み遣やり、二人がどこにいるのか見当がつく。


「はああ。まあしょうがないか。昨日の夜つきあいだしたばっかだもんねえ」


　時計を確かく認にんすれば既すでに昼に近いが、二人は起き出す気配を見せない。頭痛も起き抜ぬけの時よりはだいぶ楽になっていたので、裕真は勝手にシャワーを浴びることにした。酒と煙草たばこの匂においが身体中にまとわりついているようで、とても鬱うつ陶とうしい。


　何度か使ったことのあるバスルームなので、タオルがどこにあるのかもわかっている。ざっと身体を洗い流し、下着と服をもう一度着込んだ。髪かみや身体から匂いが取れた分、服に染しみついた匂いがやたらと鼻につき、シャワーを浴びたことを後こう悔かいしたが既に遅おそい。


「決定。邪じや魔ますることになろうが、家に帰る」


　どかどかと足音も荒あらくリビングを横切り、扉を叩くこともせずにいきなりベッドルームへ押し入る。


「直也っ、帰るから玄げん関かんの鍵かぎを掛けろよ」


「んあー？　裕真かあ？」


「───うー。頭いたーい……」


　シングルベッドの上で身を寄せ合っていた直也と真衣が、唸うなりながらも身体を起こした。二人ともシーツから覗のぞく上半身は裸はだかだったが、そのことに関心はないようだ。ベッドの周りに散乱している服の様子から、シーツの下の下半身も何も身につけていないだろう。


　起き抜けの寝ぼけた表情で直也が煙草に手を伸のばす。銜くわえ煙草のまま服に手を伸ばした直也から、裕真はさりげなく視線を逸そらした。真衣の裸なら鑑かん賞しようする価値もあるだろうが、親友とはいえ男の裸など見ても楽しくない。


　ぎしりとベッドの軋きしむ音と衣きぬ擦ずれの音で頃ころ合あいをはかり、裕真は視線を戻したが、服を着ていたのは直也だけで、真衣は相変わらず素す肌はだを晒さらしたまま、ベッドの上に座り込んでいた。その恥はじらいもない姿に、裕真は呆れたように声を掛けた。


「お姉さーん。目の毒」


「目の保養の間ま違ちがいでしょ。───それよりも、……頭が痛いのよ……」


　裕真の視線をまるで気にしていない彼女の様子に、裕真も苦く笑しようする。事実、真衣は自ら言うとおり目の保養になり得うる、見事な胸をしているのだ。しかも、白い肌に散らばる多数のキスマークのせいで、より一層セクシーに見える。だが、裕真の目は左の乳ち房ぶさの陰かげになる部分───ちょうどアンダーバストのあたりに小さくはない傷を捉とらえた。


「どうしたの？　それ」


「ん？　ああ、これ？」


　何でもないことのように真衣は乳房を軽く寄せ、傷をよく見えるようにしたが、そのせいで傷が伸びて、余計に目立った。裕真が呆ぼう然ぜんとその十センチほどのひきつれを見つめていると、真衣が口くち許もとに笑えみを浮うかべながら話し出す。


「高校の時に土手から転げ落ちて、その時に木の枝でひっかけたのよ。裸にでもならない限り人目につかないのよね。だから、この傷を見たことがあるのは、わたしとつきあった男だけよ。セックスもしないのに見たのは、裕真くんが初めてかな？　役得だと思いなさいな」


『もっとよく見る？』と言わんばかりに真衣が胸を突き出したところで、直也が二人の間を遮さえぎった。そして二人の顔をまじまじと凝ぎよう視しすると、わざとらしく大きな溜め息をつく。


「真衣さーん。オレ、拗すねちゃうよ？　カレシの手前、隠かくしてみせるとか、恥じらってみせるとか、して欲しいなあと思ってるんだけどお」


「ふふふん。何か気分がいいわ。今までそんなこと言った男はいなかったもの。何かのステータスのように見せびらかすことしか考えてなかったし？　さもなきゃ、セックスできれば他ほかはどうでもいいって感じしかいなかったから」


「……お姉さん、それ、男運悪すぎじゃない？」


　さらりと口にされた真衣の言葉を聞いて裕真が控ひかえめに言うと、直也もうんうんと無言で頷うなずいている。だが、肝かん心じんの真衣はそんなことは今まで思ったこともなかったようで、目をぱちくりとさせる。


「そう？　でも、そのおかげで直也くんを摑つかまえることができたのなら、それはそれではいいわ。うーん、亨にも感謝しちゃおうかしら？」


「真衣さん……っ。もー、オレ、大事にしちゃうよ？」


「ありがとーっ」


　ひしっと抱だき合う二人に、裕真は呆あきれた表情を向けた。真衣が二十八歳とは思えないほど、あっけらかんとしているせいか、直也の悪ノリが輪を掛けてひどくなっているような気がするのだ。


「はいはい。とりあえずその続きはおれが帰ってからにしてくれ」


「ははは。わりーな」


　裸にシーツを巻き付けただけの真衣がベッドから立ち上がった。どうやら裕真を玄関まで見送るつもりらしい。扉を開けた裕真の後ろから、彼女は話しかけてきた。


「こんなことなら、昨日の電話、直也くんでもよかったのよね。ごめんねえ」


「別に、おれは気にしてないよ。トールさんと会うことはないんだしさ」


　すまなさそうに謝る真衣に、裕真は妙みようにぴりぴりとした口調で素っ気なく返す。


　昨夜は記き憶おくをなくすほど飲んだわけではないので、男との遣り取りを覚えている。


　───人のことを子供扱あつかいしやがって。ああいう奴やつとは絶対に関かかわらないぞっ。


　ふつふつと湧わき起こる怒いかりを、裕真は奥歯を嚙かみしめることでやり過ごし、二人の陽気な見送りを受けながら直也の部屋を後にした。








　渋谷から私鉄で多た摩ま川がわ、川崎市を越こえて横よこ浜はま市に入ったところで電車を降り、駅前のバスターミナルを脇わきに住宅街へと裕真は足を向けた。


　駅から少し離はなれているうえ、バスのルートからも外れているので徒歩しか手段がないが、騒そう音おんや出入りに関してうるさくない、そこそこ閑かん静せいな一戸建てが裕真の家だった。駐ちゆう車しや場じようもついているが、そこに車はない。家族の誰だれもが免めん許きよ証しようを持っていないのだから、それも当然だ。比ひ較かく的てき広いそのスペースには、車の代わりに大型の物置がでんと置かれている。


「たっだいまー、と」


　誰が返事をするわけでもないのに、裕真はそう声を掛けて家に入っていく。土曜日とはいえ、両親とも仕事が忙いそがしく家にいないことはわかっていたが、習慣のようなものだ。これは裕真だけではなく、両親や姉もそうなので、三つ子の魂たましい百までというやつかもしれない。


　いつも通りまずメモの確かく認にんをしようとキッチンへ向かうと、そこには珍めずらしく姉がいた。


「おかえりー。お昼、何か食べる？」


「いらない。腹減ってない」


　ガスコンロの前に立ち、パスタを茹ゆでていた姉は小さく肩かたを竦すくめた。裕真はメーカーから勝手にコーヒーを注ついで、ダイニングテーブルに座る。


　二歳年上の姉、こずえは都内の女子大に通っている。長めのショートカットはあちこちにシャギーを入れてしまったせいで、ワックスで整えないと始末に負えないようだが、裕真が見てもそこそこ可愛かわいい容姿をしていた。だが、百六十センチに届かない小こ柄がらな身体からだに反して、態度はかなり大きい。そのことに関して裕真は賢けん明めいにも口を閉じることで身の安全を図はかっているが。


　しかし何より裕真がこずえの悪あく癖へきだと思っているのは、彼女が追っかけといってもいいほどのアイドルオタクだということだ。今もテーブルの上には、彼女が最近お気に入りの人気モデルが特集されたファッション雑誌が広げられていた。


「ミーコは今日休みなの？」


「まさか。夕方からバイトよ。まったく今日は一日暇ひまだったのに、夕方からしかシフトを入れてくれないんだもの。嫌いやになっちゃう。それよりも、ミーコって呼ぶの止めなさいって何度言わせるの？　説明するの嫌なんだから」


　不満をぶつけるように、こずえは乱暴にパスタを搔かき回す。


『ミーコ』というのはこずえの小さい時からのあだ名で、こずえが子供の頃ころ、見かけた猫ねこや犬、それどころか鳩はとに向かってまで『ミーコ』と呼んでいたのが由来だ。もっともこれは家族以外誰も知らない話なので、こずえにしてみればいい加減なかったことにしたいのだろう。


　パスタソースはここ最近気に入ってるバジリコのようで、乾かん燥そうバジルをパスタのゆで汁じるで溶といたものを用意している。ゆであがったパスタをオリーブオイルで炒いため、塩しお胡こ椒しようを振ふった後乾燥バジルをからめるのだ。


　軽く二人前はあるかという量が皿に盛りつけられたが、こずえは当然の顔をして食べ始める。だが、半分ほど食べ終わったところで、その手を不意に止め裕真に視線を向けた。自分とは違ちがい、つり上がった眦まなじりで見つめられると、裕真は睨にらみつけられているような気になってしまい、つい腰こしが引ける。


「……なに？」


「んー、来週の日曜日、ちょっとつきあってもらおうかなあと思って」


「はあ？　来週？」


「そ。ドタキャンは受け付けないから。ていうか、朝イチで家を出るから、土曜日の夕方には戻もどってくるのよ」


　ぴっと、フォークで裕真を指しながら、こずえはそう宣言した。いつも通り自分の都合などまるで考えていない言葉に、裕真はすぐさまにっこりと笑顔を見せた。


「却きやつ下か。やだよ」


「あら、何か用でもあるの？」


「別にないけど、ミーコにつきあう気になれないだけ」


「あ、そ」


　裕真の返事を一見さらりと聞き流したように見えるが、こずえは正面に座っている裕真の顔をじーっと凝視した。しかも、ピンクのマニキュアが塗ぬられた指先で、フォークを小刻みに揺ゆらしている。


　───……冗じよう談だんじゃないぞ。何だかわからないけど、面めん倒どうくさいことになるって気がする。


　内心だらだらと汗あせをかいているが、裕真はそれを顔に出さないで、とってつけたように笑ってみせた。だがそのにこやかな笑顔を、こずえは口くち唇びるを引き結んで無表情に見返す。


　しばらくの間、無言のまま睨み合っていたが、不意にこずえが手首を翻ひるがえして、もう一度フォークで裕真を指した。


「私が、『つきあって』って言ってるのよ。それにまさか、この私があなたの笑顔にごまかされるとでも思っているわけ？」


「───つきあいます……」


　静かに淡たん々たんと語られるこずえの言葉ほど怖こわいものはない。裕真は肩を落として敗北を受け入れた。子供の頃から年上の特権だとばかりに、こずえは裕真に対して思うままに振る舞まってきた。子供時代の二歳差は、大人の二歳差よりも隔へだたりがあるのだ。


　そのうえ、笑ってごまかしてきた数々の悪行を知られているとなれば、こずえに逆らうには死を覚かく悟ごするほどの勇気が必要になるだろう。


「ありがと。私の用事がすんだら、服を買いに行こうね」


　にっこりとした笑顔でこずえが礼を言い、来週の日曜日の予定が決定した。








　大学に入り生活リズムができてきたことも関係しているのだろうが、週半ばの水曜日ともなればかなりだらけてくる。裕真は学食で欠伸あくびを殺しつつ、スプーンでオムライスを搔き回していた。


「名前だけ書いたら午後寝ねてようかな」


　もそもそとどうにか口に運びながら、そんなことを考えていた時、背後から名前を呼ばれた。無気力とはまるで縁えんのなさそうな陽気な声に、裕真は溜ため息いきをつく。


「直也は元気そうだな。こっちは何か疲つかれた」


「そりゃあ、毎日幸せだからなあ。真衣さんが仕事お休みで、家にいてくれるのよ」


　隣となりに座った直也は相そう好ごうを崩くずして、訊きいてもいない報告をし始める。トレイに載っているカツ丼どんには、見向きもしない。


　───飯が冷めたらまずいだろうに……。


　裕真の呆あきれ顔がおも無視して、直也は声を弾はずませている。月曜日に大学で会って以来、真衣のことばかり話している直也に、さすがに裕真も食傷気味だった。だが真衣の仕事上、誰だれ彼かれかまわず吹ふい聴ちようするわけにもいかず、彼にしてみれば事情を知っている裕真にしか話ができないということらしい。


　あきらかに人並み以上の容姿を持っていた真衣は、アパレルメーカー『レゾンデートル』の専属モデルだったのだ。直也にしてみれば職業は関係ないが、真衣の過去の男たちのように『見せびらかすためだけのオンナ』と思っていると思われないように気をつけているようだ。


　そのために必然的に真衣との惚のろ気け話は、真衣のことを知っている裕真相手に限られてしまう。


「はいはい。ごちそうさま」


「あ、で、ちと、面倒なことになったんだけどさあ」


　でれでれと鼻の下を伸のばしていた直也がふと真顔になり、裕真の方へ身を寄せた。しかもあたりをはばかるように声まで潜ひそめているという念の入れようだ。


「真衣さんの前のカレシが、オレに会いたいって言ってるらしいんだ。オレとしては会うのはかまわないんだけどさあ……」


　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、直也はじーっと裕真を見た。どこか恨うらみがましい視線に裕真はたじろぐが、本人の自己申告通り、『面倒くさいこと』になっているのは確かなようで一応は頷うなずいておく。


「───そりゃあ、確かに面倒くさいな」


「だろ？　でも、電話に出たのはお前で、しかもご丁てい寧ねいにも自分の名前を名乗ったじゃないか」


　直也の言葉に、裕真は相手の男のことを思い出した。携けい帯たい越ごしだったが、低く艶つやのある声をしており、ただ二言三言言葉を交かわしただけなのに、やたらとこちらの気に障さわる物言いをする男だった。


「で。それが、おれに、何の関係が、あるんだ？」


　その時の男の一言一句を正確に思い出せる自分にむかつきもするが、まるで自分にも責任があると言いたげな直也に、裕真は一言ずつ区切るように返事をした。怒ど鳴なりつけたいのをどうにか堪こらえているせいで、必要以上に怒気がこもってしまう。


　その気配が伝わったのか、直也は下した手てに出つつ、早口で捲まくし立ててきた。


「いやあ、大したことじゃないよ？　たださあ、今晩オレが名前言ったら、余計にややこしーでしょ？　だから、名前を貸してくれないかなあって……」


　胸の前で手を組みお願いポーズを取っているが、所しよ詮せん直也はごつい男なのだ。その様は本人がいたって真ま面じ目めなだけに、それだけで笑いが取れそうなほど滑こつ稽けいだった。不ふ機き嫌げんだったはずの裕真も、情けなさそうに寄せられた直也の眉まゆ根ねに思わず口くち許もとを緩ゆるめてしまった。


　直也の仕草と、名前を貸すだけ───自分が直接あの男と顔を合わせるわけではない───その提案に、裕真は気軽に頷く。


「いいよ。でも、これで貸し一つな」


「ありがとーっ。よし、これをやろう！」


　その途と端たん、元気がなかったはずの直也はいきなり復活すると、女子学生たちに人気の滑なめらかさがウリというプリンを裕真のトレイに押しつけた。だがその容器を指先でつつきながら、裕真は彼に向かって殊こと更さらにっこりと笑ってみせる。


「これで、貸し借りなしなんてこと言わないよな？」


　ぐっ、と一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた直也は、しかしすぐに覚悟を決めたようだった。


「うー、ええいっ。言わないっ。代返でも代レポでも引き受けてやらあっ」


「ありがと。それじゃあ早さつ速そくお願いしようかな」


　涙なみだ目めになりかけている直也に向かい、裕真は笑えみを深くした。こういう時にはまったく容よう赦しやがない裕真のことを身をもって知っている直也は、眦まなじりをそっと拭ぬぐう真似まねをしてみせるが、もちろん気にしてやるわけもない。


「いいよ、もう、何でもやるよ？」


「午後の経済学、代返してノートとっておいて。なんかかったるいから、帰ろうかと思って」


「りょーかい」


　盛せい大だいな溜め息をついた直也は、ようやく目の前のカツ丼に手をつけ始めた。裕真もそれに倣ならうように、オムライスを口に運ぶ。午後の講義をサボると決めたら、少しは気分が浮ふ上じようした。


「買い物でもするかな」


「オレに代返させて、ぶらぶらするのかあ？」


「何か文句でもある？」


「いーえ、ないです……」


『納なつ得とくがいかない』と言いたげな直也に向かって、裕真が冷たく言い放つと、彼は身体からだを縮こまらせて、もごもごと口の中で何事かを小さく呟つぶやいていた。








　裕真の行動範はん囲いは案外狭せまい。高校時代は自宅のある横浜で、今は渋谷だ。通学途と中ちゆうの乗のり換かえ駅えきで、一度は必ず降りる、というのが主な理由だ。


　平日の昼間とはいえ、それなりに人通りのある街中を裕真はぼうっとしながら歩いていた。人に流されるようにして歩き、目についた店に入る。特に目的があるわけでもなかったが、ウィンドウショッピングをして、お気に入りのコーヒーショップで一休みするつもりだった。


　だが店には空席がなく、受け取ってしまった紙コップを手にしたまま店を出るハメになってしまう。しかも、きちんと講義に出る準備だけはしてきたため、教科書とノートの入ったデイパックの重みが肩かたにのし掛かかってきて、なおさら腹立たしい。


「……相席するのもやだったしな……。ったく、平日だっていうのに、暇ひま人じんが多いんだから」


　自分もその暇人たちと同類であることを棚たな上あげして、裕真はぶつぶつと呟きながらキャラメル・マキアートを傾かたむける。その時、反対側の歩道にある店につり下がっているＴシャツが視界に入り、目を引かれた。それは白地の生き地じに後光の差している頭ず蓋がい骨こつの横顔が黒色でプリントされているものだった。


「いいかも」


　だが、それを近くで見ようと車道に一歩踏ふみ出しかけた途端、不注意にもカップを持っていた右みぎ腕うでを通行人にぶつけてしまう。その結構な衝しよう撃げきに、ほとんど口をつけていなかったキャラメル・マキアートが相手の左腕にこぼれる。


「あっと、ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？」


　裕真は慌あわてて謝りながらも、ぶつかった相手を見て、呆ぼう然ぜんとした。


　───……マジでこんな男いるんだあ……。


　自分よりも拳こぶし二つ分は軽く高い身長、切れ上がった眦に男らしい眉、すっと通った鼻筋、引き結ばれた薄うすい口くち唇びる。少し長めの黒くろ髪かみはワックスで後ろに流されていたが、幾いく筋すじか額に掛かっている。


　年ねん齢れいは三十歳前後だろうか。手には洒落しやれたデザインの黒いショルダーバッグを提さげており、ベージュのコットンパンツに麻あさで編まれたベルトを合わせ、白いカッターシャツを着ている。その上に羽織っていたこれまた洒落たデザインの薄手のジャケットは、前まえ身み頃ごろが黒地に縦に白い絣かすりの模様が織り込まれ、袖そでと後ろ身頃はパンツと同素材でできているようだった。


　ぽかんとして見とれている裕真には目もくれずに、男は左腕に掛かったコーヒーを冷めた目で見下ろし、それからようやく裕真に視線を合わせた。


「困ったね。───どうしてくれる？　これから人と会う予定があるというのに」


　低く、落ち着いた声が、裕真の耳じ朶だを打つ。抑よく揚ようの少ない口調からは何の感情も伝わってこなかったが、細められた黒い瞳ひとみには強い不快感が表れていた。そのうえ男の目線の高さも加わり、裕真には見下ろされている気配がひしひしと感じられる。


　その男の様子に、裕真は口許を引きつらせた。自分が悪いことはわかっているのだが、もう一度素す直なおに頭を下げるには、男の態度が気に食わず、開き直り半分に傲ごう然ぜんと顔を上げ、食ってかかるように言い放つ。


「最初に謝っただろ？　それ以上どうしろって言うんだよ？」


「聞こえなかったのか？　これから人と会うと言ったんだ。着き替がえに戻もどる時間もないから、クリーニング代をもらっても仕方ないんだよ」


「はあ？　何それ？　少しかかっただけで、クリーニング代とか言うわけ？」


　まずい展開になりつつある状じよう況きように気がつかないふりをして、わざと呆あきれたような声を上げてみせる裕真に、男は何も応こたえずゆっくりと顔に笑みを刻む。


　だがそれは、ただ口唇を持ち上げただけだというのに、見る者を圧あつ倒とうさせるような迫はく力りよくを醸かもし出した。


　思わずその迫力に気け圧おされ、わずかに肩を引いてしまった自分を叱しつ咤たして、裕真はきっと相手を睨にらみ返す。


　だが、男は笑ったまま静かに切り出した。


「それくらいは、当然だろう？　もっとも、普ふ通つうならクリーニング代ですませてやるところだが、今は本当に時間がないんだ」


「───……？」


　物覚えの悪い子供に辛しん抱ぼう強づよく何度も言い聞かせているような口調に、裕真は首を傾かしげる。


　───どこかで聞いたことがある……？　でも、こんな男、知らないし……。


　普段の裕真なら、一度や二度顔を合わせただけでは相手の顔も名前も覚えていられないが、これだけ顔が良い人間ならば、一度会っただけでも充じゆう分ぶん覚えているはずだ。だが、思い当たるような人物もおらず、そもそも、彼ぐらいの年齢の人間との接点はまるでない。


　考え込みながら黙だまってしまった裕真に、男は呆れたように溜ため息をついた。


「礼れい儀ぎがなってないな。これだから、子供と話すのは嫌きらいなんだ」


「───っ。子供って言うなっ」


　つい最近、似たような遣やり取りをしたことを思い出して、裕真は反射的に言い返してしまう。だが男は、我が意を得たりとばかりに畳たたみ掛けてきた。


「だったら、弁べん償しようしてくれるね？　本来なら同じものを要求したいとこだけど、本当に時間がないんだ。近くの店の既き製せい品ひんで妥だ協きようするし」


「勝手に弁償するってことで話を進めてるんじゃないっ」


　こちらの言葉をまるで聞いていないような男の口くち振ぶりに裕真が思わず怒ど鳴なり返すと、男の黒い瞳がすっと細められ、眉が苛いら立だたしげにひそめられる。


「本当に話のわからないお子さまだな。こちらが穏おん便びんにすまそうとしているのに」


「そんなこと知るかっ。ただちょこっとコーヒーがかかっただけで、いちいち服なんか弁償してられるかっ」


　そう憤ふん然ぜんと吐はき捨てた裕真だったが、内心は冷や汗あせでいっぱいだった。あきらかに値のはるそのジャケットは、生地がベージュだったことも災わざわいして、コーヒーの染しみはごまかしようがないほど目立ってしまっている。綺き麗れいに染み抜ぬきができればいいが、このままでは間ま違ちがいなく無む惨ざんな染みが残ってしまうだろう。


　それがわかっているだけに、裕真は虚きよ勢せいを張るしかなかった。


　しかし、本当に時間がないのか、男はうんざりとしたように眉み間けんに皺しわを寄せると、ジャケットの内ポケットに手を伸のばす。


「君の名前は？」


「は？　何でそんなこと訊きくんだ？」


　突とつ如じよ変わったかに見えた話に、裕真は目をぱちくりとさせて訊き返した。だが、男は苛ついたようにもう一度名前を訊たずねる。


「いいから、名前は何ていうんだ？」


「裕真だよ。青木裕真」


「……あおき、ゆうま……？」


　内ポケットから何かを取り出そうとしていた手を止めて、男は裕真の顔を見つめた。その微かすかに驚おどろいたような表情に、裕真はむっとする。


「そうだよ。何、人の名前に何か文句でもあるのかよ？」


「───いいや。───何でもない」


　それだけを言うと、男は先さき程ほどとは違い、くすりと柔やわらかな笑みを浮うかべた。その優やさしげな雰ふん囲い気きに、何故なぜか裕真の心臓はきゅっと締しめつけられる。


　───え？　な、なに……？


　どこか人を見下していたような高飛車な態度がいきなり穏おだやかになれば、戸と惑まどうのも当然かもしれない。だが、それだけではない何かが、突然裕真の中を搔かき乱して、それが裕真を戸惑わせている。それは、まるで初めて手にする用よう途と不明の品物が目の前にあるような、そんな困こん惑わくと興味が合わさったような感情に近かった。


「そうだな、確かに、弁償などというほどのものではない。───これで失礼するよ。また、後で会おう」


　しかし、男はそんな裕真の様子には気がつかず、そのうえ何故か突然態度をやわらげると、面おも白しろがっているような微笑ほほえみを一つ残して去っていってしまった。


　後に残された裕真はしばらく呆然としていたが、はっと我に返ると既すでに姿の見えなくなっていた男に向かって一言怒鳴りつけた。


「誰だれが会うもんかーっ」


　急に大声を出した裕真に、道行く人々は不ふ審しんげな眼まな差ざしを向けてくるが、今の裕真はそれを気にするどころではない。自分勝手な理り屈くつを並べ立てて、これまた自分勝手に消えてしまった男に、これ以上ないくらい腹を立てていた。


「冗じよう談だんじゃないっ。だいたい名前も知らないんだぞ。どこでどうやって会うっていうんだ」


　ぶつぶつと口の中で悪態をつきながら、駅とは───男が向かった方向とは反対へと裕真は足を進める。


　今の出来事で、気になったＴシャツのことも、手の中にある残りのキャラメル・マキアートのことも、完全に頭から抜け落ちてしまっていた。ただむしゃくしゃとした気分だけが、裕真の中に残っている。


　ようやく裕真が落ち着いたのは、八つ当たり混じりにただひたすらセンター街を闊かつ歩ぽし、東急ハンズのあたりまで辿たどり着いた時だった。そこでようやく、裕真は今まで手にしていたカップをハンズの入り口に備え付けられていたゴミ箱に捨て、溜め息をついた。


「もう、いいや……。家に帰ろ……」


　講義を受けるのがだるくて渋谷に遊びに来たのに、余計に疲つかれてしまったのでは話にもならない。


「あー、もー、こんなことなら、出席だけ取って寝ねてた方がよかったよ。歩き回った分だけ損した感じだ」


　裕真は渋谷に着いた時よりも、ずっしりと肩かたに食い込んでくる荷物を背負い直すと、今度は駅に向かい歩き出した。これだけ時間があけば、あの腹立たしいだけの男と再び出会うことはまずないだろうと考えながら───。








　夜になれば、都心はイルミネーションとヘッドライトで溢あふれかえる。その光景は地面では雑多でにぎやかな印象ばかりが強いが、高層に上れば上るほど人の気配は消え、ただきらびやかで無機質な光景だけが浮かび上がってくる。


　───それが悪いわけじゃないが。見慣れればどちらも変わらない、というところかねえ……。


　滝たき澤ざわ亨は目の前に広がる光景に、特に何の感かん慨がいも持たずに、手にしたグラスを呷あおった。


　今年、二十九歳になる亨の職業は、大手アパレルメーカー『レゾンデートル』のアシスタントデザイナーだ。『レゾンデートル』レディース部門のチーフデザイナーである喜き多たの下について、ちょうど五年目になる。


　百九十センチをわずかに超こえる長身だが、ひょろりとした印象はない。広い肩かた幅はばにしっかりした胸むな板いた、引き締しまった腰こしは、常に鍛きたえられていることがあきらかだ。


　グラスを握にぎる長くしなやかな指も完全に男のそれだったが、左手の中指には全身の雰囲気にいささか合っているとはいえない、ホワイトゴールドのリングが光っていた。


　それは、上質な艶つや消けし素材の幅広いリングだったが、他ほかにアクセサリーは何一つ身につけていないため、余計に異質な印象を見る者に与あたえている。しかし手に馴な染じんだそのリングを外そうとは、亨はまったく考えていない。


　新宿駅にほど近いホテルの最上階のバーに、亨は一人でいた。窓に面して設けられているボックス席は一人では広すぎるが、あと十分もしないうちに待ち人たちは来るだろう。


　グラスとリングがぶつかり、涼すずやかな音を立てたが、今はそれすらも耳に入っていなかった。


　わざとクロークに預けなかったジャケットに目を遣やり、亨はゆっくりと口くち許もとを緩ゆるめる。


　ほんの数日前までつきあっていた女と、その今現在の恋こい人びととの対面だというのに、亨には緊きん張ちようも気負いもない。


　もともとその元恋人───真衣とは身体からだだけのつきあいということで互たがいに納なつ得とくしていたはずだったが、やがて彼女はそれ以上を求めてくるようになっていた。それが重荷にならないうちに別れようと切り出しのが、先週の金曜日のことだ。


　その後のことを思い出し、亨はわずかに顔を曇くもらせる。自分と別れた直後につきあい始めたという『青木裕真』がその原因だった。別れ話をしてから店を出た後すぐに、仕事の連れん絡らくをせざるをえなくなり、間ま抜ぬけなことだと思いつつも仕方なくかけたその電話に出たのが彼だ。


　電話から伝わってきた雰ふん囲い気きはあきらかにまだ学生のもので、見み栄ばえのする真衣を連れ回せることに優ゆう越えつ感かんを抱いだくような馬ば鹿かなお子さまの類たぐいであることも明白だった。


　真衣は『レゾンデートル』の専属モデルだ。何かスキャンダルでも起こせば、それは真衣自身だけでなく、『レゾンデートル』の名にも響ひびく。そのことに注意を促うながすつもりで、再び真衣に連絡を入れたのだが、彼女も若い恋人を見せつけたい気持ちがあったのだろう、電話だけですませるつもりだったそれは、こうして直接の対面となったのだ。


　───午後に会った感じじゃ、騒さわぎを起こしても大した問題にはならなさそうだったが。


　夕方、渋谷でコーヒーをかけられた時のことを考えれば、おそらくその推測は間違っていないだろう。必死に虚きよ勢せいを張っていたその様は、きゃんきゃんと吠ほえる小型犬の子犬のような印象だった。


　思えば、あれはまったくの僥ぎよう倖こうで、亨自身もまさかこのタイミングに『青木裕真』と出会うことになるとは考えてもいなかった。名字か名前だけが同じだったのなら偶ぐう然ぜんだと思うところだが、名字も名前も同じなうえに、声が電話で聞いたそれそのものだったのだ。おそらく本人であると思って間ま違ちがいないだろう。結局こちらは名乗り損そこねたままになってしまったが、それはそれで面白いことになりそうだ。


「さて……、どんな表情をするかな……」


　誰が会うものか、と往来の激しい路上で人目も気にせず叫さけんでいた彼が、自分の正体を知った時の反応を想像するだけで、自然と人の悪い笑えみがこぼれ落ちてくる。あの時の過か剰じようなまでに嚙かみついてきた裕真の様子は、自身でも不思議に思えるほど、亨の目を楽しませてくれた。そのことを思い出すだけで、普ふ段だんなら苦痛でしかないはずの、他人を待つというこの時間が、驚くほど亨の気分を高こう揚ようさせる。


　だが───。


「彼が、裕真くんよ」


「初めまして。滝澤、さん」


　やや緊張した面おも持もちの真衣とともに現れた『青木裕真』は、渋谷でぶつかった少年とは似ても似つかない青年だった。目の前の『裕真』の方が少しばかり身長が高く、身体の作りも若じやつ干かん大きい。そして、あの時ビルの谷間から差し込む夕日の茜あかね色いろに、なまめかしく照らされていた白い肌はだと、天然とおぼしき色素の薄うすい髪かみの毛とは明らかに違う、薄暗いバーの照明でもはっきり見てとれるほど日に焼けた肌に、短く切られた黒くろ髪かみ。


　確かにだいぶ大人びてはいても、あの少年と年の頃ころは同じには違いないようだが、彼とはまったくの別人だった。


　内心、亨は訝いぶかしく思いながらもそれを表に出さず、真衣の隣となりに座った『裕真』に声を掛かける。


「初めまして、とは随ずい分ぶんつれないな」


「えっ？　ど、どこかでお会いしたことありますっけ？」


「───電話で、話をしただろう。ああ、かなり酒を飲んでいたようだから、忘れてしまったのかな？」


　口許を微かすかに歪ゆがめ、わざと貶おとしめるような言葉を吐はいてみるが、目の前の青年に気にした様子はない。


「あー、そうでしたね。でも、顔を合わせたわけじゃないから、忘れてました」


　どこかふてぶてしい態度で『裕真』はグラスに口をつけている。だが、やはり電話から受けた印象とはまるで違う。渋谷で出会った少年の方が、よほどしっくりとくるのだ。亨はその印象の違いがどこからくるのか、はっきりさせようと彼から目を離はなさずにいた。


　しかしそれを見て、真衣は難なん癖くせをつけられると勘かん違ちがいしたのか、訊きいてもいないことを勝手にしゃべり出した。


「元々顔見知りだったのよ。裕真くんのバイト先にわたしが何度か通って。そういえば、裕真くんてば、優ゆう秀しゆうなのよ。ほら、お茶の水にある大学知っているわよね？　あそこに入学したばかりなんですって」


　ぺらぺらとどうでもいいことをしゃべっている真衣を無視したまま、亨は尚なおも渋谷の少年と、目の前の『裕真』とを比べている。


「えーと、で、『好き』って言ってくれたんだけど、あなたとつきあってたから無視してたの。でも、こないだ『別れたんならつきあおう』って言ってくれて……。でも、わざわざ、あなたが会いたいなんて言ってくるとは思わなかったわ。───わたしに、未練でもあるの？」


　真衣の最後の台詞せりふは掠かすれていた。わずかな期待でも含ふくまれているのか、微かに震ふるえてもいる。その時になって、ようやく亨の視線は真衣に向かった。だが、その言葉はいっそ見事なまでに彼女の期待を否定する。


「───まさか。最初から、身体だけだと言ってあっただろう？　それ以上を求められても、困るな。……だが、仕事ではこれからもつきあっていかなければならない以上、お前が騒ぎを起こすのも困るんだ。だから、こうして確かめたかっただけだ。俺と別れた途と端たんにつきあう、年下の子供、だと？　どんな輩やからか、疑うのが普通だと思わないか？」


　華か麗れいな笑みを浮うかべながら、亨は容よう赦しやなく真衣を斬きり捨てた。遠えん慮りよ会え釈しやくもないその言葉に、真衣は口くち唇びるを引き結び、肩かたを微かに震わせた。だが『裕真』はそんな彼女を引き寄せ、きつい目で亨を睨にらみつけると、声を荒あらげるでもなく、静かに亨に向かって宣言した。


「あなたが、真衣さんとつきあっていたからっていっても、言って良いことと悪いことくらい、わかりますよね？」


　押し殺した声と怒ど気きも露あらわなその雰ふん囲い気きに、亨は確信した。


　───彼は、電話の『裕真』じゃない。いくら酒を飲んでいたとはいえ、怒おこり方が全然違う。……だったら、渋谷の彼は……？


　興味を持ったのは、あの夜電話の相手とおぼしき渋谷でぶつかってきた少年であって、真衣の新しい男のことなど、初めからどうでもよかった。しかしあの少年と、目の前の青年のどちらが自分の求める『青木裕真』なのか、それともそもそも渋谷で出会った少年はまったく関係がないのか、今は判断材料が少なすぎて亨にはわかりようがなかった。


　ただ言えることは、目の前にいる青年の周囲に、『裕真』がいるということだけだ。


　───少し、探さぐってみるしかないか……。


　いつもならそのまま放ほうっておくところだが、何故なぜだか今回はそれができそうにない。どうせまた後で会うのだからと、渋谷でそのまま別れてしまったことも原因の一つかもしれなかった。目の前でみすみす『裕真』を見み逃のがしてしまったことが、心底悔くやまれる。


「失礼。そんなつもりで言ったわけではないんだが……。でも、真衣の相手が君で安心したよ。お詫わびついでに、お代わりはどうだい？」


　片手を上げてボーイを呼び寄せながら、亨は二人に向かってそう告げる。


「このあと、まだ仕事があるので、俺はここで失礼させてもらうが……。君たちはもう少し、ゆっくりしていくといい」


「───本当に、仕事の虫ね」


「これしか、打ち込めるものがないんでね」


　いくらか持ち直したらしい真衣の当てこするような言葉も、亨はさらりと受け流す。二人の視線が合い、どちらからともなく微笑ほほえみを浮かべた。


「しばらくは、わたしに悪く言われる覚かく悟ごをしていて欲しいわ。それくらいの権利は、くれるでしょ？」


「かまわないさ。君の望む形ではお応こたえはできないが、俺も君が好きだからね」


　打って変わって大人の穏おだやかさをみせる二人の様子に、若い嫉しつ妬とを隠かくせないらしい青年が苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情をしているが、亨は気にも留めなかった。自分の望む『裕真』でないなら、爪つめの先ほどの関心も湧わき起こらない。


「明日のオフも、な───裕真くんの部屋にいるわ。緊きん急きゆう事態以外、電話してこないでね」


「了りよう解かいした。でも、俺からの電話はあり得ないな。日曜日のことでこっちも手て一いつ杯ぱいだから、そういう釘くぎは他ほかの人に刺さしておいた方がいい」


「そう？　んー、あとでみっちゃんに電話しておくかなあ」


　二人のカクテルを追加注文すると、亨はジャケットを手に立ち上がる。できたてほやほやの恋こい人びとたちの時間を邪じや魔まするほど、亨も無ぶ粋すいではない。用もなくなったことだし、ここは早々に立ち去った方が賢けん明めいだ。


　だが、モデルをしているだけあって、服ふく飾しよく関係に敏びん感かんな真衣が、広げられたジャケットの染しみにめざとく気づく。


「どうしたの、それ？　早く洗えば染みにならなかったんじゃないの？」


「ああ。これは、ちょっとした目印のつもりだったんだけどね。まあ、役に立たなかったが……」


「だってそれ、こないだのコレクションのものでしょう？　気に入ったからってわざわざ作らせたんじゃないの」


「これよりも、もっと気になるものがあったんだ。───それでは、明後日あさつてに」


　それでもまだ訝しそうにジャケットを見ている真衣に背を向けて、亨は歩き出す。これ以上突つっ込まれるのは、はっきりいってありがたくなかった。彼らの視線を振ふり切り会計をすませると、足早にバーから立ち去ってしまう。ホテルから仕事場があるビルまでは、歩くにはそれなりの距きよ離りがあるため、エントランスでタクシーに乗り込んだ。


　繁はん華か街がいを通り抜ぬけ、オフィスビルが乱立する通りを一本奥に入ったところに、『レゾンデートル』の本社ビルがある。


　一階は店てん舗ぽになっているが、さすがに二十三時近いこの時間ではシャッターは降ろされている。防犯ガラスをアルミ枠わくで囲ってあるシャッターから内部の様子を窺うと、店舗内のライトも消え、ウィンドウディスプレイのスポットライトだけが、最新のコレクションをまとったマネキンを照らしていた。


　二階は倉庫と事務室で、三階から上にデザイン部署の部屋がおかれている。亨は四階にあるメインルームの扉とびらを開けた。亨の持つＩＤカードはフリーパスに近いが、普通のスタッフはこのメインルームと隣にある会議室までしか入れない。個室を使うことを許されているのは、チーフデザイナーの喜多と皆みな川がわを除けば、亨とあと二人しかおらず、その他のデザイナーは大部屋にパーテーションで仕切られたスペースで仕事をすることになっている。


　個室を所有している亨は、この部屋には基本的に用はない。しかし今ここに足を踏ふみ入れたのは、今週の日曜日に備えて書類に目を通しておこうと思ったからだ。


『レゾンデートル』はレディースメインだが、ショーやプレゼンテーション、店頭に並べるリーフレットには男性モデルも必要になる。その男性モデルのオーディションの一次審しん査さが日曜日にあるのだ。書類選考を通った五十人近くの履り歴れき書しよに先に目を通しておけば、実際の面接でどこを見ればいいのか把は握あくしやすい。


　部屋の隅すみに置かれていた段ボール箱を引き寄せて、作業台の大テーブルに腰こし掛かける。ナンバリングされた書類封ふう筒とうをテーブルの上に出し、ナンバーが若い順に中の書類を広げ、履歴書にざっと目を通し数葉の写真を一いち瞥べつしていく。


　単純なその作業を繰くり返し封筒が半分になった頃ころ、ぴたりと亨の手が止まった。


「───これは……」


　履歴書の名前をもう一度確かく認にんする。


　そこには神経質そうな右上がりの手しゆ跡せきで『青木裕真』と書かれていた。脇わきに貼はりつけられた縦四センチ横三センチの小さな証明写真で見る限り、渋谷で出会った『裕真』のようだった。慌あわてて封筒をひっくり返し、写真を手て許もとに引き寄せる。


　顔がはっきりとわかるアップの写真にまず目を遣やった。茶色の髪かみにくっきりとした目許、微かすかに上向き加減の鼻。何が面おも白しろいのか満面の笑えみを浮かべている表情は、こちらまでつられてしまいそうなほど楽しげな感情が溢あふれていた。


　間ま違ちがいなく、渋谷でぶつかった『青木裕真』だ。


　全身像が写された写真を見ても、比ひ較かくするものがないので身長はわからなかったが、履歴書に書かれている数字が正しければ、記き憶おくにある『裕真』と変わらないはずだ。


「こんなところで見つかるとは、思ってもいなかったな」


　屈くつ託たくなく笑っている写真の頰ほおに、指先をそっと滑すべらせた。それから、思い出したように履歴書を丹たん念ねんに見ていく。名前、住所、履歴───。


「さっきの奴やつと同じ大学……」


　ふと、亨は口唇を引き結び考え込んだ。子供時代から仕事を始める者も珍めずらしくないこの業界ではさほど多くはないが、履歴書を偽ぎ称しようする者もごくたまにいる。


「どちらかが、噓うそをついているということか……」


　真衣に訊きいてみるのが一番てっとり早いが、もし万が一彼女も一枚嚙かんでいるとしたら、それは間抜けな言動になるだろう。


　履歴書を睨みながら、亨は指先で机を叩たたいた。規則正しいその音だけが部屋の中に響ひびき、やがてかつん、と一ひと際きわ高い音が立つ。


「このまま知らない振りをしているのがよさそうだな。真衣の『裕真』とはもう接点はないだろうが、こちらの『裕真』とは、これからいくらでもつながりは作れるだろう」


　小さく口くち許もとを緩ゆるめながら、亨はもう一度写真に目を遣った。


「次に会う時は、こんな顔で笑ってくれるといいんだが」


　その小さな台詞せりふは口中に消えて、呟つぶやいた亨の耳にさえも届くことはなかった。






３




　その日は未明から降り出した雨で、思っていたよりも気温が下がっていた。


　裕真は薄うすい肌はだ掛がけ布ぶ団とんを肩かたまで引き上げ、身体からだを丸めて寝ねていた。屋根を叩く雨音がやたらと耳に優やさしく聞こえるのは、惰だ眠みんを貪むさぼりたいという裕真の願望のせいだろう。


　だが、それは勢いよく開け放たれたドアの音で、呆気あつけなく終わりを迎むかえた。


「ちょっと、いつまで寝ているのっ!?　早く起きてお風ふ呂ろに入りなさいよっ」


　朝の七時、大学へ───しかも一限の授業がある時にしか起きたことのない時間に、裕真は叩き起こされた。こずえから一日つきあうようにと無理矢理予定を空けさせられた日曜日、裕真は律りち儀ぎにも前日の土曜の夜から出かけず早々と眠ねむりについたのだが、寝起きの悪さにはあまり効果はなかったようだ。


「……いま、なんじ……？───何で、こんな時間に起こすんだ……」


　ベッドサイドの目覚まし時計で時間を確認した裕真は、再び肌掛けの中に潜もぐり込もうとする。しかし、そんな裕真に対してこずえは少しも容よう赦しやしない。


「だめ。ほら起きて」


「───っ。や……、やめ……っ」


「早く起きなさいっ」


　肌掛けを捲めくり上げて出てきた裕真の片足を摑つかむと、こずえは何の躊躇ためらいもなく足の裏をくすぐりだした。裕真は身を捩よじって逃にげようとするがこずえに体重を掛けられてしまい、結局呼吸困難になりそうなほど笑わされてしまった。


「あら、やだ。ほら、時間がなくなっちゃうっ。今日はどうしても遅おくれるわけにはいかないの。服は用意しておくから、さっさと風呂に入ってきて。頭もいじるんだから」


「あー？　面めん倒どうくさいなあ」


「ぶつぶつ言わないのっ」


　追い立てられるように部屋から出された裕真は、大きな欠伸あくびをしながら風呂場に向かう。おざなりに身体を洗って手早く風呂から上がると、パジャマの下だけを再び身につけて自分の部屋に戻もどる。こずえに命じられたせいでドライヤーを掛けられず、濡ぬれた髪が気持ち悪くてタオルでごしごしと擦こすってみるが、腹立たしさはおさまらない。


「あ、上がった？　じゃあ、これね」


　待ちかまえていたこずえがベッドに広げた服を見み遣やり、裕真はさらにげんなりとする。自分の好みの服装とは、少しばかり傾けい向こうが違っていたからだ。


　綺き麗れいなマリンブルーの長なが袖そでのカットソーは襟えりぐりが大きく開いており、しかも肩から手首にかけて紐ひもで綴とじられているという凝こったデザインだった。隣となりに用意されている、同じく長袖の黒のタートルネックをその下にインナーとして合わせれば、紐の隙すき間まからそれが見えるという計算だろう。


　足にぴったりとした細身のジーンズはオフホワイトで、靴くつ下したは黒。鞄かばんまで用意されていたが、ベルトに通して使う小物入れ程度のモノだった。携けい帯たいと財さい布ふを入れてしまえば、それでいっぱいになるシロモノだ。流行はやりのデザインであることは確かだが、もちろんこちらも裕真の好みではない。


　トータルでみれば、素材を含ふくめてラフなものには違いないが、動きやすさよりもデザイン重視のコーディネートだった。


「……これじゃなきゃ、だめ？」


「そうよ。なあに、私の見立てに文句でもあるの？」


　こずえは口許ににこやかな笑えみをたたえているが、くっきりとつり上がっている目は笑っておらず、裕真は頰を引きつらせながら、おとなしく頷うなずくしかなかった。とりあえず着き替がえるために部屋からこずえを追い出し、のろのろと支し度たくをして階下に降りる。


　ダイニングで朝食の用意をしていたこずえは、入ってきた裕真に満足そうに微笑ほほえんだ。


「まあ、食べてなさい。その間に髪の毛いじっちゃうから」


「───髪くらい、自分でできるけど？」


　このままこずえの好きにさせたら、とんでもないことになることは火を見るよりもあきらかで、裕真は『余計な手出しをするな』と、とっておきの笑顔で微笑んでみせた。だが、そんなことに動じるようなこずえではない。ちらりと横目で裕真を見遣っただけで、フライパンから皿に移し替えた目玉焼きをテーブルに載のせる。


「いいから、あなたはご飯を食べなさい。いいわね？」


「───」


　一言でも反論しようものなら、絞しめ殺されかねない口調に、裕真は黙だまるしかなかった。


　───最初はそうは思わなかったけど……。これは絶対に何かあるっ。


　こずえの、この約束を取り付けた時のような強ごう引いんさは、わりとよくあることなので、特別おかしいとは思っていなかったのだが、今朝からの一連の行動にはさすがの裕真も訝いぶかしく思い始めていた。いつものこずえなら、裕真に対して強引に何かを押し進めようとする時は、多少なりとも機き嫌げんを取るような態度を見せていたのに、今日はそんな気配すらない。


　そのうえ今日は何から何まで自分の思おも惑わく通りに事を運ぼうとしている気き迫はくさえ感じられて、その常にない態度に、裕真の警報は止まることなく鳴り響いていた。


　逃げ出したあとのこずえの報復は確かに想像するだけでも恐おそろしいが、今逃げ出す方が結果的に得策だと裕真の本能が告げている。さてどうするかと、じっとフォークを持ったまま迷う裕真の心を見み抜ぬいたかのように、こずえはいとも簡単に懐かい柔じゆう策さくを仕し掛かけてきた。


「仕方ないわねえ。今日一日つきあってくれたら、バイト代出すわよ。まあ、そんなに多くはないけど」


「───つきあいます」


　バイト代につられた裕真は、組み立てつつあった逃とう亡ぼう策さくをあっさりと放ほう棄きし、目玉焼きの黄身にフォークを突つき刺さした。


「よし。じゃあ早く食べちゃって。ドライヤーが掛けられないでしょ？」


　結局十五分で食事を終えた裕真は髪かみまでいいように変えられ、八時過ぎにはこずえに連れられて家を出た。もちろん玄げん関かんには、爪つま先さきがスクエアな形で切り返しが多い黒のローファーが、こずえの手によって抜かりなく用意されていたが。


　マリンブルーのカットソーと靴は裕真が見たことのないモノで、どうやら今日のためにこずえが自分で買ってきたようだ。


　───そこまでする用事って、何だろう……。金に釣つられたのは、まずかったかなあ。


　今いま更さらのように後こう悔かいしてみた裕真だったが、お金は喉のどから手が出るほど欲しい。高校時代から続けているレンタルビデオ屋のバイト代だけでは、今月はちょっと苦しいのだ。大学に入ってから、新しん歓かんコンパだの何だのと遊びに行く機会が増えた分だけ散財しており、そのつけは早々に裕真の財政を圧あつ迫ぱくし始めている。


「んーと、乃の木ぎ坂ざかに行きたいのよね。渋谷で半はん蔵ぞう門もん線に乗り換かえてから、表おもて参さん道どうでまた乗り換えましょ」


　駅について路線図を見ながら、こずえはようやく行き先を裕真に告げた。渋谷までなら二人とも定期券を持っているため、そのまま改札を通ってホームへと上がる。久しぶりに気持ちよく晴れた休日だったせいか、ホームではそこそこの人数が電車を待っていた。


　友達同士で連れだって遊びに行くらしい、にぎやかな集団も幾いくつか見受けられる。その中でも特に目立っていたのが、朝も早いというのに元気におしゃべりをしている、高校生らしい女の子の四人グループだ。きゃあきゃあと上がる声は嫌いやでも周囲の耳に入り、思わず目を遣やった拍ひよう子しに女の子の一人と目が合ってしまった裕真は、そこそこ好みの顔だったこともあって、とりあえずにっこりと笑ってみせる。


　だがなぜか彼女は顔を赤くして、呆ぼう然ぜんと口を開いた形で固まってしまった。そのうえ、その反応を変に思ったらしき隣の少女が、友人の視線の先にいる裕真を見遣り、こちらも動きを止めてしまう。だが、こちらの少女の方が立ち直りは早く、即そく座ざに残りの二人の腕うでを叩たたいて裕真に注意を促うながさせた途と端たんに、彼女たちの声はより一層騒さわがしいものとなってしまった。


　───あー、早まったかも……。


　内心舌打ちをしつつ、裕真はさりげなく視線を外してこずえの腕を取ると、彼女たちから距きよ離りをおくために歩き出す。後ろからは『彼女がいたんだ』『残念』『いない方が変だよう』などと、初めから隠かくすつもりもないらしい彼女たちの甲かん高だかい声が追いかけてきていた。


「……うーん、これなら大だい丈じよう夫ぶかしら？……」


「は？　何が？」


「あ、何でもないわよ。それよりも、裕真は彼女いないの？」


　こずえの不可解な言葉を、なんの気なしに訊きき返してしまった裕真は逆に突っ込まれてしまい、思わず言葉に詰つまった。それをこずえが見み逃のがしてくれるわけもなく、容よう赦しやない鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうが裕真に襲おそいかかる。


「外見はいいのに、長続きしないのって、やっぱり性格に問題があるのかしらねえ。それとも、高望みしすぎているの？」


「そんなこと、ミーコに関係だろ？　いちいち突っ込んでくるな」


　いくら姉とはいえ、あからさますぎる追つい及きゆうにうんざりとしながら裕真が言い捨てたところへ、タイミング良く電車到とう着ちやくのアナウンスが入る。それに気を取られたせいで、こずえが意味ありげに呟つぶやいた言葉は裕真の耳には入らなかった。


「……まあ、彼女がいないなら、好都合よね……」


　ふてくされ気味な裕真とは対照的に満足そうににっこりと笑ったこずえは、自分の夢に一歩近づいたことを確信して裕真の隣に立った。








　乃木坂駅を出て少し歩いたところに、こずえが目指したビルはあった。一階が店てん舗ぽになっているどころか、何の看板が出ているわけでもなく、ごく普ふ通つうのオフィスビルだ。


　てっきり買い物か何かにつきあわされるものだと思い込んでいた裕真は、わずかに混乱して先を歩くこずえの腕を取った。


「ちょっとミーコ、何ここ？」


「ん？　オーディション会場よ」


「は？」


　何でもないことのようにさらりと言ったこずえに、裕真は間の抜けた顔をする。


　───ミーコが一人で来るのが怖こわかったから、ついてきて欲しかったとか？　まさか！　そんな殊しゆ勝しような性格しているわけないじゃんか。……それに、何のオーディションだ……？


　嫌な予感がひしひしと背後から迫せまってくる。だが、裕真が二の足を踏ふんでいる間に、こずえは躊躇ためらうことなくビルのエントランスに入り、エレベーターのボタンを押してしまった。有う無むを言わせない目線にうながされるまま、逃にげることもできずに裕真は観念してこずえに並んだ。


「書類選考は通っているから、今日は一次選考ね。本当、あなたが弟でよかったわ」


「……て、おれですかっ!?　何、勝手なことしてんだよっ」


　どうりで服や靴、果ては髪の毛まで気合いの入ったコーディネートだったわけだと、妙みような納なつ得とくをしながらも裕真は驚おどろきを隠せない。アイドルタレントなどのプロフィールにそんなエピソードがあるのを見たことはあったが、よもや自分の身に同じ事が起きるとは、夢にも思わなかったのだ。


「あなたをコネに、ショウに会いたいから」


　そんなこともわからないのか、としれっと言い切った挙げ句思い切り馬ば鹿かにしたような顔をして見せたこずえに、裕真はがっくりと肩かたを落とした。


「ショウって、あのショウだろう？　そんなことのためにおれを引っ張り出したのか」


「そんなことって何よ。ショウに直接会ってサインをもらうのは、わたしにとっては大事な夢よ。あなたに文句言われる筋合いはないわ」


　つん、と肩をそびやかしたこずえに、だったら自分を巻き込むなと正論を諭さとす気力も萎なえて、裕真は盛せい大だいな溜ため息をつく。何とも単純なと言えばあまりにも単純な理由は微笑ほほえましいと思えるが、それは自分に関係がなければの話だと、裕真は改めて思い知らされる。


　こずえが心しん酔すいしている『ショウ』とは、トップクラスの男性モデルだ。


　毛先にいくに従い明るく色の抜かれた髪、いつも不機嫌そうに細められている青い瞳ひとみ、百九十センチを超こす長身は、カメラを通じてでも強きよう烈れつな存在感を感じさせる。


　外を歩けば必ず彼が起用されたポスターが目につくほどの人気モデルだった。彼を巻頭特集で扱あつかった雑誌は、それだけで倍近く売り上げが変わり、イメージモデルをつとめた商品は必ずヒットすると言われている。


　だが、その人気に反して『ショウ』のプライベートは驚くほど情報が少ない。主に女性関係のスキャンダルなら山のようにあるが、それにひきかえ本名や家族構成などのプライベートは一いつ切さい表に出てこないのだ。故ゆえに、『ショウ』につながるコネは少なく、もちろん直接会う機会などはまったく無いと言っていい。


　そのせいで、こずえもこのような暴挙に出たのだろう。


「冗じよう談だんじゃないよ……」


　裕真が呆あきれてぼんやりしている間にも、こずえは到着したエレベーターに彼を押し込め、オーディション会場である八階で引っ張り降ろすことに成功していた。エレベーターを降りてすぐに受付があり、こずえはそこで必要な手続きを取っていく。


　どうやら裕真たちが一番最後だったらしく、開け放たれた扉とびらの向こうに見える控ひかえ室には、思い思いに最新流行の服を着こなした応おう募ぼ者しやたちがひしめいていた。その入り口付近では、彼らのなかでもひときわ場慣れした様子のモデル仲間らしき数人の青年たちが集まっており、次々に到着する新参者の値ね踏ぶみをしているようだった。


　裕真たちの姿を見るなり、彼らが馬鹿にしたような表情で鼻を鳴らしたことに、裕真は目め敏ざとく気がついた。新参者にプレッシャーを掛かけようとしているのかと思ったが、どうやら違ちがうらしい。彼らは女連れでオーディション会場にやってきた裕真のことを嘲あざ笑わらったのだ。


「一人でここまで来れないようなボクちゃんは、家で布ふ団とん被かぶってるのがお似合いだろうさ」


「地方の田舎いなか者ものが粋いきがって出てきただけじゃないの？　お土産みやげ買って帰れば？」


　顔を見合わせ、けらけらと小さく笑い合っているその集団は、他ほかの応募者たちがそれぞれ緊きん張ちようした面おも持もちをしている中で、余計に気が大きくなっているのだろう。


　彼らのあからさまな挑ちよう発はつに、裕真の負けん気がむくむくと湧わき起こってくる。黙だまったままやり過ごすには、少し虫の居所が悪かった。


　裕真は彼らを見み遣やり、にっこりと、まるで賞賛を受け入れるように鮮あざやかな笑え顔がおをつくる。それに気け圧おされ、彼らが一いつ瞬しゆん押し黙ったその隙すきを、もちろん逃すわけがない。


「これだからやだね、ひがみ根こん性じようが強い奴やつは。心配してくれるような彼女がいないからって、おれに八つ当たりすることもないでしょ？」


「なっ───」


「ああ、それとも、既すでに負けを認めてるから、それを知られたくなくて吠ほえてるのかな？」


「───っ。てめえっ」


　予想外の辛しん辣らつな裕真の口調に、自分たちの優位を疑いもしていなかった彼らはいきり立つが、肝かん心じんの裕真が後ろにいたこずえへと、するりと視線を向けてしまったことで、拍ひよう子し抜ぬけしてしまったようだった。ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ口唇を戦慄わななかせている彼らを、こずえが綺き麗れいに無視してみせると、日ひ頃ごろ注目されることに慣れているぶん、彼らはどう対応したらいいのか戸と惑まどってしまい、そうしている間に口を挟む機会を失った。


「裕真、向こうの部屋で待ってろって。わたしはそこのソファーで待ってるわ」


「───ミーコ、今の状態わかってる？」


「なあに？　何かしているの？」


　裕真に負けず劣おとらずの鮮やかな笑顔で、こずえは無む邪じや気きに訊き返してくる。その笑顔を見て、裕真はこずえがすべてを承知しつつ邪じや魔まをしたのだと、確信した。彼らとこのまま言い合っていても時間の無む駄だにしかならないが、どうやらそれに対してこずえはいたく御ご立りつ腹ぷくのようだ。


　───あーっ、目が笑ってないしっ。


　これ以上こずえを怒おこらせたくはなく、裕真も同じように笑顔を返してみせた。


「何も？　ミーコは外で待っていたらどう？」


「んー、でも、そこにソファーあるから、あそこで待ってるよ」


　にこにこと笑い合ってはいても、どこか薄うすら寒さを漂ただよわせている二人の様子に、割り込むきっかけすら見つけられないでいる青年たちは、それぞれ仲間同士で恐おそる恐るといった目線を交かわし合い、裕真たちの様子を窺うかがっている。


　その時、まるでその間を見計らったかのようなタイミングで、一人のスタッフが待合室への入室を促うながしてきた。


「ちっ、運のいい奴。いくぞ」


　スタッフの前でこれ以上やり合うのはまずいと思ったのだろう。青年たちはもう裕真に構うことなく、控え室へと入っていった。それを見遣りながら、こずえは笑みを深くして彼らには聞こえないように小さく呟つぶやく。


「寄り集まらないと何もできないような奴らに、このわたしが負けるかっていうの」


「……ミーコ……」


「あら、だって、集団で何してるかと思えば、悪口しか言ってないじゃないの。ああいうのは絶対に口先だけだと相場は決まっているわ」


　もう何も言い返す気になれず、情けなさそうな表情になった裕真に、なおもこずえは鼻息荒あらくきっぱりと言い切った。どこまでも強気なその姿勢に裕真が溜め息をついた時、後ろからくすくすと笑い声が聞こえてくる。


「彼女の言うことはもっともだね。だけどそろそろ時間だから、今は控え室に入ってくれるかな？」


「あら、ごめんなさい」


　受付をしていた三十代後半の男性が、笑いをこらえている口くち許もとを手で隠かくしながら、裕真を急せかした。こずえは殊勝にもぺこりと頭を下げてみせたが、裕真に向き直るなりその鼻先に指を突つきつけ半ば脅おどしつけるように言い聞かせる。


「裕真、いーい。何が何でもオーディションに受かること、いいわね？」


「……やれるだけは、やってみるけどね……」


　肩を落とした裕真はひらひらと力無く手を振ふり、控え室へと入っていく。こずえはその様子を満足そうに見送ってから、スタッフの邪魔にならないようエレベーターホールの隅すみへと場所を変えた。








　控え室に一歩足を踏ふみ入れた裕真は、先さき程ほどの青年たちへ再び笑いかけてから、空いている椅い子すに腰こし掛かけた。ざっとみたところ五十人ほどの青年たちが、オーディションを受けに来ているようだった。


　裕真が腰を落ち着けてから幾いくらもしないうちに、三名のスタッフが出てきて今回のオーディションについて説明を始めた。それを聞くことで、ようやくこのオーディションは人気アパレルメーカー『レゾンデートル』の主しゆ催さいであり、専属モデル『真衣』の相手役だと知った裕真は、思わず頰ほおをひきつらせてしまう。


　───冗談じゃないって。お姉さんの相手役？　てことは、お姉さんの元彼と顔を合わせちゃうかもしれないってことじゃんか。


　真衣の前の男が同じ職場に勤めており、『トール』という名前だということしか裕真にはわかっていないが、万が一にでも『レゾンデートル』に出入りするようになれば、そのうち嫌いやでも顔を合わせることになるだろう。そもそも向こうには、既にこっちの名前を知られてしまっているのだ。


　───なおやーっ。こっちも何か面めん倒どうくさいことになってきたんだけどーっ。


　何とか平静な表情を取り繕つくろうが、心の中では喚き立てている裕真をよそに面接は始まり、番号が若い順に五人一組で別室に移動していく。それを横目に見ながら、裕真はどうしたものかと考え込んでいた。


　もともとモデルなど興味はなかったし、ましてや真衣の相手役などどう考えても面倒なことになりそうだということも相まって、真ま面じ目めにオーディションを受ける気ははっきり言って、ほとんど消え失うせている。それどころかすぐにでもこの場から立ち去りたいくらいだが、こずえの怒いかりを思うとこのままばっくれるわけにもいかない。


　───あーもー、どうしろっていうんだよっ。


　だが、どうするか決めかねている間にも時間は過ぎ去り、無情にも裕真の番がやってきてしまう。結局何も解決策を思いつけないまま、裕真は他ほかの青年たちとともに番号順に並ばされ、オーディション会場へと入っていくこととなった。


　そこそこ広い会場は扉を開けた正面に長い机が置かれており、そこにはいかにも業界風な身なりをした五人の男女が座っていた。


　まず目に入ったのは、窓よりの左側にいた年ねん齢れい不ふ詳しようの女性二人だ。派手な見た目は街中でもさぞかし人目をひきそうだったが、それがしっくりとして見えるのは、さりげなくコーディネートされたアクセサリーと、服の配色が絶ぜつ妙みようなバランスを保っているからだろう。複雑にネイルアートされた、恐ろしく長い爪つめが自前なのか付け爪なのかは裕真には判断つかなかったが。二人がベースにしている色がそれぞれ赤と緑なので、余計に派手に見えるのかもしれない。


　だが、廊ろう下かへと続く扉とびら側がわの席に着いていた三人の男性を見るなり、席に座るように指示する声にも気がつかないまま、裕真は一気に凍こおりついた。


　一番端はしにはスーツを着た壮そう年ねんがおり、その隣となりには長い髪かみを後ろで括くくりＴシャツにジーンズというラフな格好をした二十代前半の青年がいる。そして、審しん査さ員いん席の真ん中には───。


「……なっ、なんであんたがそこにいるんだっ」


「関係者だからだよ。それと、俺には滝澤という名前があるんだ。名前で呼んでもらおうか。だいたい、もう少し口の利きき方に気をつけたらどうなんだ？」


「───っ」


　渋谷でぶつかった相手───亨に、涼すずしい顔で言われて、裕真は押し黙る。自ら望んだわけではないとはいえ、自分が面接を受けに来ていたことを思い出したのだ。室内にいる全員の視線が自分たちに集まっていることに気がつき、思いっきり渋じゆう面めんを作ると、示されたパイプ椅子に殊こと更さら音をたてて腰を下ろす。


　───なんで、こいつがここにいるんだっ。


　予想外の展開に動どう揺ようしながら、裕真は素知らぬ顔で座っている亨を睨にらみつけた。


　デザインはまるで違ちがうが、全体的に渋谷で会った時と似た雰ふん囲い気きのスーツだった。ブルーブラックのシングルボタンのジャケットは、ウエストラインとサイドが同色の紐ひもで絞しぼり込まれている。揃そろいのパンツもジャケット同様、サイドに紐が編み込まれているがこちらは飾かざりらしく、シルエットはストレートなラインで、特に絞られているようには見えなかった。


　長い脚あしを窮きゆう屈くつそうに机の下に収めている様がまた嫌いや味みのようで、いらぬコンプレックスを刺し激げきされた裕真はきりきりと眦まなじりをつり上げる。不ふ機き嫌げんさを丸出しのまま凝ぎよう視ししていると、ふと目線を上げた彼の口許がゆっくりと持ち上がった。


「こっちこそ訊ききたいね。……子供がこんなところに何の用？」


「子供って言うなっ。お前こそ名前で呼べっ」


　大人しくしていなければならないことは重々理解しているのだが、何故なぜだか亨には反発してしまう。思わず反射的に言い返してしまってから、裕真は内心冷や汗あせをかいた。いつものようにさらっと笑って受け流せない自分が不思議で仕方ないが、今はそれについて考えている余よ裕ゆうすらない。


　妙に静まり返った室内で二人の視線は無言のまま絡からみ合い、このままでは延々に続くかと思われたが、ぱんっと手が叩たたかれた音でそれは遮さえぎられた。


「さて、もういいかしら？　面接を始めましょ」


　五人の中でもやや年とし嵩かさに見える女性がその音源だった。赤を基本にコーディネートされた服をまとい、シャギーを入れて跳はねさせた髪を高く結ゆい上げている。その毛先を指で弄もてあそびながら、人の悪い笑え顔がおを浮うかべてみせた彼女に、何故だか亨は顔をしかめた。裕真といえば、すっかりそっぽを向いて壁かべを睨みつけている。


「端から、番号と名前、それから応おう募ぼ動機をどうぞ」


　彼女が場を仕切り、裕真とは反対の席から面接は始められた。そもそも自己表現が不可欠な彼らは物もの怖おじすることなく、皆みな一様に熱心なしっかりとした口調で受け答えしていく。


「『レゾンデートル』のデザインが好きなんです。レディースものも、シャープなラインで格好いい中に、なおかつ女らしさがあるデザインに、とても惹ひかれるんです」


「メンズものでもフェミニンなイメージがありますよね。それでいてシルエットが男性的なところが、凄すごいと思います」


　面接のマニュアルにでも載のっていそうな、ありきたりでどこか薄うすっぺらな台詞せりふが繰くり返されていく。今までに幾らでも聞かされただろう言葉を、机の向こうに座っている亨たちは眉まゆ一つ動かすことなく聞いている。


「で、次が、五十七番、青木、裕真くんね？」


「すみません。おれ、詳くわしくないのでわからないです」


　既すでに声に笑みを含ふくませていた赤毛の女性に、裕真は微かすかに眉根を寄せながらさらりと言ってのけた。途と端たんに表情をなくし、すっと目を眇すがめた彼女に向かいにっこりと笑う。


　───だいたい、オーディションのことだってさっき教えられたばっかりだって言うの。


　内心に渦うず巻まく罵ば詈り雑ぞう言ごんは無理矢理呑のみ込むが、そんな裏事情など知らない彼女たちは、裕真の言葉にそれぞれの反応を見せた。


　応募しておきながら下調べもしていないのかという不快げな視線、面接官の気を引くためのはったりではないかと疑う視線、この事態を面おも白しろがっている視線───。そんな中、亨が口くち許もとを歪ゆがめたのを、裕真は視界の隅で捉とらえた。


『これだから、お子さまは……』眇められた目がそう言っているような気がして、瞬しゆん間かん的てきに裕真の頭に血が上る。


「お前がいるところなんか、絶対に行くもんかっ」


　裕真の思考からは、ここがオーディション会場であるとか、あとでこずえに怒おこられるとか、そんなことはすっぽりと抜ぬけ落ちていた。ただ、目の前で小こ馬ば鹿かにしたような瞳ひとみで自分を見ている亨の顔しか、裕真には見えていない。


　だが、またもや睨み合い出した二人の間に、くすくすと笑う声が割って入った。その柔やわらかな笑い声に、裕真はようやく我に返った。少し顔を赤らめながら視線を笑い声の主に向けると、緑のリボンを細かく編み込んだ髪を揺ゆらしながら、完全に二人の遣やり取りを楽しんでいるらしい女性が、手にしたボールペンを指先で器用に回しながら、面白そうに声を掛ける。


「君は興味がないんだ？　じゃあ、どうして、ここにいるの？」


「ミーコが……、彼女がどうしても来て欲しいって言うから来ただけで、おれ自身は、ここに来るまで何がどうなってるんだか、知らなかったんですよ」


「───自分の意志で、受けに来たわけではない、と？」


　肩かたを竦すくめてどうでもいいことのように答えたが、感情の見えない言葉とともに投げかけられた亨のきつい視線は、ますます裕真の気に障さわった。彼に対してだけは口調が乱暴になってしまうのが、どうしても抑おさえられない。


「そうだよっ。ミーコがショウのすっげーファンなの。で、コネを作れって放ほうり込まれたんだよっ。じゃなけりゃ、どうしておれがわざわざ自分からてめえに近づくかっていうんだっ」


「恋こい人びとの願いを叶かなえたいと？」


「は？」


　亨の言葉に一瞬呆ほうけた裕真だったが、それが何を指しているのかはすぐに察しがついた。


　───ミーコのことを恋人と勘かん違ちがいしてるのか？　すげえ、馬鹿。あ……、でも、姉に連れてこられたってのよりも、恋人の方がましか？


　素す早ばやく頭を駆かけめぐった算段に裕真は素直に従う。自分でもやりすぎだと思うほどにこやかに、亨へ向かい笑ってみせる。


「恋人のお願いって、叶えたいモノでしょ？　おれってば、恋人に一いち途ずだからさ。何でも叶えてやりたいって思うのは当然でしょう」


　言葉の端はし々ばしに、自分がどれだけ『恋人』のことを大事に思っているのか滲にじませる。


　こずえが聞いていたら、一気に鳥とり肌はだを立てていたことだろう。たとえ噓うそでも、自分が裕真の『恋人』とされたことに憤ふん慨がいし、『恋人』の願いを叶えたいと言うその甘い声を、気味が悪いと喚き立てるに違いない。


　だが幸か不幸か、今ここにこずえはいない。そのため、裕真の言葉は彼らにそのまま額面通りに受け止められた。


　別の意味で充じゆう分ぶんモデルとしてやっていけそうなほどの抜ばつ群ぐんの演技力を発揮して、とろけそうな笑顔を見せた裕真だったが、きゅっと寄せられた亨の眉根に気がつき思わず真顔に戻もどってしまう。切れ長の瞳が険しい目つきで裕真を凝視しており、何やら怒ど気きを孕はらんだような雰囲気もあって、裕真はぴくりと身体からだごと後ろに引く。


　───何だ……？　何かまずいことでも言ったのか？


　一挙手一投足を見み逃のがすまいとするような強い眼まな差ざしに、裕真は無意識のうちに唾つばを飲み込んだ。だが、からめ取られるような執しつ拗ような視線に、気け圧おされるつもりは毛頭無く、奥歯を嚙かみしめてぎっと亨を睨みつける。


　二人の緊きん迫ぱくした様子に、誰だれもが息を呑んだ。しかし、ぴんと張りつめた糸を断たち切ったのは当事者である亨自身だった。ふっとあからさまに顔を背そむけると、手元の書類に視線を落とす。


　裕真は安あん堵どしたように大きく息を吐はき出し、顔を背けた。


　亨と向かい合うと、調子が狂くるってしまう。小馬鹿にしたような態度を取られるとそれこそ子供のように、むかついて反発したくなる。どうして、そんな反応しか返せないのか、自分にもわからない。


　そうして、きごちなくどこか緊張を孕んではいたが、どうにかオーディションは進んでいった。どこの事務所に所属しているか、出たことのあるショーは何か、尊敬するモデルは誰か、などの簡単な質問が繰り返されていく。最初はちらちらと様子を窺うかがっていた他ほかの応募者たちも、裕真と亨がぴたりと口を閉じていることで、少しずつ緊張が解ほぐれたようだった。


「はい、ご苦労様。もう、いいわ。合格者にはこちらから連れん絡らくを入れます。それでは」


　その言葉を締しめにようやく面接は終わったが、裕真はどっと疲つかれが出てしまい、立ち上がるにしても少し弾はずみをつけなければならなかった。


　ぞろぞろと続く列について扉とびらをくぐる瞬間後ろを振ふり返れば、じっとこちらを見つめる亨の視線とぶつかる。


「え……」


　まさか見られているとは思わなかった裕真は一瞬呆けるが、すぐに舌を出して顔をしかめた。見られていたことに焦あせったとはいえ、自分でも随ずい分ぶん子供っぽいと思ったのだが、咄とつ嗟さにしてしまったのだから仕方ない。


　さすがに亨の反応は見ることができず慌あわてて正面に向き直ると、こずえを捜しに廊ろう下かへ足を向けた。もちろん彼女の逆げき鱗りんに触ふれることは間ま違ちがいない、面接でしでかした数々の行こう為いを絶対に内ない緒しよにしておくことを、心に刻んだのは言うまでもない。








　舌を出して顔をしかめるなど、まるきり子供じみたことを躊躇ためらいもなくしてのけた裕真に啞あ然ぜんとしていると、くすくすと小さく笑う声が上がった。その声に我に返り、亨は吐と息いきをつきながら隣となりに視線を遣る。わざと跳ねさせた毛先を指で弄んでいる女性───皆川は、笑いが止まらないらしく肩まで震ふるわせている。


「そんなに、面白かったか？」


「もちろん！　滝澤が、啞然としているところなんて、見たことないもの！」


「そうですよね。私も滝澤さんと彼───裕真くん？　彼との遣り取りは楽しませていただきましたわ」


　緑のリボンを揺らしながら、皆川のアシスタントをしている七なな瀬せが口許を綻ほころばせる。


　彼女たちの歯に衣きぬを着せぬ物言いはいつものことなので、亨も殊こと更さら咎とがめるつもりはないが、笑われることには慣れていない。だが釈しやく然ぜんとしない亨をそっちのけで、皆川と七瀬は二人で何やら盛り上がっている。


「裕真くん、かわいかったわねえ。きゃんきゃん吠ほえて、足あし許もとにまとわりつく子犬みたいで。うーん、ああいう子がひとり欲しいかも」


「あら、チーフにツバメ趣しゆ味みなんてありましたっけ？」


「まさかあ。でも、こう、かまい倒たおして、反応見るのが面白そうじゃない？」


「私にはそこまでの度量はないですよ」


　二人はオーディションが終わりに近づいているという解放感もあるのか、面白半分に言い合っている。


「でも、彼の話がどこまで本当かわからないじゃないですか」


　そこに口を挟はさんだのは、亨のアシスタントについている早はや瀬せだった。高校生のような見た目のうえ、Ｔシャツにジーンズという面接にはいささかふさわしくないラフな格好だったが、誰も咎めるものはいない。それどころか、彼に対する応おう募ぼ者しやたちの反応も、オーディションの大事なチェック項こう目もくだった。


　早瀬の服装を見て、あからさまに見下す者、困こん惑わくする者、表情一つ変えない者。彼らの一いつ瞬しゆんの隙すきをついた表情、仕草を観察するのだ。その役割の一いつ端たんを握にぎっているのが、扉近くに陣じん取どっている林はやしだった。


　事務を一手に担になっている林は、喜多と同年代だ。部下に任せてふんぞり返っているのは性しように合わないと、そろそろ五十に手が届こうかというのに、必ずこういった場には立ち合っている。その彼がどこか皮肉げに口許を歪ゆがめた。


「友人が、恋人が、家族が───。他人が勝手に応募したから、嫌いや々いや受けた。落ちたとしても当然だ、元々受ける気がなかったんだから───。昔から使われている都合のいい、言い訳ですからね」


「そうよねえ。でも、さっきのは面白い口実だったと林さんも思わない？　彼女がショウに会いたいからだなんて」


「私も、そう思いました。だから、彼女が応募したっていうのは本当かなあ、って……」


「七瀬もそう思う？　噓だとしても、もう少しマシな噓を言いそうだし。うーん、彼女がいるのかあ。惜おしいわね……」


　林の言葉も、女性二人の軽口に取って代わられた。心底惜しいことをしたと思っているらしい二人の様子に、林の口許もおかしそうに緩ゆるめられる。


「さあ、次もそう思える人たちがいるといいのですけどね。次をお願いします」


　適当な頃ころ合あいを見計らい、林が次の面接者たちを呼ぶように促うながすと、戸口で控ひかえていたスタッフが次の五人を招き入れた。だが、亨の意識は半ば室外に───先さき程ほど出ていった裕真に向けられていた。


　───『青木裕真』がつきあっているのが真衣なら、ショウに会いたいと言うわけがない。こんな手の込こんだことをしなくても、真衣はもう既すでに何度も仕事で会っているはすだ。では、ただ単に彼女が勝手に応募したと噓をついているのか。それとも、本当に他に恋こい人びとがいる？　だとしたら、騙だまされているのは真衣か？


　目の前に新たな面接者が座り、同じ設問が繰くり返され始めると、亨はようやく意識を戻した。だが、ふとした拍ひよう子しに裕真のことを思い出してしまい、無意識のうちに眉まゆをひそめる。慌てて頭の中から追い出しても、しばらくすると思考はまた裕真のことを勝手に考えており、亨は次し第だいに苛いらつき始めた。


　どうにかその苛つきを表に出すことなく最後の面接を終えた時には、ほっと安堵した。別室の会議室に移動し、スタッフ全員が集まって、意見や総評を交こう換かんする。決定権は亨たち五人にあるが、スタッフたちの意見も必要だ。


　はっきり言ってしまえば、スタッフを雑用係ぐらいにしか思わず、ぞんざいな態度を取るような頭の回転が悪い者には用はないということだ。もっとも印象に残った者たちから順にピックアップしていけば、これはと思う人間は大たい概がい一いつ致ちしているので、そう難しくない。


　そんな中、受付をしていた男性スタッフが面おも白しろそうに口許を緩めながら話し始めた。


「一番、印象に残ってるのは、彼女連れの子ですよ。かなり気が強そうな女の子でしたけど、彼氏のことは大事みたいで、いい感じでしたよ」


「彼女連れ？　あら、それはこの子のこと？」


　皆川が履り歴れき書しよを指し示すと、男性は小さな証明写真を見て頷うなずいた。その時のことを思い出したのか、くすくすと小さく笑っている。


「間違いないですね。何か彼女に対して逆らえないし、文句が言えないっていうのが傍はたから見ててもよくわかるんで、こっちは面白くて……」


「でも、家族構成に姉ってあるでしょう？」


「んー？　でも、名前が違いますね。確か、みえこ？　みほこ？　そんな感じの名前で呼んでいたと思うんですが……」


「あら、じゃあ、恋人が勝手に応募したっていうのは本当なのかしら？」


　綺き麗れいに手入れされた指先で『姉、青木こずえ』と名前が書かれている欄らんを辿たどりながら、七瀬が呟つぶやく。手元の書類を見み遣やった亨の目も少しばかり険しくなるが、周囲の人間は気がつかない。


「雰ふん囲い気き的に言って、私は好みなのよね。飾かざらないところが好きだし」


「素材的にはいいとは思いますけど……」


「何かが足りないのは確かだな」


「野心がないと、忍にん耐たいも追いつかないからな、この世界は」


「彼自身にこちら側で働く意志がないと、ちょっときついかもしれないねえ」


　口々に裕真に関して端的な感想が出てくる。だが、亨は一人黙だまったまま、履歴書を凝ぎよう視しし続けていた。すると隣に陣取った皆川が声を掛かけた。


「滝澤はどう思う？」


「───見み栄ばえがよくても、続かないなら意味がないな」


「ま、そうだけどね。それに、どうしてもっていうほど、惹ひかれるものがあるわけでもないし。……じゃあ、不採用ってことで」


「あの気の強い彼女に怒おこられるんでしょうかねえ」


　受付の男性が我が慢まんできなくなり肩かたを震わせる。それにつられるように全員が笑い出したが、亨は一人無表情なまま、小さな証明写真を見つめていた。あの夜電話で話をした『裕真』は、渋谷で出会った『裕真』なのか、真衣とつきあっているという『裕真』と今日現れた『裕真』はまったくの別人なのか。どうすればそれを確かめることができるのか、そればかりを考えていた。






４




　青木家で、一番最初に郵便物に目を通すのは裕真だ。両親が共働きで、姉もコンパだバイトだコンサだと忙いそがしく飛び回っているせいで、帰宅はいつも遅おそいため、それはいつしか習慣になっていた。そのため、その不在通知も裕真が郵便受けから取り出し、自分で連れん絡らくをしてそれを受け取った。


　例のオーディションからそろそろ二週間は経たとうという土曜日、『レゾンデートル』から届いた簡易書留となれば、内容など推おして知るべしである。


「うわあ、どきどきするーっ」


　郵便局員を送り出した玄げん関かんで、裕真はじたばたと足あし踏ぶみする。時刻は夕方六時だったが家には誰だれもおらず、そういう子供じみた真似まねをしても誰にも見られることはない。


　裕真にしてみれば選考は落ちていて欲しい。モデルなんて興味ないし、こんなことで自分の時間がとられてしまうのは御ご免めん被こうむりたい。もともと応募自体こずえが勝手にしたことだから、自分にはどうでもいいことだ。そのうえ、あの男が関係しているとあっては。


　───もうぜってー、関かかわり合いに何かなりたくないっつーの。でもなあ……。


　胡う乱ろんな目で封ふう筒とうを横目に見遣り、重々しい溜ため息をつく。こずえの並々ならぬ関心を思えば、ここで落選となれば何を言われるかわかったものではなかった。罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしですめばいい方で、下手したら手や足が出てきても不思議はない。


「うーっ」


　果たしてどちらが自分のためにいいのかわからず、片手を伸のばして封筒を遠くに押しやりながら唸うなる。だが、どちらにしろ結果はもう出ているのだ。唸りすぎて喉のどが痛くなってきた頃ころ、ようやく裕真も腹を括くくることができた。


「ええいっ。もう変えられないんだっ」


　居間へ行き鋏はさみを持ってくるという選せん択たくはすっぽりと頭から抜ぬけ落としたまま、その場で指を封筒に突つっ込み音を立てて開封する。中に入っていたのはＡ４版の紙が一枚だけだった。深呼吸を一つすると、震ふるえる手でその紙を開く。


　素っ気なく印字された短い文を一息に読み終えると、裕真はへなへなとしゃがみ込んだ。力の抜けた笑い声が口からもれる。


「……ははは……。───やったああっ。落ちたーっ！　これであいつに会わなくてすむーっ」


　思わずガッツポーズを取るとその勢いのまま万ばん歳ざいまでする。


『レゾンデートル』自体、真衣が専属しているとあってはあまり足を向けたいところではない。しかも、直なお也やが自分の名前を騙かたって会った人物もいるところなのだ。何かの拍子に、もし万が一にでも会ってしまったら、そこから真衣と直也のことがばれてしまうかもしれない。それは何としても避さけたい事態だった。


　そのうえ、絶対に、死んでも二度と会いたくない男が『レゾンデートル』にはいるのだ。


　渋谷でぶつかったあげくに面接で再会してしまった男の名前を、裕真は既に覚えていなかったが、むかつくその態度だけは未いまだに忘れられない。


　見下した視線に、小こ馬ば鹿かにした口調、長身にバランスの取れた肢し体たい、睨にらまれただけで身体からだが竦すくみそうな眦まなじり。


「かっこよかったよなあ……。て、そうじゃないっ。これでもうほんとのほんとに、関係がなくなるんだっ！」


　思わず、渋谷でぶつかった時のことを思い出してぼんやりとしてしまった裕真だが、頭を大きく一つ振ふると喜び勇んで台所へ向かっていく。まだ陽ひも落ちていなかったが、祝しゆく杯はいを上げるつもりだった。しかし、その軽かろやかな足取りは冷蔵庫の前でいきなり止まってしまう。


「───ミーコに殺されるっ。そうだよっ、落ちたってことは、ミーコの野望をぶっつぶしたってことで。……おれ、もしかしたら殺される……？」


　裕真は血の気の引いた顔で、再びしゃがみ込むはめになった。


「どうしよう。……と、とりあえず、あの封筒は隠かくす！　でもって、しらばっくれる！　そうだよ、もしかしたらミーコが忘れてくれるかもしれない。うん、そうしよう」


　先さき程ほどとは違ちがい、ふらふらとした足取りで玄関に戻もどり、とりあえず封筒を厳重に隠した。もちろん、祝杯を上げるような気力は残っておらず、どんよりとした気分のまま自室のベッドに突っ伏ぷす。そしてそのまま、カーテンを閉め忘れた窓から差していた西日が完全に沈しずみきっても、裕真は動かなかった。堂どう々どう巡めぐりをしすぎた思考に疲つかれ果て、いつの間にかうとうととしていたのだ。


　その物音一つしない裕真の部屋に乱入してきたのは、当たり前の如ごとく姉のこずえだった。


「裕真っ。結果はまだ来ないのっ!?　そろそろ来る頃でしょ？」


　帰宅するなり裕真の部屋にやってきたらしく、着き替がえどころかバッグすら手にしたままだった。そろそろ結果通知が来る頃ころ合あいだと、ここ数日は何をおいても帰宅後はまっすぐに裕真のところへ来ているのだ。


　突とつ然ぜんの乱入者に裕真はびっくりして起き上がると、慌あわてて居住まいを正す。思わずベッドの上に正座してしまったのは、条件反射のようなものだ。その裕真にこずえは足音も荒あらく近づいてくる。


「いや、まだ来てない。……ミーコ、もし、もしもだよ？　落ちてたら、どうする……？」


「ミーコって呼ばないでって、言ってるでしょっ？　じゃなくて、落ちてたら？……そうね、次はオーディションなんて半はん端ぱなことは止やめて、ショウのモデル事務所に履歴書でも送りつけようかしら？」


「……」


　真しん剣けんに悩なやみ始めた姉に、裕真は頰ほおを引きつらせる。『その方が確実よね？』とぶつぶつと呟つぶやいているこずえはそのことに気がついていない。


　───じょ、冗じよう談だんじゃない。モデルなんて興味ないんだって。うわあ、落ちただなんて言えるわけないじゃんか。……このまま忘れてくんないかなあ。


　机の引き出しにしまい込んだ落選通知を思い出して、裕真は盛せい大だいな溜め息をつく。このまましらを切り通すにしても限度があるのはわかってはいるが、どうしてもこのまま有う耶や無む耶やにしてしまいたい。


　裕真はどうすればいいのか思いつくこともできずに、ぱったりとベッドに倒たおれ伏した。








　机の中に落選通知がしまわれて五日経った。もちろん、その間もこずえはしつこく結果はまだかと訊きいてくる。内心冷や汗あせを搔かきながらもどうにか紙かみ一ひと重えでかわしているが、それも時間の問題だろう。


　───どうしたもんかなあ……。


　珍めずらしく早く帰ってきた母親が作ってくれたグラタンをぐしゃぐしゃに搔き混ぜながら、裕真は未だに悩んでいた。


「ちょっと、そんな食べ方しないでよ。見た目が汚きたないじゃない」


「わかってるよ」


　缶かんビールを片手にした母親に注意され、裕真は素す直なおに謝った。いつもと違って反発もしない大人しい裕真に、母親は器用に片かた眉まゆを上げる。


　いつもならこんなに素直に謝まるのは珍しいが、こずえに隠し事をしているために、あらゆる気力が萎なえているのだ。裕真自身、どうにかしなければと、そればかり考えている。


　落選したと伝えるのは早い方がいい。遅くなればなっただけ、こずえの怒いかりは倍増していくだろう。わかってはいるが、その時のこずえの荒あれっぷりを想像するだけで、腰こしが引けてしまうのだ。


　溜め息をついて、あまり味のしないグラタンを機械的に口に運んでいく。その時、居間に置いてある電話が鳴った。


「はい、はい」


　母親が面めん倒どうくさそうに席を立ち、電話機へと歩いていく。半オクターブは確実に上がっている母親の声が、裕真の耳を右から左へと流れていく。


「───はい、青木です。───おりますが……。少々お待ち下さいませ」


　余よ所そ行ゆきの声がやや不ふ審しんげなものになって、母親は裕真の方に向き直った。保留音が鳴っている子機を差し出している。


「あんた、滝澤さんって知ってる？」


「は？　滝澤？」


　裕真は交こう互ごに母親と子機を訝いぶかしげに見み遣やり、覚えのない名前に眉根を寄せる。だが、母親は子機を裕真の手に押しつけると、さっさと席に座ってしまった。セールス電話かと思いながらも、仕方なく電話に出る。


「はい？」


『青木、裕真くんかい？』


「え───？」


　電話越ごしに聞こえてきた声に、裕真は軽く混乱した。耳に入ってくる、低く優やさしい声は初めて聞いた気がしなかったからだ。だがそれも、続けられた言葉が耳に入るまでだった。


『覚えていないのか？　もう審しん査さの結果は届いたんだろう？　彼女に、ひどく怒おこられたんだろうな。それとも、別れたか？』


　脳のう裏りにぱっと浮うかび上がったのは、シニカルに歪ゆがめられたその口くち許もとだった。


「あーっ、オーディションの時の奴やつかっ。何の用だよっ」


　ここ数日の鬱うつ屈くつが一気にこみ上げてきて、裕真は思わず子機に向かって怒ど鳴なりつけていた。


　しかも、突然叫さけび出した息子むすこに多少は驚おどろいた顔をしたものの、さして動じた様子もみせない母親に、怖こわい顔で扉とびらを指し示めされ、裕真は子機を抱かかえたまま居間から自分の部屋へ駆かけ上がっていく。


『裕真？　どうかしたのか？』


「───お前に呼び捨てにされる謂いわれはないっ」


　全速力で二階に上ったせいで、肩かたで息をしていたが、裕真は一息でそう告げた。しかし、電話の向こうからは、微かすかに不ふ機き嫌げんさを漂ただよわせた声が聞こえてくる。


『裕真は、裕真だろうに。俺がそう呼んじゃいけないのか？』


「名前も知らない奴に、呼ばれたくもないねっ」


　勢いに任せて叫んだ途と端たん、受話器越しからでも相手の機嫌が急降下で悪くなったのがわかる。そのことに裕真は気がついていたが、取り繕つくろう気にもなれずに、ふんと鼻を鳴らしただけですませてしまう。


『滝澤だ。覚えておけ。それから、裕真と呼ぶなというなら、何と呼べばいいんだ？』


「青木がいい。てか、滝澤サンとはもう会うこともないんだから、そんなことはどうでもいいだろ？」


　そう言い放つと、また不機嫌さを滲にじませた沈ちん黙もくが返ってくる。実際のところオーディションには落ちたのだし、裕真にしてみても亨とは二度と会いたくないのだ。なのに、この後もまだ関係が続くような話し方をされるのはかなり気分が悪い。


『それと、例の彼女は、君が落ちたことに何か言っているのかい？』


「───っ。そ、そんなことお前に関係ないだろっ!?」


　動どう揺ようも露あらわな声では、ただではすまなかったと白状しているのも同然だったが、、姉の反応が怖くて結果をまだ知らせていないと真実を言うわけにもいかない。


『───ショウに会わせてあげようか？』


「は？」


『俺がショウに話をつけよう。それくらいは、どうにかできる。───どうする？』


「え、ちょっと待って。滝澤サンがミーコをショウに会わせてくれるって？」


『そう言っているんだけどね。相変わらず頭の悪いお子さまだな』


　話の展開についていけずに、思わず訊き返すと、亨はまたしてもこれ見よがしに『お子さま』呼ばわりした。しかも呆あきれたような溜ため息のおまけまでついている。しかし、さすがに今ばかりは、裕真もそれどころではなかった。


　───一回でも会えれば、ミーコは納なつ得とくするか？　そうしたら、この状態から解放されるかな？


　ここ数日の、胃が痛くなるようなこずえとの遣やり取りが走馬灯のように頭の中を駆けめぐる。いつばれるのかと冷や冷やしながら交かわす会話や、どうしたら丸め込めるかとぐるぐると回る思考、結局考え疲れてぐったりと沈み込むベッドの感かん触しよく。それらから逃のがれられるのなら、何でもいい。いや、何でもする。


「本当に本当だろうな？　あとから噓うそでした、とか言わないな？」


『どうして噓をつく必要があるんだ？　もっとも、お前が『お願いします』と言えばの話だけどね』


「な───っ！」


　亨のからかうような口調に裕真は絶句する。


　何をどう取り繕っても、裕真は亨が気に食わない。人を小こ馬ば鹿かにする態度や、上から見下ろすような物言いがとにかく気に障さわる。何より一番嫌いやなのは、自分を子供扱あつかいするところだ。


　その相手に頭を下げろ───そこまで亨は言っていないが裕真にとっては似たようなものだ───とは、プライドの高い裕真には、はいそうですかと即そく答とうできる代しろ物ものではない。それは亨にもわかっているのだろう。


『俺はどちらでも良いいけどね。───どうする？』


　耳に心地ここちよく響ひびく甘い囁ささやきは、裕真にしてみれば生死を分ける二に者しや択たく一いつだ。


　───こんな奴に『お願い』なんて死んでもしたくないっ。でも、ミーコの怒りの鉄てつ拳けんも怖いっ。あーもうっ、どうしろって言うんだっ！


　亨の真意がどこにあるのかはわからないが、確実なのはこの瞬しゆん間かんに決めなければ次はないということだ。いつもにっこりと笑って相手を言いくるめ、大たい抵ていは自分の思うままにしてきた裕真には、腹を括くくりきれない。だが───。


『だいぶ、気の強い彼女らしいね。彼氏をダシにしてまでコネを作ろうとするくらいだから、ショウに会えるまで、ずっと喚わめき散らしていそうだが……。お前が嫌なら仕方がない』


「うわああっ。ちょっと待ったっ。お願いしますっ。滝澤サンにお願いしますっ」


　電話を切られそうな雲行きに、裕真はいとも簡単に決断を下した。


　そもそもショウに会いたいなどということ自体が、無茶な話なのだ。一いつ般ぱん人じんである自分たちがそんな機会に恵めぐまれることなど、どう考えてもあるはずがない。


　だが確かに亨の言う通り、気が強い性格をしているくせにどこか夢見がちなこずえは、ショウに会えるまであきらめないだろう。そのうえ、落選したことを黙だまっていたことも、この先ことあるごとに引き合いに出してくるに違ちがいない。そして裕真は、さも当然といわんばかりの彼女に、いいように振ふり回され続けるのだ。


　その確実に起こるだろう未来予想図をはっきりと脳裏に浮かべた裕真は、躊躇ためらうことなく『お願いします』と口にしていた。亨に一時でも屈くつ服ぷくするのは非常に嫌だったが、ほんの一時のことだ。だが、こずえの場合はそうはいかない。たとえ彼女が嫁よめにいっても、自分の姉であることはかわりないし、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格がこの先どうにかなるとも思えない。


　一時の屈服か、これまで以上にこずえに口実をやるのか───。


　どちらがよいかと言われれば、裕真にとっては『一時の屈服』の方が、まだほんの少しだけましだった。それ以外の選択が存在しないのなら、それも仕方がない。


　ほとんど涙なみだ目めになっているのを相手に見られていないことだけが救いだと、裕真は虚うつろな視線を彷徨さまよわせた。しかし果たしてこれでよかったのだろうかと、まだ思い悩なやんでいたせいで、亨が不気味にも押し黙っていることに裕真は気がつかない。


『───では、一度二人だけで日程を決めるか。そうだな……、明日の金曜日七時に新宿にある───』


　ようやく口を開いた亨が、新宿にある有名ホテルの最上階のバーの店名を告げた。慌あわてて復唱するなり電話は唐とう突とつに切れてしまい、その素っ気なさに思わず呆ぼう然ぜんとしたが、はっと我に返り裕真はぶつぶつとぼやいた。


「本当に、これでよかったのか？　確かにミーコにこれ以上せっつかれるのは嫌だけど、あいつと二人で会うことになっちまったし……」


　早くもこの成り行きに後こう悔かいし始めているが、今いま更さら先刻の約束はなかったことにしてくれとは言えない。第一、裕真は亨の連れん絡らく先さきを知らないのだ。


「くそっ。こうなったら仕方ないっ。何が何でもミーコとショウを会わせて、それであいつとはおさらばしてやるっ」


　拳こぶしを握にぎりながらそう叫んだ裕真が、階下から母親に『近所迷めい惑わくを考えなっ』と怒鳴られたことは言うまでもない。








　一歩足を踏ふみ入れた店内の豪ごう華かさに、裕真は咄とつ嗟さに踵きびすを返して帰りたくなった。


　窓の向こうの夜景を楽しむために暗く照明を落としたバーは、裕真にはあきらかに場違いな場所だった。


　静かに流れるピアノの生演奏、さざめくような人々の会話、遠くで微かに聞こえるグラスの触ふれ合う音。普ふ段だん行きつけにしている店とはまるで違う大人の雰ふん囲い気きに、裕真は思わず頰ほおを引きつらせる。


　しかし今日ばかりは、いくら気に入らないと言っても、帰るわけにはいかなかった。


　それこそここで帰ってしまえば、こずえには延々と文句を言われ続けるだろうし、やはりお子さまだと亨に笑われるに違いない。それでは何のために、屈くつ辱じよくを堪こらえて亨に『お願いします』と言ったのかわからなくなってしまう。


　きつい表情で入り口を睨にらみ続けていた裕真を店員も不ふ審しんに思ったのか、黒服を着た男性店員が足音もなく近寄ってきた。


「お客様、当店に何かご用でしょうか？」


　口調こそ丁てい寧ねいだが、態度の端はし々ばしに横おう柄へいさがにじみ出ている。


　確かに裕真の服装はその店にそぐわなかった。複雑な飾かざりがついたヒップハングの黒のパンツに、首回りが緩ゆるやかなタートルネック、鞄かばん一つ持っていないという出で立ちでは、ドレスコードに引っかかるほどではないものの、どう見ても店の雰囲気と合っていない。


　───ざけんな。おれだって来たくて来たわけじゃないっつーの。文句があるならあいつに言えってんだ。


　この店を指名したのは亨だ。だとしたら自分が卑ひ屈くつになる理由もないと、裕真は半ばヤケぎみに腹を括くくった。内心の怒いかりをみじんも見せずに店員に笑いかけ、それが当然だとでもいう態度で案内を頼たのむ。


「ここで約束をしてるんです。滝澤って男性、来てますか？」


　華はなやかな裕真の笑え顔がおに一いつ瞬しゆん瞠どう目もくした店員は、取り繕つくろうように慇いん懃ぎんな態度で裕真を店内に導きフロントに招く。


「滝澤様ですね？　少々お待ちを……」


　一礼して奥へと歩いていく店員に、裕真は小さく舌打ちをする。内心がどうであれ、こんな簡単に笑顔を浮うかべることができるのに、相手が亨だとどうして上手うまくできないのか、裕真自身にもまったくわからない。


「でも、これで終わりだ。ミーコとショウを会わせたらおしまい。それで二度と関かかわり合いになるもんか」


　きゅっと口くち唇びるを嚙かみしめ、改めて心に固く誓ちかっていると、先さき程ほどの店員があきらかに強こわ張ばった笑顔を浮かべ足早に戻もどり、裕真を案内し始めた。予想以上に広い店内は、観葉植物と衝つい立たてで隣となり同どう士しのテーブルが仕切られており、互たがいが覗のぞけないようになっている。金曜日のせいか、窓に面したボックス席はほぼカップルで占しめられていた。


　裕真が案内されたのは、その中でも殊こと更さら奥まった席だった。


「こちらです。後ほどオーダーを取りに参りますので」


　そそくさとその場を後にした店員を振り返ることなく、裕真は悠ゆう然ぜんとソファーに着いている亨を凝ぎよう視ししていた。


　無造作に組まれた長い足に、ぴんと伸のびた背筋、綺き麗れいに張った肩かたのライン、グラスを握っている男らしい骨太の指。バランスの良い肢し体たいに思わず目を奪うばわれた時、店員の声にこちらを向いた亨と視線が合う。


　前まえ髪がみが幾いく筋すじか掛かかっている秀ひいでた額、くっきりとした目め許もと、きつく結ばれている薄うすい口唇、鋭えい角かく的てきな頰のライン。裕真はとっさに反応することができなかった。初めて会ったわけでもないのに、どうしても目が離はなせない。


　彼が身につけている、一見そこら辺で売っていそうなベージュのパンツは、微び妙みようなラインでシルエットを複雑にしていたし、黒いコットンシャツも身体からだのラインにフィットしたもので、よく見れば独特の裁断と縫ほう製せいが施ほどこされていることがわかる。首に緩く掛けられたネクタイは濃こいグレーの地に白い糸でロゴが縫ぬい取られていた。


　見る者が見れば、その丁寧な作りの衣類は、一目で高級品だと見破るだろう。


　言葉もなく自分を見つめている裕真に、亨は不快げに眉み間けんに皺しわを寄せた。


「座ったらどうだ？　それともやはり帰るかい？」


「───誰だれが帰るかっ」


　どこか苛いら立だった亨の口調で裕真は我に返り、足音も荒あらくテーブルの向かいに廻まわるとわざと音を立てて座った。一目で高価だとわかる革かわ張ばりのソファーは、柔やわらかく裕真の体重を支える。初めての座り心地ごこちに尻しりが落ち着かなかったが、そんなことを口にして馬ば鹿かにされるのも癪しやくで、何気ない様を装よそおってメニューを開く。───今度こそ裕真は固まった。


　───た、高いっ。そりゃあそれなりの値段だとは思ってたけど、これは高すぎ……。


　銘めい柄がらこそ、亨でも知っているような外国産のビールや洋酒、カクテルの名前が並んでいたが、どれもこれも恐おそろしいほどの値段だった。もちろん奢おごられるつもりなどまったくないので、財さい布ふの中身を素す早ばやく計算し、カクテルを二杯はいまでと自分で決めた。


「何を頼む？」


「……モスコミュール」


　比ひ較かく的てき値段が安く、アルコール度数も低い無難なモノを選ぶ。だが、亨が漏もらした小さな笑いに、裕真の負けん気が一気に頭をもたげる。


　───絶対に、子供だから酒が飲めないと思ってるんだな。冗じよう談だんじゃねえっ。


　もう一度メニューを見直し、今度は度数の強いカクテルを選び直す。


「やめ。やっぱりＢ＆Ｂにする」


　だが『どうだ』と得意顔で亨を見み遣やれば、肝かん心じんの相手は店員を見ていた。


「あと、このプレートを下さい。それから同じものをもう一杯いただけますか」


　まるで関心がないとでもいうように、自分の方を見ない亨に、徐じよ々じよに裕真の目が険しくなっていく。


　今日ここに呼び出したのは亨なのだから、向こうが自分を気に掛けなければいけないはずだ。なのに、どうして自分の方が亨の反応を気にしなければならないのだろう。何だか理り不ふ尽じんな気がして、裕真は身体ごと窓の方を向き、わざと視界から亨の姿を外した。


　その子供が拗すねたような態度がかえって亨の気を引いたのだろうか。じっと見つめられる視線を感じて、今度は居心地が悪くなっていく。


　観察するような、何かを探さぐり出そうとするような執しつ拗ような視線は、はっきり言って落ち着かなかった。先程はこちらのことを無視していたはずなのに、今は上から下までじっくりと見られているのだ。


　自分の容姿が人の気を引くことは知っており、見られることを気にしたことはなかった。だが、こうまであからさまに見られることは、さすがに慣れていない。そのため、妙みように苛つきを覚えじっとしていることができなかったが、かといって今更向き直るのも嫌いやだった。


　だが、その緊きん張ちようはあっさりと店員によって破られる。手にしたトレイには、カクテルのグラスとチーズやハムが盛られたプレートが載のせられており、それらは手て際ぎわ良よくテーブルの上に並べられていった。


　思わず大きく息を吐はいた裕真は、テーブルに置かれたばかりのカクテルを一気に飲み干すと、まだ立ち去っていなかった店員に同じものをオーダーした。


　Ｂ＆Ｂはブランデーベースに香こう草そう系のリキュールであるベネディクティンを同量注ついだものだ。飲み口は甘いが、アルコール度数が高い。


　ショートドリンクなので短時間で飲むものだとはいえ、それでも十五分ほど掛けるのが通常だろう。それを運ばれたそばから一気飲みするほど、今の裕真は緊張していた。


　ただ『見られる』という行こう為いが、こんなにも神経に障さわるものだとは思っていなかった。亨の視線に比べたら、これまで裕真が『不快』だと思っていたそれらは、穏おだやかなものだとしか言いようがない。


　素す早ばく運ばれてきた二杯目のカクテルを、今度は舐なめるように少しだけ口に運ぶ。つい勢いで一杯目を空けてしまったが、そんなに長居をするつもりはなく、そもそも財布の事情が許さない。この一杯の間に話をまとめて家に帰るんだと、執拗な亨の視線を振ふり切るように、ぎっと睨みつけた。


「ここのチーズは特別に輸入されているもので、ここでしか食べられないんだ。苦手じゃなかったら試ためしてみるといい」


「おれはあんたと酒を飲みに来たわけじゃないの。さっさと話を進めようぜ」


　テーブルの真ん中に置かれたプレートを、裕真の方に寄せようとしていた亨の手が止まる。すっと細められた切れ長の目に、裕真はびくりと身体を震ふるわせるが、口唇を嚙みしめその視線に耐たえた。


「───そうだな。お前の恋こい人びとにショウを会わせると、そういう約束だったな。だが、こちらもそう簡単に紹しよう介かいできるわけじゃない。俺にとっても、彼は機き嫌げんを損そこねたくない相手なんだ。それなりの覚かく悟ごがいるんだよ。───どうしても、彼女をショウに会わせたいのかい？」


「当たり前だろ。でなきゃこの先ずっと言われるに決まってんだ。ミーコに一生根に持たれ続けるなんて冗談じゃないっ」


　今でも充じゆう分ぶんこずえに振り回されているだけに、これ以上口実を与あたえる気には絶対なれない。肉親の縁えんでも切らない限り、こずえとのつきあいは一生ものだ。この先もずっと振り回されるのかと考えただけでも、裕真の頰ほおは引きつってしまう。


　思わず手にしたグラスを一気に飲み干して、裕真は空のグラスをテーブルに勢いよく置いた。容易たやすく想像できてしまう未来は、五分の確率で目の前に横たわっている現実で、何としても回かい避ひしようと足あ搔がいている最中なのだから、ここで引き下がるわけにはいかない。


　いつの間にか亨が新しいグラスを頼んでくれていたらしく、同じカクテルがすぐさま運ばれてきた。


　二杯までと自分で決めていたにもかかわらず、裕真はその三杯目に自ら手を伸ばした。もともと、アルコールはそこそこ飲める程度だという自覚があるため、一気飲みなど滅めつ多たにしない。だが今日は緊張しているせいで、いつもより異常に酔よいが早く回っていることに、裕真は気がつかなかった。


「彼女はそんなに大切？」


「んー、大切って言うか、逆らえないっていうか……。まあ、一生もののつきあいだしなあ。機嫌は損ねたくないだろ？　ミーコのことだから、絶対に死ぬ間際に枕まくら元もとでぶつぶつ言い続けるに決まってるし……」


　アルコールが回るにつれ、裕真の口は軽くなっていく。グラスが空になるとすぐさま新しいものが運ばれてくることにすら、気がついていなかった。勧すすめられたチーズを何の躊躇ためらいもなく素す直なおに口に運ぶ様を見て、亨は小さく笑う。


　だが、裕真はそれにも気がつかず『おいしい』と感かん嘆たんの声を上げるなり、一心不乱にチーズを食べ始めた。ここに来る前にある程度はお腹なかに入れてきたのだが、全然足りなかったようだ。普ふ段だんであれば頼たのまないような、高いつまみだということも、食欲に拍はく車しやを掛けている。


「一生、傍そばにいるつもりなのか？」


「はあ？　あー、そうだなあ、嫁よめの貰もらい手がなきゃ、そうなるかなあ……」


　けらけらと裕真は笑い出す。こずえの性格を考えれば、行かず後家になって、うるさい小こ姑じゆうとめとして裕真の周りをうろついていそうだ。


「そうなったら、おれが面めん倒どう見てやるんだ」


「そうか───」


　不快そうにひそめられた亨の眉まゆ根ねに気がつくこともなく、裕真はプレートにあったつまみを綺き麗れいに平らげる。腹が一杯になり、彼は目の前に座っているのが誰かを忘れ、満足そうににっこりと笑った。


　その裕真に向かって亨は静かに口を開く。先さき程ほどからまるで飲んでいない亨の意識はしっかりとしており、酔っぱらいから話を聞き出すことなど簡単なことだった。


「ところで、二ふた股またを掛かけているわけじゃないだろうね？　他ほかにも『恋人』が出てきて、そっちとも会わせろとか言われたくないんだが」


「恋人？　んなものいるわけないじゃん」


　目をぱちくりとさせて裕真は答える。実のところ会話はまったく嚙かみ合っていなかったが、裕真はおろか亨でさえもそれに気づけなかった。まるで裏が読みとれない裕真の言葉に、亨は口くち許もとだけの笑え顔がおを浮うかべる。もちろん、その目許が笑っていないことなど、したたかに酔った裕真に気づけるはずもない。


「わかった。ショウと約束を取り付けよう。ただ、ここで電話するわけにはいかないから、下に取ってある部屋まで、来てくれるかい？」


「ほんとに？　ほんとーにミーコをショウに会わせてくれんの？　やったあ！　実は滝澤サンていい奴やつだったんだあ」


　とっくに呂ろ律れつの回っていない裕真が祝しゆく杯はいとばかりに、既すでに何なん杯ばい目めかもわからないカクテルを喜々として飲み干した。


「さあ、もういいだろう。立てるか？」


「ん」


　アルコールのせいで足取りが不確かな裕真に差し出された手を、彼は素直に摑つかんだ。飲み過ぎるたびに直也に手を貸してもらっているので、裕真は気にもしなかった。相手があれほど反発していた亨だということすら、頭の中からきれいに抜ぬけ落ちているくらいだから、当然のように支し払はらいのことなど思い浮かぶわけもない。


　ただ、支えられながら足を進めることで精せい一いつ杯ぱいだった。








　力が抜けているせいで、やたらと重く感じられる肢し体たいをベッドに転がして、亨はようやく息をついた。エレベーターを待っている間に、裕真の意識はほぼ沈しずんだようだ。いくら自分よりも小こ柄がらだとはいえ、男性の身体からだはそれなりに重い。


　問い掛けても短く意味を成さない言葉しか返ってこないとあっては、今夜は話らしい話をすることはできないだろう。


「何をしているんだか、俺は」


　目の前で無防備に寝ねている裕真を見つめながら、亨は机の上に鞄かばんを投げつけ、苛いら立だたしげに前まえ髪がみを乱す。


　このシングルの部屋を取った時は、別段深い意味などなかった。ただ人目がある場であまり込こみ入った話はできないかもしれないと予測して、念のために予約したにすぎない。


　それがまさかこんな形で使うことになるとは思ってもいなかった。そう思うとただ腹立たしく、何の悩なやみもなさそうに寝顔を晒さらしている裕真を睨にらみつけ、冷蔵庫から取り出した缶ビールを一気に呷あおる。


　昨日の電話で、この目の前にいる裕真が、あの夜電話で話した『青木裕真』だと確信した。真衣が連れてきた『青木裕真』はあきらかに別人だ。電話を通した声は実際と違ちがって聞こえる場合も多いので今まで確信をもてなかったのだが、間違いない。


「だとしたら、真衣が連れてきた『裕真』はいったい誰だれなのか……。いや、それよりも……」


　この裕真が真衣とつきあっていなくても、『ミーコ』と呼ぶ恋人がいるのは確かだ。しかも、自分の言うことに対してはいちいち反発するくせに、その彼女のいうことは素直に聞くらしいのがまた腹立たしい。


　空になった缶かんをテーブルに置き、亨はベッドに近寄っていく。


「そんなに、彼女がいいのか？　俺よりも……？」


　自分自身が何に対して苛ついているのか、亨にもよくわかっていない。ただ、『裕真が彼女を大事にしている』という事実が神経を逆さか撫なでする。


　初めは、真衣と話に割り込んできた『裕真』に軽い興味を持っただけだから、一度会えば、それで興味も関心も無くなるはずだった。それがややこしい事態になったのは、『裕真』が二人いるらしいことがわかったからだ。


　自分が会いたかった『裕真』と真衣とつきあっている『裕真』───。


　そのどちらに関心があるのかは明白だ。


　真衣とつきあっていると聞いた時は、余計なスキャンダルに関かかわることを恐おそれた。電話口での声があまりにも幼すぎたので、何かあってからでは遅おそいと牽けん制せいの意味があったのだ。それが微び妙みように変わったのは、渋谷で偶ぐう然ぜんにも出会ったからだ。


　もし、あそこでこの『裕真』に会わなければ、無理にでも真衣の『裕真』を『青木裕真』だと自分自身に思い込ませていただろう。だが、亨は多分本物だと思われる『青木裕真』に出会ってしまったのだ。


　会いたかったのは、関心を持ったのは、今目の前にいる裕真だ。なのに彼は自分よりも恋こい人びとの方が大事だという。


　そのことに苛ついてしまう。自分が寄せている関心ほど、裕真が自分に関心を持っていないから。だが、それがどういった感情から派生しているのか、亨自身にも把は握あくできていない。把握できないことがより一層苛つきに加速を与あたえている。


「何だっていうんだ……っ」


　自分自身でも持て余しているモノを生み出した裕真がひどく憎にくらしい。だというのに肝かん心じんの彼は見下ろした視線の先で穏おだやかな表情をして寝ている。


　その暢のん気きな寝顔が許せなくて、無理にでも起こそうと亨がベッドに体重を掛けると、そのわずかな振しん動どうが伝わったのか、裕真はぽっかりと目を開けた。その唐とう突とつな覚かく醒せいに亨は内心焦あせりながらも、その場で動きを止めて裕真の様子を窺うかがう。


　だが、裕真はぼんやりとした視線で亨を見つめたまま小さく身み動じろいだだけだった。


「……ミーコ……？　起こすな……、ねむいか、ら……」


　酩めい酊ていしていることを表しているとろんとした目つき、舌っ足らずな口調、億おつ劫くうそうにもらす吐と息いき、目許を擦こする緩かん慢まんな動き。


　それらを認にん識しきした途と端たん、突とつ如じよとして『それ』は亨の中で爆ばく発はつした。


　小さな子供のように身体を丸めた裕真を乱暴にベッドに押さえ込み、口くち唇びるを重ねた。口こう腔こう内に残るカクテルの甘みも、アルコール臭しゆうの漂ただよう吐息も、気にならない。わずかに開いていた口唇の隙すき間まから舌先をねじ込み、思う様蹂じゆう躙りんする。


　突然の出来事に何が起こったのか理解していなかったらしい裕真が抵てい抗こうを始めたのは、口腔内の奥に縮こまっていた舌を、亨のそれが見つけた時だった。だが、その抵抗は弱々しいモノで亨を止めるほどのものではない。


　舌先で舌の付け根を愛あい撫ぶするような深い口くち接づけは、今まで幾いくつも交かわしてきた。セックスの前ぜん戯ぎとして、しつこい誘さそいを逃にげるための手段として、次への約束として、特に意味もなく重ねてきた。


　だが、今しているこの口接けは、亨の性欲を搔かき立てるものだった。こんな口接けは今までしたことがない。


　たかだが口接け一つでその気になることなど、あり得なかった。確かにいろいろと忙いそがしく、ここ二週間ほど───正確には真衣と別れてからセックスをしていなかったが、それくらいで餓うえることはない。仕事が詰つまってくればセックスなど二月近くしないこともざらにある。それでもここまで高ぶることはなかった。


　───どうして、ここまで搔き立てられる……っ。


　逃げ惑まどう舌を追いかけてきつく絡からめ取ると、裕真の身体がひくりと跳はね上がる。


「ん、ぅ───っ」


　鼻から抜ぬけたような高い吐息が裕真の口からもれた。その吐息は裕真が快楽に屈くつした証あかしのように思えて亨は小さく笑ったが、そのことに裕真は気がついていないようだった。


　呼吸が思うようにできないためか苦しげに寄せられている眉まゆ根ねにも、足あ搔がくように蠢うごめいている下か肢しにも、征せい服ふく欲が刺し激げきされる。思うがままに蹂躙しつくして、自分の意に従うようにさせることができたのなら、それはどれほど大きな快楽につながるだろう。


　ぞくりと背筋を駆かけ抜けた愉ゆ悦えつに任せて、亨は蹂躙を開始する。


　同性を相手にしたことはなかったしそんなことを考えたこともなかったが、どこをどうすれば快楽を感じるかは知っている。躊ちゆう躇ちよすることなく下肢に手を伸のばし、欲望の象しよう徴ちようを探さぐり出した。


　濃のう厚こうな口接けに快楽を感じたのは亨だけではなかったらしく、裕真のそこは微かすかに勃たち上がっていた。


　ぴちゃりと艶なまめかしい水音を立てながら口唇を離はなす。熱い口腔内を探っていたせいか亨自身の身体も火ほ照てりだした。


　口唇の感かん触しよくは男も女も関係がない。


　身体的構造上の決定的な違いは胸があるかどうかと、生せい殖しよく器官だろう。『雄おす』を受け入れるための器官は男にはないのだ。もちろん、その代だい替たいをどこの器官が果たすのか亨は知っているが、そこを使ってセックスなどしたことはない。


　女でもアナルセックスを好む者がいることは認めているが、自分がわざわざそこを使ってセックスしようなどと思ったことはないのだ。通常の器官と違い、手順があまりにも面めん倒どうくさすぎる。


　それでも、その面倒さえどうでもいいと思えるほど、裕真を屈くつ服ぷくさせたかった。


　───彼女が大事だというのは裕真の勝手。ただ、俺がそれを許せないだけだ。俺のいうことも、素す直なおに聞いて欲しい。これは、そのための手段だ……。


　口の端はしを微かに持ち上げて亨はうっすらと笑った。自分でもその考えがどこか歪ゆがんでいると自覚している。だが、それをわかっていても歪みを正す気にはなれないのだ。


『裕真と呼ぶな』と告げてきたのも気に食わない。少なくとも真衣は裕真の名前を呼んでいたし、恋人にもそう呼ばせているのだろう。なのに、自分にはそれを許さないというのは納なつ得とくができない。


　アルコールが回り茫ぼう洋ようとしていた裕真だが、今では快楽のためにかぼうっとした視線をあたりに彷徨さまよわせている。いつもの勝ち気さはナリを潜ひそめて、夢を見ているかのように陶とう然ぜんとした表情をしている裕真は、ひどく扇せん情じよう的だった。


　睨にらみつけるような表情と子犬が嚙かみついているような口調しか亨には覚えがない。そんな反はん抗こう的な態度とは裏腹な艶えん然ぜんとした表情は、ひどく亨をそそった。


　脱ぬがしにくそうなトップスを後回しにして、下肢の衣服を先に脱がせてしまう。裾すそが広がったパンツは脱がせやすかったのだが、踝くるぶしまでしっかりと覆おおっているワークブーツは少し手間取ってしまった。


　そのことに苛いらつきもして靴くつや靴下は床ゆかに転がしたが、さすがに衣服を放置することはできずに綺き麗れいに畳たたんで椅い子すの背に掛ける。ボクサーショーツも躊躇ためらうことなく脱がせた。意識のない相手を裸はだかにしていくことに対しての罪悪感はない。


　───俺の興味を引いたおまえが悪いんだ。


　普ふ通つうならば他人の雄をじっくりと見る機会などあり得ないから、実際にそれを目にしたら自分の性欲も消えるのではないかと思っていた。もしかしたら、心の片かた隅すみでそうなることを望んでいたかもしれない。


　きっちりと筋肉のついた太ふと股ももや、しっかりとした脹ふくら脛はぎは想像していたよりも白かった。目の前に晒さらされた下肢には女性特有の柔やわらかな印象はなく、硬こう質しつで男性的なラインが際きわ立だっており、微かに勃ち上がっている雄を見るまでもなく、裕真が男であることを知らしめている。


　だがそれでも、性欲と渇かつ望ぼうは消えることなく亨の中に巣くっていた。


「このまま、先へ進めるということか？」


　自分の中にある歪みが何から起因するのかもわからないまま、先へ進むことに躊躇いはない。


　タートルネックをどうにか脱がせ椅子の背に掛けると、裸ら体たいの裕真をゆっくりと観察した。


　下肢とは違ちがい上半身は少し日に焼けていたが、それなりの運動はしているようだった。余計な肉はついておらず、上じよう腕わんには筋肉の陰いん影えいが微かに見える。


「───暴れられると、厄やつ介かいだな……」


　死しに物もの狂ぐるいの筋力がどれほど強いか理解しているので、用心するに越こしたことはないだろう。


　緩ゆるく締しめていたネクタイを片手で解ほどき、裕真の利きき腕うでである右手と右足首を一ひと纏まとめに括くくる。その不自由な体勢に、意識を飛ばしていた裕真も不ふ審しんを感じたのか、頭を軽く振ふって瞬まばたきを繰くり返しだした。


「……なに、してんだ……？」


「何でもない。ただ、俺の痕あとを少し残すだけだ。裕真が俺に逆らえないという証の痕を、な」


　膨ふくらみのない胸も平らな腹部も、これまで抱だいてきた女性とはまったく違うが、やることは変わらないだろう。相手を気持ちよく感じさせて、自分も気持ちよくなる。それだけを考えれば簡単なことだ。


　そして、その過程でセックスの痕を残せれば、それだけで充じゆう分ぶんだ。しかも亨が裕真を屈服させたその証は、恋こい人びとにさえ見せることができないのだ。


　口くち許もとが満足げに緩ゆるむのを止められない。


　靴を乱暴に脱いでベッドに乗り上がると、裕真の不自由な右みぎ膝ひざを押しやり足の間に身体からだを入れた。


　視線の下にある裸体に欲情を覚える。アルコールのせいで上気している胸むな元もとも、潤うるんだような瞳ひとみも、亨をぞくぞくとさせる。


「……って、何だよ、これ……っ」


　ここにいたってようやく自分の身に何が起きているのか把は握あくしだした裕真は、自由な左半身を使って亨から逃げ出そうとした。しかし、アルコールが抜けていない身体での反はん撃げきは、亨にしてみれば子供の幼い暴力でしかない。


　振り上げられた手首を摑つかみベッドに押しつける。それでも身体をねじって自分から逃げようとする裕真に焦じれて、亨は自分の左手を裕真の顔の横に置き動きを封ふうじるように覆い被かぶさり身体を重ねた。


　唯ゆい一いつ自由な裕真の左ひだり脚あしが往おう生じよう際ぎわ悪くシーツの上を搔いている。その動きを無視して亨は恐きよう慌こう状態の顔を覗のぞき込む。


「今の状じよう況きようが本当にわからないのなら、やはりおまえは子供だな」


「な───っ」


　亨の言葉に、これから自分の身に起きることがわかったのだろう。亨を凝ぎよう視ししている裕真の目が見開かれる。その素直に驚おどろいた表情が楽しくて、亨は口くち唇びるを重ねようと顔を近づけていく。


　だがその動きを読まれたのか裕真は咄とつ嗟さに顔を傾かたむけて避よけた。亨が険しい目つきで硬かたい表情をした裕真を見下ろす。


「そんなことをしても意味がないと思うが……？　感心しないな」


　乱暴な手つきで裕真の顎あごを固定すると、亨は無理矢理口唇を重ねた。だが、先さき程ほどは安易に応じてきた舌は、今は亨のそれを押し出そうと懸けん命めいに蠢いている。その反抗的な態度に亨は口唇を離して、顎を摑む手に力を入れた。


「───っ」


　裕真は苦しそうに眉根を寄せたが、亨は手にいれた力を緩めることはなかった。


「本当に聞き分けのない子供だな。痛い思いをするのは、おまえだぞ？」


　膝で裕真の局部をじりっと撫なで上げると、ひくりと身体が震ふるえたのがわかる。それでも裕真を嬲なぶる手を止めるつもりはない。もし止められるのなら、裸に剝むいた時点で止めていただろう。


　ゆっくりと力の差を見せつけるように指先に入れていた力を抜ぬくと、顎から喉のど許もとへと手をずらす。恐きよう怖ふのためかこくりと唾つばを飲み込んだ喉仏が手の下で上下するのがわかった。しなやかな指先が浮うき出た鎖さ骨こつを通り抜け、平らな胸に辿たどり着く。


　亨の本気がわかったのだろうか。裕真は喘あえぐように呼吸を繰り返し、身体を強こわ張ばらせるだけで抵てい抗こうする様子を見せない。そのことにふっと亨の口許が緩んだ。


「いい子だ。そのまま、大人しくしていろ」


　手で胸全体を撫でるように動かすと、手の平に微かすかな感かん触しよくが伝わってくる。女のそれよりも小さな乳ち首くびは、男にとっても性感帯だろうか。


　指先で微かに引っかかる程度のものに愛あい撫ぶを加えてもよかったが、それは後回しにする。今大事なのはこの場から逃にげられないと裕真にわからせることだ。


　この手がどこへ向かうのかわからせるように殊こと更さらゆっくりと腹部を越えてそこへ手を這はわせていく。


　感じるところは男も女もさほど違いはないと思う。口と耳と胸。そして、足の付け根───。


　他人の雄おすに触ふれることなど、考えたこともなかった。想像しただけでも虫むし酸ずが走る。だというのに、今亨は裕真の雄を手にしているのだ。


　───性欲を刺し激げきされたから、だけでは理由にならないな……。


　奥底に眠ねむる何かが、じわじわと侵しん食しよくされていく気がする。侵食するモノは、裕真に感じる苛つきと同じ感情から派生しているようにも思える。だが、それらが何を象しよう徴ちようしているのか亨自身にもわかっていない。ただ、そのすべてに裕真が絡からんでいる。それだけは確かだった。


「───ひっ」


　ぎゅっと手の中の雄を握にぎりしめると、裕真は短い悲鳴を上げて身体を縮こまらせた。押さえつけていた亨の右手に、裕真の左手の爪つめが食い込む。


　その元げん凶きようが手の中にあることに亨はうっすらと笑う。


　きつく握りしめたことを宥なだめるかのようにゆうるりと手を上下させ始めれば、そこは徐じよ々じよに形を変えていった。


「や……、やめ……っ」


　亨の手をはね除のけようと裕真の足は弱々しく足あ搔がいた。亨の手の中に雄があるので、そこをきつく縛いましめられたくなくて、思い切った抵抗ができないらしい。だがその足も、雄が直接的な愛撫に反応し始めると、違った意味で震えだしたようだった。


「……ぅん───」


　完全に勃たち上がった雄の先せん端たんに亨が爪を立てると、裕真の口から微かな喘ぎ声がもれる。


　内うち股またが小刻みに震え、与あたえられる快感に耐たえようと亨の身体をきつく挟はさみ込む。ぎゅっと目を瞑つぶり口唇を嚙かみしめて、亨から与えられるモノを受け取るまいと必死になっている裕真の態度は、ひどく扇せん情じよう的だった。


　どこをどうすれば感じるのか、考えるまでもなく亨は知っている。焦らすようにゆっくりと擦こすれば、くぐもった熱い吐と息いきが裕真の口からこぼれ落ちる。引き結ばれた口唇の隙すき間まをついて出てくるそれは、あきらかに快感に満ちていた。


　───あと少しで終わり、か……。だが、そう簡単には達いかせるか。


　酷こく薄はくな笑えみが亨の顔に浮かぶ。


　根元から先端に向かい搾しぼるように扱しごくと裕真の腰こしが跳はねた。幾いく度どか同じ動きを繰り返して唐とう突とつに手を止めれば、続きをねだるように腰が微び妙みように揺ゆれる。だが、当然の如ごとく亨はそれを無視して括くびれた部分を親指でなぞり、滑なめらかな手て触ざわりを堪たん能のうし始める。


「───っあ……っ」


　焦れたように裕真が口を開いて、腰を擦りつけるような動きをする。だが、そのまま望むモノを与えるつもりはない。


　自分のモノでさえこんな触れ方はしたことがないというほど、丁てい寧ねいにその形を辿っていく。その指先が丁寧であればあるほど、裕真の腰はびくびくと小刻みに震えた。射精する直前で幾度はぐらしただろう。


「……ゃあ……ぅんっ」


　もどかしいほどの愛撫に堪こらえきれなくなった裕真の口唇から、吐息にも嬌きよう声せいにも似た声がもれだす。それは一度零こぼれてしまえば、ひっきりなしに続くモノだった。それでも亨の手が自分の望むモノを与えてくれないとわかると、括られている右手をどうにかして動かそうとし始めた。


　だが、そう簡単にきつく縛められたネクタイが外れるはずもなく、ついに裕真は亨の手の中に堕おちた。


「───……せ、てっ。おねがい……っ」


　過ぎる快楽に裕真の精神が堪えきれなくなったのか、眦まなじりに涙なみだが浮かんでいた。顔を見れば反発するように声を荒あららげていた裕真が、大人しく自分の手の中にいることに充じゆう足そく感かんが溢あふれてくる。しかも、弱々しい懇こん願がんまでしているのだ。


　ずきずきとするほど亨の雄はそのことに反応した。亨はくすりと小さく笑い、手の動きを速くする。


「……ん、っあ───」


　小さく息を詰つめたかと思うと裕真の肢し体たいは大きく震えて、白はく濁だくとした液体を勢いよく吐はき出した。そのほとんどを眉まゆ一つしかめずに亨は手の平で受け止める。


　───自分のモノでさえ、気持ちのいいモノではないのに。本当に自分でもわからないな。


　どこか冷静な頭の一部でそんなことを考えているが、残りの大部分は手の中のモノをどうしようかと迷っている。シーツで拭ふくことも一いつ瞬しゆん浮かんだが、その後このベッドですることを思えば、それは良い考えだとは思えず、結局室内に備え付けられているティッシュで拭くことにした。


　自分が離はなれると裕真が逃げ出すのではないかとも思ったが、放心したままの裕真は気がついていない。亨はざっと手を拭くと、そのままベッドに戻もどらずバスルームに寄り道をした。思った通り、使い捨てのサニタリー用品が置いてあったので、そこからボディソープとタオルを取り上げる。


　と、バスルームの鏡に映った己おのれの状じよう況きようを見て、亨は自じ嘲ちようした。先程の裕真の痴ち態たいでそこは完全に勃ち上がっていたのだ。


　女相手なら、先程の裕真の痴態よりももっと積極的で、乱れた痴態を幾度も見せられたことがあるが、これほど反応したことはなかった。


「本当に、どうしたもんだか……」


　初めはただ、自分に逆らえなくさせるための手段だった。それが、途と中ちゆうで性欲を刺激され、今では漠ばく然ぜんとした執しゆう着ちやくを持ち始めている。普ふ段だんの自分らしくない状態に追い込んだ裕真が、妙に小こ憎にくらしい。


　右半身が不自由な格かつ好こうのまま転がっている裕真を見み遣やり、亨はうっすらと微笑ほほえむ。すべての元凶である裕真がそこにいるのだ。


　数歩踏ふみ出すだけでベッドに辿り着く。手にしたモノを枕まくら元もとに放ほうり、ゆっくりとベッドに乗り上げれば、ぎしりと亨の体重を受けてベッドが軋きしんだ。


　広げさせた膝ひざの間に腰を入れて、身体からだを重ねた。くったりとして力の入ってない肢体は亨の好きなように動かせる。顎を支え喉許を晒さらしても、何の反応も返ってこない。ゆっくりと性急さを感じさせずに亨は頭を下げて、裕真の喉許に痕あとを残した。


　くっきりと痣あざのように残った口くち接づけの痕は、裕真が亨に逆らえなかった証あかしだ。そして、これから起こる蹂じゆう躙りんの証でもある。


　その痕を指先で消えないことを確かめるように幾度も撫なでていたが、不意に指先をずらして小さな飾かざりに触れた。爪の先でひっかくように幾度かいじると、裕真の腹部がひくひくと震ふるえる。その反応が面おも白しろくて押し潰つぶすように指の腹で摘つまめば、悲鳴のような嬌声のような吐息が裕真の口くち唇びるからもれた。


「───感じているのか？　だとしたら、面白いな」


　指先でいじめてしまったことを謝罪するように口唇を寄せ舌先で丹たん念ねんに舐なめれば、裕真の下か肢しはもぞもぞと蠢うごめき出す。喘あえぐように上下する胸が、その愛撫による快楽を享きよう受じゆしていると知らしめている。


　亨の腹部にぬるっとした感触があり、裕真の雄の先端から先走りが染しみだしていることがわかった。だが、亨は今度はそこに手を掛かけずに上体を起こし、裕真の様子をじっくりと観察する。


　微かすかに上気した肌はだや、切なそうに震えている腰、酔よったような眼まな差ざし。その何もかもが快楽に堕ちた証のようで、亨は満足そうに微笑んだ。


　枕元に放っておいたタオルを裕真の腰の下に敷しいて、不本意ながらボディソープの封ふうを開けた。本来ならばローションかゼリーを使うのだが、こんなことになるとは思ってもいなかったので今あるモノで間に合わせるしかない。


　右手の平で体温に馴な染じませてから、とろりとした液体をそこになすりつけると、裕真の肢体はぴくりと小さく跳ねた。


「な……に……？」


「何も持っていないんでね。これで我が慢まんしてくれるかい？」


「───ぁ？」


　きつく窄すぼまっている秘処に指先を這はわせてソープを塗ぬり込めていると、幾いく筋すじか流れ落ちてタオルを汚よごした。そのまま石せつ鹼けんのぬめりを借りて指先に力を込こめれば、そこは呆気あつけないほど簡単に異物を呑のみ込んでいく。


「や……っ」


　普段は気にも止めないような箇か所しよに他人の指を感じて、裕真は反射的に暴れ出した。だが、亨は膝を器用に使って裕真の下肢を押さえつけてしまう。そして、有う無むを言わさずに二本目の指も押し込んだ。


「───んぅっ」


　ソープのせいかそこはすんなりと指を呑み込んだが、逆にそのことが裕真にとっては衝しよう撃げきだったのか、息を詰めて泣きそうな表情で亨を見上げた。しかし、そんな様子を見ても亨は手を止めようとはしない。異物の挿そう入にゆうに秘処をならすために指を使い出す。


　ゆっくりと指を引き抜ぬいては、勢いをつけて一気に指を押し込んでいく。根元まで突つき入れると、内部を探さぐるように指先を蠢かす。すると、裕真のそこは抵てい抗こうするかのようにきつく締しめつけてきた。


　しかしそれは、裕真が亨にもたらす快楽がどれほどのモノか、教えているようなものだった。亨は喉のどの奥で低く笑うと、袋ふくろの中に残っていたソープを秘処の上に垂らして、丁寧な指ゆび遣づかいで内部にまで塗り込めていく。


「ひっ───」


　亨の指先が、裕真の何かを掠かすめた。そこがいわゆる前ぜん立りつ腺せんと呼ばれる箇所だと気がついた亨は、ぴくぴくと痙けい攣れんしている裕真の肢体を見遣りながら、そこを徹てつ底てい的に攻せめ始めた。


　抉えぐるようにきつく突き入れては、爪つめの先で弄もてあそぶように圧あつ迫ぱくする。


「あ、……やっ、あ……っ。ぅんっ」


　絶え間なくやってくる射精感に裕真の目からは涙がこぼれ落ちる。強制的に高みに押しやられるのは、甘い拷ごう問もんと変わりない。もしかしたら快楽を感じ取れる分だけ、辛つらく感じるだろう。


　シーツを搔かいていた爪つま先さきが、来きたるべき時を予感させるように突っ張ると、亨は惜おしげもなく秘処から指を抜いた。そこが名残なごり惜しそうに絡からみついてきたことに、亨は満足げに笑った。


「これなら、何も心配がいらないようだな……」


　ひっそりとした呟つぶやきは裕真の耳には入っていない。


　いきり立つ雄おすに手を添そえて、亨は一気にそこを抉った。


「───ああああ……っ。───くぅっ」


　突とつ然ぜん身体の中心を走り抜けた激痛に、裕真の身体は跳はね上がった。


　無意識のうちにずり上がろうとして、括くくられている右手と右足を思いっきり動かしているが、空むなしくシーツを乱すだけに終わっている。左足は亨を蹴け落おとそうと振ふり上げられているし、左手は拳こぶしを作り覆おおい被かぶさっている男の胸むな元もとを叩たたいている。


「暴れると、余計に痛みがひどくなるよ。───裕真」


　しかし、痛みから逃にげようと必死になっている裕真には、宥なだめるような柔やわらかい亨の声が聞こえないらしい。その激しい反撃に亨は眉をひそめ、裕真の身体を無理矢理押さえつける。暴れている左足の膝裏に腕うでを通して、手をベッドに押しつければ、裕真は身動きが取れなくなった。


　それでもどうにかして拘こう束そくから逃のがれようと暴れている。裕真の左手の爪が、右手の甲こうに立てられ小さな引っ搔き傷ができた。秘処の入り口はきつく窄まり、異物がそれ以上侵しん入にゆうするのを拒こばんでいる。


　全身で自分を拒きよ否ひしている裕真に、亨は薄うすく笑った。優やさしく言い聞かせようとしたのに、それを拒むのなら、情けを掛ける必要もないだろう。


「……往おう生じよう際ぎわが悪いな。だったらこれは、自じ業ごう自得だろ？」


　みっちりと雄にまとわりついている粘ねん膜まくを無理矢理引きはがすように括れの間際まで引き抜くと、先さき程ほど裕真が狂くるうほど乱れた箇所めがけてゆっくりと侵入していく。じわじわと内部を侵されていく感覚に、裕真は途切れがちの掠れた悲鳴を上げている。


　だが、しかし───。


「───ひぅっ」


　ぐっと押し込んだ雄が裕真の前立腺を捉とらえた。その反動か一際強く秘処が締めつけてきたので、射精を促うながされそうになり亨の身体は強こわ張ばった。しかし、どうにかその快感をやり過ごし、小さく息を吐はき出す。まさかこんなことで果てるわけにもいかない。


　そのままじりじりと最さい奥おうまで暴あばき、より深いところを雄で刺し激げきする。これ以上進めないほど深く挿入したところで、そこに留とどまり腰こしを大きく回す。


「ふぅ……んっ」


　身体を裂さかれるような激痛ではなく内部を搔き乱される感覚に、裕真は苦しげに眉まゆ根ねを寄せて細く息を吐き出した。しかしその吐と息いきがわずかに甘さを含ふくみ始めてくると、裕真の秘処はもっと強い刺激を求めて収縮を繰くり返しだした。


　そのことに気がついた亨は上体を倒たおすと、裕真は息を詰つめた。些さ細さいな動きにも裕真は敏びん感かんに反応する。そのまま腰で激しい律動を刻み始めれば、裕真の声はホテルの小さな一室に高く響ひびきだす。


　自分の雄が前立腺を掠める度たびにきつく締まるそこに、亨はもっていかれまいと歯を食いしばるが、攻め立てる手を休めることはない。


　前立腺が刺激され勃たち上がった裕真の雄は、先走りを零こぼしている。だが、決定的な愛あい撫ぶがないため、それはもどかしげに震えているだけだ。右手が括られ、左手はベッドに押しつけられている裕真には自分でどうにかすることもできずに、ただ切ない声を上げるだけだった。


「───ぅんっ。……ゃあぁっ……っ」


「気持ちいいのかな？　ここを擦こすられて、快楽を感じているんだろう？　もっと欲しいかい？　だったら、その口でねだってみろ。───さあ」


「───っ」


　一際強くそこを抉るように雄を突き入れると裕真は息を呑み、何もかも搾しぼり取ろうとするかのように秘処は締めつけてくる。それでも亨は裕真から言葉を引き出すための律動を止やめない。


　ソープがぴちゃぴちゃと音を立てて白い泡あわを作り出していく中、裕真が乱れる息でその言葉を吐いた。


「……せ、て……っ。やだ、も……っ」


　途切れがちの言葉だが、それは確実に裕真が亨に屈くつ服ぷくした瞬しゆん間かんだった。


　亨は身体からだの動きを止めると、左手で身体を支え右手を裕真の雄に伸のばす。指先がそれに触ふれただけで、裕真は身体を震わせる。全体を握にぎるではなく、鈴すず口ぐちに指を這わせているだけでももの凄すごい刺激となっているのだろう。秘処がきついほど亨を締め上げてくる。


「……んぁ……」


　甘さと切なさが混じった声で裕真は吐息をこぼし、自由な左足を亨の腰に絡めてきた。左手も同じように伸ばされ、亨の首筋に掛かかる。


「前の刺激だけじゃあ駄だ目めなのか？　困った子だね」


　ゆっくりと手で上下に擦りながら、その動きに合わせて焦じらすように亨は腰を動かした。だが、そんな緩かん慢まんな律動では裕真は満足できないらしく、もっと強い刺激を欲しがり腰を揺ゆらす。


「───っ」


　その拙つたないとしか言いようのない腰こし遣づかいに亨は息を呑んだ。お子さまレベルの技ぎ巧こうだというのに、雄を刺激するのだ。しかも、裕真の息はひどく乱れているし、密着した胸からは狂ったように脈打つ鼓こ動どうが響いている。


　裕真が醸かもし出す雰ふん囲い気きに呑まれて亨は小さく呻うめき、激しい律動を繰り出した。


「ひぅ───っ。あ、あ……っ。んぅっ───」


　後ろを抉られる快感と、前を擦り上げられる快楽とが、裕真の中でせめぎ合っている。その波に逆らわせず、亨は確実に裕真を高みへと押し上げていく。そして、これが最後だとばかりに勢いよく雄をねじり込むと、裕真は高い声とともに素す直なおにその劣れつ情じようを解放した。


　手の平にどくどくと溢あふれ出す欲望の熱を受け取りながら、亨も自分の快楽の証あかしを解き放った。留とどまることのない細さざ波なみのように快感は身体中を駆かけめぐっていく。


　心地ここちよい倦けん怠たい感かんに促されて亨が裕真の上に重なる。汗あせを搔いた肌はだはべたついているが、それでもかまわなかった。荒あらく繰り返される裕真の息が耳みみ許もとをくすぐる感かん触しよくに、亨はくすりと小さく笑う。


「……裕真、これで満足かい？　裕真……？」


　耳じ朶だを舐なめるように囁ささやいた亨の言葉に、ぴくりとも反応しない裕真を不ふ審しんに思い、気け怠だるい身体を起こしてみれば、肝かん心じんの裕真は気を失ったのかぐったりと目を瞑つぶっていた。それは裕真の快感の深さを物語っているようで、亨は満足げに頷うなずいた。


「これで、俺のいうこともきくようになるかな。明日が楽しみだ」


　いつもなら面めん倒どうくさいと思う後始末さえ、楽しくて亨はくすくすと笑いながら手早くすませていった。






５




　ふと、急に意識だけが浮ふ上じようしたが、裕真は目を開けられないでいる。布ふ団とんではない重みが身体の上に掛かっており、それがとても不思議だった。


　───枕まくらが違ちがう……。家うちじゃないのか……。直也のとこ、泊とまっちゃったのかなあ。


　普ふ段だん使っている枕よりも硬かたい感触に、裕真はそう思った。そう考えれば目の前にある温かい感触の説明もつく。直也の部屋に余分な布団などあるはずもなく、いつもソファーに転がっているので、その背もたれだろう。


　ソファーから落ちたくないので身体をもぞもぞと動かしてそちらに擦すり寄ると、力強い腕にぐっと引き寄せられた。そのあり得ない現象に驚おどろいて裕真は目を見開く。そして、自分を抱だき寄せた腕の持ち主の顔を見て、身体を強こわ張ばらせた。だが、その途と端たんに身体の芯しんに走った重い疼とう痛つうに、小さく呻いてしまった。


　自分がどこにいて、誰だれといたのかははっきりと認にん識しきできたが、驚きよう愕がくのあまり声もなくまじまじと亨を凝ぎよう視しする。


　───なんで、こいつがここにいるんだっ。てか、昨日の夜……っ。


　何が行われたのか思い出し落ち着きなく視線を彷徨さまよわせ、意味もなく手の平を握ったり開いたりしてしまうのは、どうしようもなく焦あせっているからだ。触れ合っている素す肌はだが、灼やけるように熱く感じられる。


　初めは何が何だかわからなかったが、途中からはそれがセックスだとわかり、最後にはそれを享きよう受じゆしている自分がいたのを覚えている。


　熱く蠢うごめく舌、器用に動く指先、内部を穿うがつ欲望。身体中を駆けめぐる快楽は体温を信じられないほど上じよう昇しようさせていた。それとは裏腹に時折肌の上を掠かすめていく金属の感触が、より一層快楽を引き立たせていた。


　亨の左手の中指にリングをはめていることに今いま更さらのように気がついたのはこの時だった。冷たい無機質な指輪は、どれほど裕真の身体が火ほ照てっていたのか知らしめていた。


　分かち合った快楽は理性や正気が飛ぶほど気持ちよかったが、男とセックスした───あまつさえ自分が犯やられてしまったことは、到とう底てい受け入れがたい。


　それでも、厳然たる事実としてこの男が目の前で寝ねているので、盛せい大だいな溜ため息をついて、その現実を認めるしかないのだ。


　───でも、こいつ、どういうつもりでセックスしたんだろう。


　そっと窺うかがうように亨を見み遣やる。伏ふせられた睫まつ毛げが意外と長いことに気がつく。通った鼻筋や、引き結ばれている薄うすい口くち唇びる、耳許から顎あごにかけてのライン、その一つ一つが綺き麗れいなことに今更のように見み惚とれた。


　男性的だがむさ苦しいイメージではなく、力強さと精せい悍かんさの方が際きわ立だっている。いわゆる『大人の魅み力りよく』というやつだ。ぼうっと見ていた裕真はそこで自分の思考に待ったをかける。


　───……ねーさんともセックスしてたんだろうし、これだけの男だったら女の方が放ほうっておかないよなあ。……なのに、なんでおれのこと抱いたんだ……？


　思考がくるっと一回転して結局最初の疑問に戻もどってくる。だが、それを本人に直接訊きけるほど面つらが厚い訳じゃない。そっと息を吐はき出しその疑問を追い出すと、裕真はもぞもぞと動き出した。亨に抱き込まれて同じベッドで寝ていることに、居心地の悪さを感じたのだ。だが、その瞬間、つきっとした頭痛が裕真を襲おそう。


「二日ふつか酔よいかよ……っ。うー、でも、これくらいなら無視できるか？」


　同じカクテルを飲み続けたおかげか、チャンポンした時のように頭痛がひどいわけでもなく、胸のむかつきも身動きできないほどではない。


　溜め息をつきながらもどうにか腕うでの中から抜ぬけ出してそろそろと床ゆかに足をつけた。下半身に重く響ひびく疼痛をもたらした男に八つ当たりをしてやりたいところだが、今の身体の状態では完全に不利だ。


「───覚えてろ。後こう悔かいさせてやるからな……」


　奥歯を嚙かみしめて唸うなるように呟つぶやくが、自分の声が頭と腰に響いてしまい余計に怒いかりを募つのらせる。頰ほおに乱れた髪かみが掛かるのにも苛いらついて髪を搔かき上げようとした時、その傷が視界に飛び込んで来た。


　右手首に残る、擦さつ過か傷しよう───。


　はっとして足首に視線を遣やれば、そこにも同じ傷きず跡あとがある。


　身体からだの芯を走った疼痛よりもはっきりとした形で亨に抱かれた痕が残っていた。裕真はすべての痛みを忘れて、呆ぼう然ぜんとする。感覚的な証しよう拠こよりも視界に映る確かな痕こん跡せきに、裕真の中の『何か』が軋きしむ。


　しかし、その『何か』も突とつ然ぜん腰に絡からんできた腕によって、霧む散さんしてしまった。


「うわあっ。て、てめえ起きたのかっ」


　剝むき出しのウエストラインを長い指先が徒いたずらに這はい回る。触ふれるか触れないかの微び妙みような感触に、身体が小刻みに震ふるえた。その指先を快感として覚えてしまいそうな裕真は、必死になって意識を逸そらそうとしてみるがうまくいかない。


「起きちゃいけないのか？　そろそろチェックアウトの時間だから、支し度たくをしないとな」


　そのうえ、亨はまるで昨夜のことなどさも当たり前のような態度で返してくる。裕真はそのことに驚いて淫みだらに動く指先のことを忘れ、慌あわてて身体をねじって向き直り声を荒らげる。


「ちょ、ちょっと待てっ。てめえ、ホモじゃないよなっ!?　ねーさんとつきあってたくらいだからっ。だったら、なんでおれと……っ」


　そこから先の『セックス』という生々しい単語を口にすることができずに、裕真は顔を赤くして口くち籠ごもってしまったが、亨は涼すずしい顔で口くち接づけをねだるように突つき出された腰骨に口接けるだけだ。


「まさか、俺が同性愛者だとでも言いたいのか？　冗じよう談だんじゃない。そうだな……───理由はない、な。俺が抱きたかったから、抱いた。ただ、それだけのことだね」


　淡たん々たんとした口調とは裏腹に、腰骨から背中に向かって滑すべっていた口唇は熱かった。だが、裕真は身体を震わせるだけで、言葉を返せなかった。


　───それって、おれに興味がないってことか……？


　裕真は口唇を嚙みしめ、突とつ如じよとして身体の中に湧わき起こった感情をどうにかやり過ごす。


　自分がどうして亨に反はん抗こう的な態度をとるのか、この瞬しゆん間かんわかった気がした。それは興味の裏返しだったのだ。自分を見て欲しくて、関心を持って欲しくて、常の自分のらしくない態度をとってしまう。好きな子をいじめる心境に似ているかもしれない。


　だが、その当の本人は裕真個人には興味がないのだ。セックスがしたかったというただそれだけの感情で、セックスをした。一番初めに裕真の意見を訊かなかった時点で、亨の関心は自分にないことがわかる。


　裕真がどう思おうが、亨には関係ないということなのだ。そのことでショックを受けていると思われたくなくて、背筋をぴっと伸のばしきつい視線で亨を見下ろした。虚きよ勢せいともとれるほど強気な態度で、わざと怒おこったような口調で言う。


「で、ショウには本当に会わせてくれるんだろうな？　これで、この話まで噓うそだなんて言ったら、おまえのこと絶対に許さない」


　亨の身体がぴくりと震えたが、自分のことで手て一いつ杯ぱいだった裕真は、そのことに気がついていない。


　二人の視線が絡み合う。


　自然と息を止めてしまう緊きん張ちよう感かんが漂ただよったが、亨の方から視線を外したことにより、その緊張感も霧散した。どっと押し寄せた解放感に、裕真は大きく息を吐く。


　そんな裕真を無視して、亨はするりと腕を離はなし上体を起こした。そのためいきなり背中が涼しくなった裕真は小さく身体を震わせる。そんな裕真に向かい、亨は吐き捨てるように言葉を投げつけた。


「わかってる。おまえの恋こい人びとと、ショウを会わせればいいんだろう？」


　ぎしりとベッドを軋ませながら立ち上がった亨は、そのまま裕真を見ることなく、バスルームへと消えていった。


　鍵かぎの掛かかる音が嫌いやに重々しく響くと、裕真はゆっくり後ろ向きに倒たおれ込んだ。目が覚めてからの数分間でとても神経を消しよう耗もうしたような気がする。だが、ほっとした途端、先さき程ほどの亨の言葉を思い出し、どうにかやり過ごしたはずの感情がまた身体の中を荒あれ狂くるいだした。


「何だよっ。ホモでもないのにおれのことを抱いたのかよっ。だったら嫌がらせでしかないじゃんかっ。あんなことするくらい、おれのこと嫌きらいなのかっ!?」


　本当は大声で怒ど鳴なりたかったが、それをしてしまうとバスルームにいる亨に聞かれてしまうと思い、小さく呟くような叫さけび声になってしまった。浮うかびそうになった涙なみだを隠かくすために腕を顔の前にかざす。


「……ちくしょう……。これで、もし本当にミーコがショウに会えなかったら、やられ損じゃないか……っ」


　それは亨とセックスしたことに対して何か意義を見いだそうと足あ搔がいた裕真が辿たどり着いたモノだった。ただ『したかったから』よりも、『嫌がらせ』よりも、その方がまだ前向きだと思える。こずえをショウに会わせるための代だい償しようだと思えば、あのセックスも意味があるものだと認めることができるだろう。


　自分の思考をそこまでもっていって、裕真はようやく肩かたの力を抜き大きく息を吐き出した。


　その思考回路自体、真実から無理矢理目を背そむけてでも自分自身を納なつ得とくさせないと、裕真の中の『何か』が音を立ててひび割れていくと、無意識のうちに思っていたが故ゆえの、自己防衛だと、裕真は最後まで気がつかなかった。








　狭せまいバスルームの中で、苛いら立だちを洗い流すかのように亨はシャワーの中に立っていた。人ひと肌はだの心地ここちよい適温になっているはずの湯が、どういうわけか冷たく感じる。


　───ショウに会えるなら……、俺に抱だかれたことさえどうでもいいというのか？　しかも、それは恋人のため……？


　その瞬間脳のう裏りに浮かんだのは、裸はだかで女と抱き合っている裕真の姿だった。顔もよくわからない女の上に覆おおい被かぶさり、昨夜自分が見た快楽に溺おぼれた表情を、その女に晒さらしている。


　体温が上じよう昇しようし、頭に血が上る。


「……冗談じゃ、ない……っ」


　常にない憤いきどおりを感じて乱暴な口調でそれだけを吐き出す。


　昨夜のことで自分は裕真の恋人と同等になったと思った。なのに、現実は何一つとして変わっていないのだ。


　屈くつ辱じよくで目の前が真っ赤になるかと思うのに、それに反してすっと頭の芯しんは冷えていった。


「いいだろう……。裕真がそのつもりなら、こっちらにも考えがある」


　小さく口くち許もとを歪ゆがめて、亨は冷れい笑しようする。シャワーを止めタオルで身体を拭ふくと、備え付けのバスローブを羽織った。不ふ愉ゆ快かいな表情を綺き麗れいに消して、何でもない顔をしてバスルームを出た。


　裕真はベッドの上に、疲つかれたように寝ね転ころがっていた。顔にかざしていた腕がのろのろと動いて、亨を見つめるきつい眼まな差ざしが現れた。


　険しい視線が、ぶつかり合う。


　昨夜、快楽で絡め取り、自分の身体の下にねじ伏ふせたはずだった。だが、それは亨が勝手に思っていたことで、裕真は相変わらず自分に逆らおうとしている。何のかんの言いつつも、恋人の言うことには裕真自身の意志で従っているというのに、亨には初めから逆らうつもりでいるのだ。


　───今度こそ、おれに逆らえないんだと、思い知らせてやる……。


　ふっと視線を逸らし、亨は自分の荷物から携けい帯たいを取り出す。短縮で呼び出した名前を確かく認にんして、通話ボタンを押すと無機質な電子音が鳴り響ひびいた。電話をかけるにはおかしな時間ではないが、場合によっては相手は電話に出られないことも考えられる。


　五コールを数えた頃ころ、ようやく相手が出た。そのことに亨は少し頰ほおを緩ゆるめる。


『はい？』


「藤とう也やくんかい？」


『その声は……滝澤さん!?　どうしたんですか？　っていうか、この番号どうして……』


　見知らぬ番号からの電話に警けい戒かいをしていたらしい杉すぎ崎さき藤也は、亨の声を聞くなり派手に驚おどろいてみせた。その時の表情も思わず浮かんでしまい、思わず口許が緩ゆるみそうになる。


「前にユカリさんに教えてもらったんだよ。ショウと確実に連れん絡らくを取りたいのなら、藤也くん経由が一番だから、と言ってたが」


『うわあっ。ユカリの馬ば鹿かーっ』


　にぎやかな杉崎藤也の声が電話の向こうから聞こえてくる。藤也の話はユカリから嫌になるほど聞かされている。しかも、実際に顔を合わせたのは数回だけだったが亨自身も彼に対して悪い印象を持たなかった。そんな藤也の素す直なおな反応に、くすくすと小さく笑い出してしまっても仕方ないだろう。


　ユカリは、亨の師事している喜多が執しゆう心しんしている女性モデルだ。喜多が理想とする完かん璧ぺきなボディラインを持っている。伸びやかな四し肢しに、性格を表したかのようなさっぱりとした短たん髪ぱつ、そのくせ女性特有の柔やわらかな雰ふん囲い気きを持っているのだ。微笑ほほえみ一つ、いや眼差し一つで、相手を意のままに動かしてしまうだけの抗あらがいがたい魅み力りよくがユカリにはあった。


　そのユカリが気に入って一時期自分の付き人にしたのが電話の相手───杉崎藤也だ。


　しかも彼は、気難しく人を寄せつけないことでも有名なトップモデルのショウが気に入り、傍そばに置いていると去年から噂うわさになっていた少年なのだ。赤茶けた髪かみに、くるくると表情の変わるどこか幼い顔立ち、少し大きめの鳶とび色いろの瞳ひとみがとても印象的だった。


　自分が藤也にちょっかいをかけるのはショウの反応が面おも白しろいからだと、涼すずやかな声で笑いながら言える剛ごう胆たんさは、ユカリ特有のモノだろう。もっとも、そのユカリのちょっかいのために去年の冬に起きた騒そう動どうは、まだ記き憶おくに新しい。


　そして、その騒動のためにショウには『貸し』ができたので、今回の頼たのみ事は引き受けてもらえるだろうという目算はある。


「すまないが、ショウに替かわってもらえるかな？　個人的な理由で、ショウにちょっとだけ時間を作ってもらいたいんだ。もちろん、藤也くんも一いつ緒しよでかまわないんだけど」


『え、何でオレに訊きいてくるんですか？　それは直接本人に言ってもらった方が……』


「ショウに頼み事をしたければ、藤也くんから頼むのがいいと、ユカリさんから聞いてるんだ。それに、藤也くんと一緒なら、ショウは確実に約束を守ると聞いたけど？」


『はあ？　何、それ』


　訳がわからないといった感じの藤也の声に、亨は笑えみを深くした。


　今年で大学二年になる二十歳はたちの男を摑つかまえてかわいいというのは間ま違ちがっているかもしれないが、計算されていない素直な反応はそうとしか言いようがない。


「ショウのスケジュールもあるだろうから、そっちの都合を優先するし……。いつがいいか決めてもらえないかな」


『そんなこと、急に言われても……。うーん、オレは別にいいんですけど。うわっ、ちょっと、将まさ臣おみっ。───……滝澤か？』


　ばたばたと騒さわがしい音がして、いきなり電話の相手が替わった。耳じ朶だを打つ傲ごう慢まんな男の声に、亨は微かすかに緊きん張ちようする。不ふ機き嫌げんさを如によ実じつに表しているような低音は、人を威い圧あつするのに充じゆう分ぶんな響きを持っていた。


　奥で藤也が文句を言っているらしいが、声が小さすぎて何を言っているのか亨にはわからない。その声に亨はふっと息を吐はいて緊張を緩めた。


　ユカリのように彼───『ショウ』の反応を見て楽しむ、などという心臓に悪いことはできないので、自分のペースを崩くずさずに淡たん々たんと話すだけだ。もっとも、それすら困難な人たちが多いことを考えれば、亨はまだしも『ショウ』に近い場所にいるのかもしれない。


　モデルとしての『ショウ』は、人気、実力共にトップだった。藤也だけが彼を将臣と本名で呼んでいる。


　毛先にいくに従い明るい茶色へと色が抜ぬけていく髪は、背中を覆うほどに長い。だが、色の抜けた髪と、ヘアスタイルとで重い感じはまっったくしない。逆にその明るい色が豪ごう奢しやな感じを醸しだしている。


　造作の整った顔、絶ぜつ妙みようなバランスを持つ百九十センチを超こす長身、しなやかな長い指先、ひややかな青い瞳。無造作に足を組む姿さえ、目を奪うばわれるような華はなやかさがある。傲慢で、不ふ遜そんな態度すら、周囲に許容させてしまう圧あつ倒とう的てきな存在感を放っているのが、将臣だった。


　そして、ある意味将臣も藤也と同様に反応はわかりやすい。今は忌いま々いましそうに眉まゆをひそめ、むっつりとした不機嫌な表情をしていることだろう。嫌いやなことだけははっきりと表情に表れるのだ。


　将臣の場合、不機嫌さでも表情に出ているのならまだいい。最低最悪の時は無表情にただ鋭するどい視線を投げつけるだけとなる。


　───あの時は、本当に背筋が震ふるえたからな。


『貸し』を作ることになった騒動の時に見た将臣は、近寄ることさえできないほど不機嫌だったことを思えば、今は耳を傾かたむけているだけでもまだましな状態だろう。


「お久しぶりです、ショウ。去年の冬以来ですね」


『何の用だ』


　取り付く島もない即そく答とうで応こたえた将臣に亨は苦く笑しようするが、それを咎とがめるつもりはない。淡々とこちらの用件を伝える。


「個人的な頼み事なんです。ちょっと、人と会っていただけませんか？　藤也くんと一緒でかまいませんから」


『断る』


「あなたには、『貸し』が少々あると思いましたが……。俺の記憶違いですか？」


『……』


　ユカリが引き起こした騒動を思い出したのだろう。通話口の向こうで、将臣がひややかな雰囲気になり、むっつりと黙だまり込むのがわかった。


「そちらの都合に合わせます。一時間……、そうですね、食事の間だけでいいんです」


　言外に食事を奢おごると匂におわせると、将臣は鼻を鳴らした。多分、そんな安いモノで、と思っているのだろう。しかし、そんな将臣を藤也は諫いさめでもしたのか、それ以上ごねるでもなくすんなりと日時を指定した。


『……木曜日だ。八時前後なら時間はある』


「わかりました。では、場所は追って連絡いたします」


　亨が是ぜの返事をした途と端たん、電話は切られた。嫌々ながら引き受けたのがはっきりとわかる態度だった。だが、藤也の前で一度約束したことを違たがえる男ではないし、後で藤也に確認の電話を入れておけば間違いないだろう。


　手にした携けい帯たいをテーブルの上に置き、亨は裕真を振ふり返った。いつ起き上がったのか、裕真は、どこか呆ぼう然ぜんとした様子で座っている。その様子に亨は眉をひそめるが、裕真は見られていることに気がつくと、すぐにきつく睨にらみつけてきた。


　そのギャップに亨は戸と惑まどうが、『何故なぜ？』と訊けるような雰囲気ではない。だが、驚いているのか、泣き出したいのか、自分でもはっきりとわかっていなさそうな途方に暮れた裕真の表情は、亨の意識に引っかかった。


　だが、どうしようもない以上溜ため息を一つついて、そのことを頭から追いやるしかない。


「木曜日の八時に、どこか店を予約しておく。それでいいな？」


「───わかった。ミーコに言っておく」


「裕真も来るんだ」


「名前で呼ぶなっ。───て、おれも行かなきゃだめなのか？」


　自分の名前を呼ばれて瞬しゆん間かん的に声を上げた裕真だが、亨の台詞せりふを理解すると、何故自分がその席に呼ばれるのかわからず、戸惑ったように首を傾かしげた。


「……俺が取り引きしたのは、おまえだ。おまえの恋こい人びとと、ではない。それに、その後すぐ、残りの報ほう酬しゆうをもらいたいんだよ」


「……報酬？」


「俺はショウに持っていた『貸し』を使ったんだぞ？　彼が人に『借り』を作るなんてのは滅めつ多たにないことなんだ。だから、それに見合った報酬を俺が望むのも、当然だと思わないかい？」


「金が欲しいのかよ」


「まさか。───昨夜ゆうべ、半分もらったと言えば、わかるか？」


「な───っ」


　言外にもう一度セックスをさせろと言っているのがわかったのだろう。裕真は口くち唇びるを嚙かみしめ、きつい眼まな差ざしで亨を凝ぎよう視ししてくる。強こわ張ばった頰ほおが微かに上気しているのは、屈くつ辱じよくを与あたえられたことに怒おこっているのか、それとも快楽に身み悶もだえたことを思い出したためなのか、亨にはわからなかった。


「わかった。店が決まったら連れん絡らくをくれ。……シャワーを浴びてくる……」


　裕真はふっと視線を逸そらすと、立ち上がりそのまま歩き出した。服を着ていない肢し体たいが亨の目の前を横切っていく。全ぜん裸らでいることをまるで気にしていない裕真の様子に、亨は微かに目を眇すがめた。


　軽い音を立てて閉まったバスルームの扉とびらを凝視しながら、ひっそりと呟つぶやく。


「……おまえを屈くつ服ぷくさせてやる、裕真。俺に逆らわないように、恋人よりも気に掛かけるように。そうさせてみせるさ」


　何としても成し遂とげると決めたためかその口調は力強く、亨の決意の固さを表しているようだ。


　望むモノを手に入れるにはどうすればいいか、亨は忙いそがしく思考を巡めぐらせ始めた。






６




　この週末、亨は必要なモノを揃そろえることばかり気を取られていたため、週が明けた月曜日に予定されていたミーティングに五分だけ遅おくれてしまった。喜多は苦笑しただけで大して咎めなかったが、亨自身は自分が許せず、ミーティングが終わっても黙り込んだまま、会議室を後にした。


　そんな亨にわざわざ自ら近づいて来たのは真衣だ。五階にある私室に続いて入ってきたのを、ちらりと見ただけで特に咎めなかったので、真衣は当然のようにパイプ椅い子すを引っ張り出してきて座ってしまう。


　亨の個室はかなり雑多にモノが散らかっている。窓を背にした大きな机の上は書類やスケッチブックがそれこそ山のように積まれ、かろうじてキーボードを叩たたくスペースとスケッチブックを開く場所があるくらいだ。


　床ゆかは雑誌や資料用のファイルが段ボール箱に入って置かれている。日付が入っているので必要なモノはすぐ取り出せるように整理されている。壁かべ際ぎわの資料棚だなはＭＯディスクと自分が手がけてきたデザインで埋うめ尽つくされていた。


　入り口の脇わきに洗面台があり、ポットや小さな冷蔵庫が備え付けられているのは、この部屋で来客を迎むかえるためではなく、時々泊とまり込む時のためだ。


「なんか、疲つかれてるみたいね。どうかしたの？」


「そういう真衣は、幸せそうだね。彼が大事にしてくれてるようで、ほっとしてるさ」


　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きに気がついた真衣が様子を見に来たらしいが、裕真のことが頭にあった亨は、口くち許もとを歪ゆがめてそんなことを言った。だが、真衣はそんな意地悪い口調すら関係ないとでも言うようににっこりと笑う。どうやら惚のろ気けたくて仕方なかったようだ。


「そうなの、とっても大事にしてくれるのよ。誰だれかさんと違って凄すごく優やさしいんだから」


「そんなに優しいのか？───後ろめたいことでもしているのを、隠かくそうとしているんじゃないかい？　浮うわ気きとか二ふた股またとか……」


　一点の曇くもりもなく笑う真衣に、亨は苛いら立だたしげにそう言う。真衣の『裕真』が亨の『裕真』ではないとはっきりしているものの、つながりがあるのは確かで、それがどういう関係なのかまるで摑つかめていない。だから、亨の口調はどこか探さぐるような言動になっている。


「まさか！　ナオに限って浮気なんてするわけないじゃない。わたしにベタ惚ぼれしてるわよ」


「───な・お・？　おまえの恋人は『青木裕真』だろう？」


　けたけたと笑いながら真衣が思わず漏もらした名前に、亨は敏びん感かんに反応する。すると、真衣は『やばい』という表情でそわそわと落ち着きなく視線を彷徨さまよわせ始めた。言葉を探すように何度か口を開きかけるが、思い直したように閉じる。しかし、亨が睨みつけるようにして真衣から視線を外さないでいると、観念したように溜め息を一つついた。


「この間あなたに会わせたのがわたしの恋人。それは間ま違ちがいないの。ただ、名前が違っていたのよ。本当は岡田直也っていうの」


「どうして、そんなことになったんだ？」


「あなたから電話があった時、三人で飲んでいたのよ。ナオと裕真くんとわたし。それで酔よった勢いでつい、裕真くんに電話を渡わたしちゃったんだけど、その後ナオとつきあうことになって、まさかあの電話のあとすぐ、別れて新しい人とつきあってます、じゃ変じゃない。だから裕真くんに名前を借りたの。ただそれだけよ。ナオは本当に優しいんだから」


　どうしてこんな言い訳をしなきゃいけないのかと、彼女の口調がだんだんとふてくされていく。だが、亨はそれに気がつかず、なんとも単純な事実に呆気あつけにとられている。


「……じゃあ、青木裕真とは何の関係もないのかい？」


「そうよ。あ、でも、ナオの友達だから、そうね、飲み友達くらいかしら？」


　亨に対して隠し事をしなくてもすむようになったことで、気が少し晴れたらしく、真衣は清々としたような顔をしていた。


　───これで、真衣と裕真のつながりはわかった。……残るは恋人だけか。


　ふっとそう考えて、亨は自分自身に戸惑う。


　自分が最初裕真に興味を持ったのは、真衣と、彼女の『裕真』、そして自分の『裕真』がどういった関係なのかわからなかったからだ。ただ、それだけだったはずが、真衣との関係がわかった途と端たん、裕真と、彼の恋人、そして自分自身との関係に置き換かえてしまった。しかも、裕真の恋人のことを邪じや魔まだと認にん識しきしている節がある。


　それをふまえて考えてみれば、裕真を抱だいたことは───。


「どうかしたの？」


　突とつ然ぜん掛かった声に亨はびくりと身体からだを震ふるわせ、無意識のうちに彷徨わせていた視線を真衣へと戻もどした。何か形になりかけた思考は、真衣の声によってぱちんと音を立てて消えてしまっている。


「何でもない。ただ、俺は話もわからないような人間だと見られていたのかと、少し残念に思っただけだよ」


「そんなことないけど、ほら、騙だました感じになるじゃない？　だから、もっと怒るかと思ってたの。でも、なんか……、他ほかのことが気になるって感じ？」


「───さあ、どうだろうね。それよりも、仕事に戻ったらどうだい？」


「はーい。あ、ねえ、今度四人で飲まない？　本物の裕真くんを紹しよう介かいするわよ」


「考えておくよ」


　どうやら本当に亨の様子を心配しただけだった真衣は、ひらひらと手を振ふって足取りも軽く部屋を後にした。


　残された亨は、噓うそがばれたばかりだというのにいつもと変わらない真衣に小さく苦く笑しようする。だが、ふと真衣が『裕真くん』と名前を呼んでいたことを思い出し、思いっきり顔をしかめた。


「裕真は、真衣に名前を呼ばせてるのか？　俺には呼ばせないくせに……」


　訳のわからない苛立ちが、身体を駆かけめぐった。どうしてそのことで苛立つのかわからない。だが、抜ぬけない棘とげのように、その苛立ちだけは亨の中に残る。


　弾はじけたはずの『何か』が亨の奥底で漂ただよっていたところへ、その棘が落ちてきた。その微かすかな刺し激げきが『何か』を促うながしたのか、それはまた形を作ろうと、ゆっくりと、蠢うごめきだした。








　裕真の火曜日の講義は一時時限目からある。ただし、直也と重なっているのは二時限目と三時限目のみなので、その日最初に顔を合わせるのは二時限目の大教室でだった。


　座る席は決められていないが、毎回講義に出ていれば自然と座る席が決まっていく。裕真は好んで、教室の後ろにある入り口から一番遠い席に座っていた。黒板までも遠いが、周囲に人が座れる場所がないところが気に入っている。前列の席は、裕真の知人で埋められてしまうが、それくらいは妥だ協きようする。講義の最中に真後ろを向いて話しかけてくる人間は稀まれだからだ。


　左ひだり隣どなりは通路と壁しかないし、後ろには誰もいない。そして右みぎ隣どなりは直也の席と決まっているので、裕真の気が楽なのだ。


　その席に座っていた裕真の肩かたを直也が叩いた。


「……はよっす。なあ、ちといいか？」


「何？」


　裕真の周りには大たい抵てい誰かしらいるので、声を潜ひそめて言ってきた直也に、裕真は首を傾かしげる。だが、直也が周りに視線を流したので、話を聞かれたくないのだとわかり、裕真はにっこりと前の席に座っている知人───名前はわからないが、顔は見知っている女性───に笑いかける。


「ごめん。ちょっと直也に話があるんだ。幾いくつか間を空けてくれない？」


「えー、折角前の席取ったのにー」


「昼食べる時に、前に座ればいいよ。お昼は学食で食べるんでしょ？」


　少しごねた女性に、裕真は口の端はしを持ち上げて微笑ほほえんだ。すると、口くち唇びるを尖とがらせているものの、彼女は荷物を横に押しやって場所を作った。


「本当にお昼は一いつ緒しよに食べてよ？　もう、特等席だったのに」


　空いたその席に裕真は自分の荷物を置き、後から来た人間が座らないようにしてから、席を立ち上がり直也を奥に入れた。直也も荷物を横に置き、そこに人が座らないようにしている。


「で、何かあったの？」


　チャイムが鳴り、教授が入ってきた時に直也は小さく切り出した。


「あー、うん。トールさんにばれたらしいんだよ」


「トール？」


「……真衣さんが、つきあってた彼氏」


　呆あきれたようにぽつりと漏らした直也に、裕真はその男のことをようやく思い出した。確かにこの話は人には聞かせられないだろう。


「あー、あの電話の奴やつか」


「そ。でも、特に問題なかったらしくて、裕真に四人で飲まないかって言ってたってよ」


「四人でねえ……」


　自分には直接関係のないことだから、裕真がいまいち投げ遣やりになってもおかしくはない。だが、どこかで感じていた微かなもどかしさの原因が唐とう突とつにぽっかりと中に落ちてきて、裕真は呆ぼう然ぜんとした。


「───そうだ、電話だ……」


　真衣の元彼の電話と、家に掛かかってきた電話。声が似ていなかっただろうか。


　どくりと鼓こ動どうが一つ大きく跳はねる。想像もしていなかった現実に動どう悸きが激しくなり、裕真は思わず胸のあたりをぎゅっと摑んでしまう。


「名前……。なあ、トールさんのフルネームってわかるか？」


「あ？　滝澤亨だよ。なんでも、デザイナーらしいな」


『滝澤亨』───。


　その名前が裕真の身体の中を突つき抜けていった。身体が小刻みに震えて、息をすることさえままならなくなる。


「どうかしたのか？」


　裕真の様子が変わったことに直也が気がつき心配そうに声を掛けてきたが、裕真は蒼そう白はくな顔をして小さく首を横に振るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。


　───騙したと……、おれが騙したと思ったのかっ!?　そんなわけないのに……っ。あ、でも、もしかしたら……。


　もしかしたら、亨は知っていたのかもしれない───。


　直也に自分の名前を貸したことを知っていたから、だから、報復の意味を込こめて裕真を抱いたのだ。裕真自身に興味がなくても、したくなったからセックスしたのではない。嫌いやがらせでしたのが正解だったのだ。


　───何だよ……、だったらそう言えよ。もともとは滝澤サンと真衣さんとのことだろ。それにおれを巻き込むなよっ。しかも、その後は直也と真衣さんの問題だろうに……っ。


　自分には関係ないことなのだと、そう考えて、胸がつきりと痛んだ。亨と関かかわり合う必要がどこにもないことに、焦しよう燥そう感かんを覚える。しかも、もっと質たちの悪いことに、それでも自分は亨に対して関心を持っているのだ。


　無視しようにも、忘れようにも、滝澤亨という男は、裕真の心に刻み込まれてしまっている。


　───こんなに好きなのに、向こうはおれを嫌きらいだなんて、どうしろっっていうんだっ。


　突とつ如じよとして爆ばく発はつした感情に、裕真は口唇を嚙かみしめた。だが、その感情がどういったモノなのか遅おくれて理解した途端、それまでの激情が噓のように、裕真の頭の中は真っ白になる。


「……好き……？　あいつを……？」


　呆然とした呟つぶやきは小さすぎて隣の直也の耳には入らなかったようだ。


　しかし、『好き』だという感情を受け入れてしまえば、後はもつれた糸が解ほどけるように簡単に説明がつく。


　誰だれに対しても愛あい想そがいいはずの自分が、亨を相手にすると反発してしまうこと。『藤也くん』と亨が呼んだ電話の相手にむかついたこと。あの時のセックスが報ほう酬しゆうだと言い切られて、ショックを受けたこと。


　そのすべては、『好き』という感情に根ざしたものだったのだ。だが───。


「おれが嫌いなんだよな……。───くそっ」


「裕真？」


「あ、何でもない。───そう、何でもないんだ」


　裕真は頰ほおを緩ゆるませてにっこりと笑う。相手を魅み了りようし、意のままにしてしまうとっておきの笑え顔がおだ。それを向けられた直也は、嫌な顔をする。それでも裕真はにこやかな笑顔を崩くずさす、首を傾げるだけだ。


「何？」


「いや、おまえがオレにそんな顔するのが気持ち悪いだけだし」


「ごめん。ちょっと嫌なことに気がついただけだし。そうだ、さっきの返事な。四人で飲むのは遠えん慮りよする。おまえらにあてられたくないから」


「───真衣さんにはそう言っておくから、とりあえず、そういう笑い方をするな」


「わかった。わかった」


　心底嫌そうに身体からだを遠ざけようとしている直也に、今度は本当の笑顔を見せて裕真が頷うなずいた。


　───向こうが嫌がらせのつもりでセックスしたんならそれでいいさ。だったら、こっちも目にもの見せてやる。


　亨が自分を嫌いだとわかっているのに、彼を追いかけるほど裕真のプライドは低くない。そのかわり、最後に向こうに対して嫌がらせをしてやるのだ。それも、一世一代の嫌がらせだ。


　じっと前を凝ぎよう視ししながら、裕真は思考を巡めぐらせる。もちろん、講義のノートなど取れなくて、あとで直也のノートをコピーさせてもらうはめになった。








「よし、だいたいわかったぞ」


　手にした地図をもう一度確かく認にんしそれをデイパックにしまうと、裕真はこずえを促うながしてセンター街へと向かって歩き出した。


　七時近い時間なだけに、駅前の交差点には人が多い。その中をはぐれないように気をつけながら歩いていく。人ひと混ごみの中を通り抜ぬけるこずえの足取りはとても軽かろやかで、それこそ『地に足が着いていない』という表現がぴったりだった。


「あああっ。ショウに会えるのねっ。もう、どうしよう。ねえ、これで変じゃないわよねっ？」


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ミーコはいつもどおり綺き麗れいです」


　家を出てから、いや正確に言えば家を出る前からこずえは何度も服や化け粧しようの出来ばかり気にしている。その証しよう拠こに、裕真が『ミーコ』と呼んでもいつものような反はん撃げきがないのだ。


「あーもー、あんたが弟でよかったわあ。でも、本当にあんなことするつもり？　まあ、私には関係ないことだから、どうでもいいけど……。でも、これだけは約束しなさいよ！　やるなら帰り際ぎわ！　サインがもらえなくなっちゃうからっ」


　写真集の入っている袋ふくろをぎゅっと抱だきしめながら、こずえは裕真に念を押してきた。


　こずえには今日しようとしている報復のことは言ってある。先に言っておかないと、とんでもないことになりそうな報復を実行しようとしているからだ。


　───ミーコに一生からかわれ続けるかもしれないけど、それでもいいさ。見てろよ、滝澤サン。残りの報酬なんて、払はらってやるもんか。


　亨と会うのは今回で最後にする予定なので、裕真も別の意味で気合いが入っている。


　もちろん、こずえのことを恋こい人びとと誤解していることも彼女に教えてあるので、あえて二人の服装を揃そろえている。といっても、一見ではわからないかもしれないが、よく見れば揃えているのがわかるという感じだろうか。


　気合いの入ったこずえのトップスは、身体にぴったりとフィットした黒のタートルネックに、背中が開いたデニムのビスチェを重ね着している。ボトムはビスチェとセットで、足のラインが綺麗に出ているパンツだ。白い花がプリントされているので、全体的に暗い感じはしない。


　対して裕真は、似たような色合いのジーンズと、Ｖネックの白いカットーソーを身につけていた。どこがおそろいかといえば、カットソーの裾すそにワンポイントで入っている黒い花が同じなのだ。


「あーもー、どうしよー。ショウに会えるのよねえ」


　自分の願望が叶かなうことばかりに気を取られているこずえをどうにか店の前まで引っ張っていく。約束の時間より十五分早いのは、こずえに『遅ち刻こくなんかしたらどうするの！』と急せかされた結果だ。


　丁てい寧ねいに書かれた地図で迷うことなく着いた店は、駅からだいぶ離はなれたところにあるイタリア料理店だった。石造りの門柱に店名の入った小さなプレートが掛かっているだけなので、一いち瞥べつしただけでは、そこが本当に店なのかわからない外見をしている。しかも、実際の店の入り口は植えられた木が邪じや魔まをして、門からは見えない。


　親指の太さほどの鉄の棒でできた門もん扉ぴは開放され、ランタンを模した外灯もついているので、とりあえず二人は敷しき地ち内へと足を踏ふみ入れた。


　距きよ離り的てきには短い石いし畳だたみの通路を歩いていくと、煉れん瓦が造づくりの瀟しよう洒しやな建物に辿たどり着く。木製の両開きの扉とびらを開けて中に入れば、エントランスホールが広がっていた。幾いくつかの椅い子すが並べられテーブル待ちの客が座れるようになっている。


　バーカウンターを思わせるキャッシャーの向こうには、四人掛け用のテーブルが幾つも設置されていた。テーブルの上にはシャンパングラスを思わせる背の高いオイルランプが置かれている。


「……こんな店があったのを知らなかったのって、ちょっと悔くやしい……」


　こずえが悔しそうに口くち唇びるを尖とがらせた。木曜日の夜だというのにテーブル席は七割方埋うまっているので、知る人ぞ知る有名店ということになるだろう。そんな店を知らなかったことが、こずえには悔しいようだ。客層も二十代から三十代の女性が多いので、余計にそう思うのだろう。


　エントランスホールで足を止めていると、黒いベストに蝶ちようネクタイをしめたウェイターが近寄ってきた。


「いらっしゃいませ。二名様でよろしいでしょうか？」


「いえ、滝澤の名前で予約が入っていませんか」


　笑顔で訊きいてきたウェイターに、裕真もにこやかな笑顔で返す。一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり裕真の顔に見とれていたようだが、職業意識からかすぐに立ち直り一礼をして予約を確認しに行く。


「うーん、あの感じじゃ私たちが一番乗りかしら」


　すぐに席へと案内されなかったことで、そう思ったらしいこずえが呟くと、それに応こたえるように、背後から声が掛かった。


「そのようですね。ホストが遅れるようでは、ホスト失格です」


「あ……」


　どこかからかうような口調で優やさしく耳じ朶だを打つ男の声は、間ま違ちがいなく亨のモノだ。その声だけで、裕真の背筋は震ふるえる。自分の気持ちに気がつく前であれば何でもなかったことが、今では切なさを搔かき立てるモノに変わっているのだ。


　亨はちらりと裕真を見た後、こずえに向き直った。その素っ気なさが、裕真の胸を打つ。


「どうも初めまして。滝澤といいます」


「ご丁寧にありがとうございます。私は」


「ミーコさん、でしょう？　青木がいつも話してくれてますよ」


　裕真が知っている口調よりも丁寧なのは、こずえがいるからなのだろうか。だが、その口調一つで亨の印象が変わってしまい、裕真は落ち着かず視線が定まらないでいる。


「え？　あ……、嫌いやだわ。とんでもないことを言ってませんか？」


　亨に『ミーコ』と呼ばれてしまい思わず訂てい正せいしそうになったこずえだが、裕真との約束は覚えていた。『恋人と間違えられている』のだから、亨に『こずえ』と名乗るわけにはいかない。ましてやあだ名の由来が見かけた動物を全部『ミーコ』と呼んでいたからだなんて、恥はずかしくて説明もできやしない。


　こずえは亨には見えないように裕真に向かい、思いっきり顔をしかめて見せた。それに気がついた裕真はそっと視線を外したものだから、こずえはむっとした表情をして肘ひじで裕真をつつき出す。すると裕真も応戦するように肘でやり返した。子供のように二人してムキになって肘でつつき合う。


　その様子を亨が険しい表情で見ていたことにも気がつかないほど、二人はそれに夢中になっていた。その不毛な遣やり取りを終わらせたのは、先さき程ほどのウェイターだ。亨も合流したことを知り、三人まとめて二階の個室へと案内する。


　その部屋は空間的に贅ぜい沢たくに作られていた。


　扉を開けたすぐ正面には衝つい立たてが立てられており、室内を直接見られることがないように配はい慮りよされている。正面にある大きな窓も、外からは覗のぞかれないようにテラスに工夫がされていた。


　部屋の中央に置かれているどっしりとした長テーブルには、五人分のテーブルセッティングがされている。綺麗に磨みがかれたカラトリーに、グラス、ピッチャー。それから下の階にあったものよりは幾らか大きい感じのオイルランプが二つ。室内は程良い明るさなので、機能よりもインテリアということだろう。


　───なんか、料理も高そうだな……。


　ここでの支払いを誰だれがするのか詳くわしいことを聞いていない裕真は、突とつ然ぜんそのことが気になり出す。だが、それを今ここで口にするほど、裕真は馬ば鹿かではない。とりあえず、その件は後回しにして着席した。


　入って正面に設けられた席に亨が座り、その右みぎ隣どなり───入り口から見て左手に裕真が、隣りん席せきにこずえが座る。


「ミーコさんは何か食べられないものでも？」


「いえ、特にはないです」


「では、こちらで適当に選びますが、何か食べたいものはありますか？」


「いいえっ。もう、ショウに会えるって思ったら、食べられるものも食べられません」


　ずっと会いたいと思っていた有名人と本当に同席できるのだと実感が湧わいてきたようで、こずえは舞まい上がっている。あだ名を呼ばれてもうっとりと半分夢ゆめ見み心地ごこちのまま、返事をしているくらいだ。だが、こずえはふと我に返り、亨に向かって頭を下げた。


「遅おそくなりましたが、今回はわざわざこのような席を設けていただき、ありがとうございました。本当に、感謝しています」


「いいえ。ミーコさんをショウと会わせたくて仕方なかったようですよ、青木は。彼にどうしても、と頼たのまれれば断ることはできませんので……」


「もう、裕真ったら、何も余所よそ様さまの手を煩わずらわせることないのに」


　こずえがきっときつい視線で裕真を睨にらみつけてくるが、裕真はそっと視線を外すだけにして、思わず口をついて出てきそうになった文句は心の中だけで留とどめておく。


　───ショウに会いたいって、いろいろ画策してたやつが今いま更さら何を言う。平気でおれのことを利用しようとしてたくせに。


　そのままぶつぶつと文句を羅ら列れつしていれば、こずえと亨は勝手に会話をしていく。


「でも、ショウとこうやって約束を取り付けられるだなんて……」


「一応、デザイナーですので、面識がありましてね。まあ、いつもこんなことをしているわけではないんですが」


「───デザイナー？……失礼ですけど、フルネームは滝澤亨さん、ですか？」


「そうです」


　躊躇ためらいがちに問い掛けたこずえの質問に亨がにこやかに返した途と端たん、彼女は目に見えるほど頰ほおを引きつらせ、ぎぎぎっと音がしそうなほど強こわ張ばった首を回し裕真に向き直った。


「申し訳ないですけど、少々、席を外してよろしい、でしょうか？」


「───っ」


　テーブルの陰かげの亨からは見えないところで、こずえは思いっきり裕真の足を叩たたき、文句を言う暇ひまも与あたえず、その腕うでを摑つかんで立ち上がらせた。


「かまいませんが……。では、その間に注文をすませておきます」


　こずえの唐とう突とつな行動にも動じず亨がそう言ったので、二人は───というよりも裕真は半ば引きずられていたのだが───早々に部屋を出ていく。勢いのついた足取りのまま、こずえは廊ろう下かの奥にあるレストルームへと裕真を引きずり込んだ。


　正面には洗面台と鏡があり、煙草たばこの自動販はん売ばい機きが置かれている。左右の壁かべがそれぞれトイレへの扉となっているので、ここに居る分には差し支つかえはない。そして、他ほかに誰もいないと見て取るや、こずえは裕真に食ってかかってきた。


「あんたっ、相手があの滝澤亨だなんて、一言も言ってなかったじゃないのっ。どういうことよっ!?　あの人相手に報復するつもりなのっ？」


　胸むな座ぐらを摑んで今にも殴なぐりかかってきそうな勢いのこずえに、裕真の方が逆に驚おどろいている。


「て、滝澤サン、そんなに有名なのか？」


「馬鹿っ!?　『レゾンデートル』の喜多の片かた腕うでとしてすっごい有名なのよっ。いつ、『レゾンデートル』のメンズデザイナーのチーフになるか、独り立ちするかって、ずっと言われているのよ？」


「……そんな有名人なわけ……？」


「そうよ。ここだけの話、ブランドの専属モデルはみんな滝澤のお手つきだって噂うわさされるくらい女たらしでも有名だけど」


「……ふーん」


　亨が過去につきあっていた女性がどれくらいいるか、気にならないといったら噓うそになるが、それを知っても不ふ機き嫌げんになるだけなのはわかっているので、深く訊たずねるようなことはしない。


「ねえ、本当に、あれをやるの？」


「やる。ミーコはこのことを、誰にも言わないでいてくれればいいの」


「ミーコって呼ぶなって。───あああっ、もう、他人にそう呼ばれて、どれだけ恥ずかしかったと思うっ!?」


　摑まれた胸座をがくがくと揺ゆさぶられてしまい、裕真は慌あわててこずえの腕から逃のがれようとするが、よほど嫌だったのかなかなか手を離はなそうとしない。気合いの入った八センチヒールのミュールをこずえは履はいているので、目線の高さがいつもより近いのも災わざわいしているらしい。


「あーもー、いいわ。ショウに会えるんだから、それでよしとするわ」


　ぱっと裕真を離すとこずえは鏡に向き直り、髪かみの跳はね具合を丁てい寧ねいにチェックし始めた。


　どうやらこずえの話は終わったらしいので、裕真は一足先に部屋へ戻もどってもよかったのだが、亨と二人きりでいるのは妙みように緊きん張ちようしてしまいそうだったので、こずえが終わるのを待ち二人で戻っていった。


「すみません、お待たせいたしました」


「別にかまいませんよ。お酒が飲めないという話は聞いてないので、白ワインを頼みました。よろしかったですか？」


「───っ」


　テーブルの脇わきに置かれているワインボックスを指し示しながら亨が訊きいてきたので、こずえは思わず座りかけていた裕真の足を軽く蹴けった。


「もう、裕真ってばどんな話をしてるんですか。───変なこと、言ってないでしょうね？」


　遠えん慮りよしたように亨に向かっていたこずえだが、裕真に対してはきっときつく睨みつけてくる。


「ミーコさんのことが本当に好きなんだと、よくわかることばかりですよ」


「まあ。……裕真、本当……？」


　亨が自分のことを恋こい人びとだと誤解していることを知ったうえで、こずえは裕真に意地悪く訊いてくる。彼女の口くち許もとが笑い出したいのを堪こらえるようにひくひくと引きつっているのが、裕真には容易に見て取れるのだ。


　───なんで、ここでそんなことを言ってくるんだっ。報復のことだって一生言われ続けるのはわかっているのにっ。これ以上余計なからかわれるタネを振ふりまくなっ。


　そう亨に怒ど鳴なってやりたいところだがそう言うわけにもいかず、裕真はきっと亨を睨みつけることしかできない。だが、肝かん心じんの亨はどこか厳しい表情で、こずえを凝ぎよう視ししているのだ。その反応に裕真が戸と惑まどっていると、扉とびらが叩かれた。


「失礼いたします。お連れ様がお見えになりました」


　ウェイターに先導されてその男が室内に入ってきた途端、部屋の雰ふん囲い気きは一変した。とりあえずは和なごやかな雰囲気だった室内が、一気に緊張感を孕はらんだ硬こう質しつな空気をまといだしたのだ。こずえの息を呑のむ音が、裕真の耳にも聞こえるかと思ったくらいだ。


　彼は室内だというのにサングラスをかけていたが、それを咎とがめる台詞せりふも吐はけないほど、存在感が強きよう烈れつだった。長い髪を無造作に後ろに流し、Ｖ字ネックの濃のう紺こんのカットソーからは鎖さ骨こつが覗のぞいている。一見して長身だとわかるほどに長い脚あしは、シンプルな黒いパンツを穿はいていた。


　その室内の妙な雰囲気をすんなりと変えたのは、男の後ろから顔を出した裕真とそう変わらないくらいの背せ丈たけの青年だった。


「すみません、遅おくれてしまいましたか？」


「───いいえ、料理を頼み終えたくらいですから、大だい丈じよう夫ぶですよ。勝手ですが、そちら側に座っていただけますか？」


「はい。───ほら、将臣動けよ。そこに居られたら、オレが中に入れないだろ？」


　入り口を塞ふさぐ形になっているためウェイターも動けなかったのだが、青年が男を押すようにして促うながして、ようやく通路を空けるとウェイターはそそくさと退室していった。亨に近い席に青年が座り持っていた鞄かばんを下に置く。その隣となりには将臣と呼ばれた男が座った。


　裕真の正面に青年が座る形になった。赤茶けた髪に、表情が豊かな鳶とび色いろの瞳ひとみがひどく印象的だ。背丈も年ねん齢れいも、裕真とそう変わらないように思える。柔やわらかで快活な雰囲気を持つ青年で、将臣とはまるきり違ちがった雰囲気を持っていた。


「紹しよう介かいする必要はないかもしれませんが、きちんとしておいた方がいいでしょうね。そちらの方がショウです。それから、こちらが杉崎藤也くんです」


「初めまして」


　藤也と呼ばれた青年は笑って頭を下げたが、将臣は無言のままサングラスを取っただけだ。その下からは将臣の特とく徴ちようでもある青い瞳が出てくる。将臣は不機嫌さを隠かくそうともせずに同席者たちを一いち瞥べつして、傲ごう然ぜんと足を組んだ。


　藤也にはその不ふ遜そんな態度が気に入らないらしく肘ひじで将臣を突つくが、彼は横目で軽く見み遣やっただけで、すぐに視線を外してしまう。


　だが、裕真は将臣の態度など気にならなかった。今、自分の目の前に座っている青年に意識が集中する。この青年こそ、亨が口許を緩ゆるめて話していた藤也なのだ。自分とはまるきり違う素す直なおそうな藤也に、裕真は口くち唇びるを嚙かみしめる。


「それから、彼が青木裕真くん。そしてその隣が、彼の恋人の……ミーコさんです」


「今日はすみませんでした。無理にお願いしてしまったようで」


　内心の葛かつ藤とうを見せずに裕真はにっこりと笑い、ぺこりと頭を下げて不機嫌な将臣に下した手てに出てみたが、将臣は少しも視線を動かさない。こずえはこずえで、目の前に座っている将臣に視線を遣やったまま、ぼうっとしている。


「ミーコってば……」


　横からこずえを突いてみるが、うっとりと見とれたまま意識が現実に戻ってこないようだ。


「ミーコさんは、ショウに会えるのをだいぶ楽しみにしていましたからね。しばらくは仕方ないんじゃないですか？」


　笑えみを含ふくむように亨に言われ、裕真は恥はずかしくなり俯うつむいてしまう。その微び妙みような空気を藤也はわかったのか、裕真に向かって話し出した。


「青木さん、オレとあまり年が変わらないみたいですね」


「そうですか？　今年、大学に入ったばかりなんですけど」


「あ、じゃあ、やっぱり変わらないと思いますよ。オレ、大学二年なんです」


　表面上はにこやかに笑いながら、裕真は会話をしていく。感情がどこか上うわ滑すべりしている。藤也との会話は、大学でのことがほとんどだった。亨が時々相あい槌づちや茶々を入れるが、それくらいで、将臣とこずえは会話に参加する様子をまったく見せない。


　まもなく料理が運ばれてきたが、それに気がついた素そ振ぶりもないこずえに、裕真は溜ため息を隠さなかった。トマトが色いろ鮮あざやかなルッコラのサラダ、マグロとタコのカルパッチョを裕真がそれぞれ少量取り分けてやっても、こずえは手を出そうとはしない。その向かいでは藤也が同じように将臣の分を取り分けていた。


「ミーコ、ほら、取り分けたし。食べるのは自分でしてくれ」


「……うん……」


　夢ゆめ見み心地ごこちのままのこずえにフォークを握にぎらせれば、一応は料理を口に運んでいくが、それでも視線をまったく外していない。将臣は眉み間けんに深い皺しわを刻み、不機嫌さを如によ実じつに表している。そこだけ空気が冷えているのが目に見えてわかるほどだ。


　裕真はがんばってこずえをどうにかしようとするのだが、こずえは糠ぬかに釘くぎ状態だ。


　───『藤也くん』の前でどうしてこういうことになるかなあっ。


　亨が優やさしげな気き遣づかいを見せる藤也に、自分の姉の失態を見られていると思うと、裕真は苛いらついてしまう。藤也と自分を比べられてしまうような気がして嫌いやなのだ。


　そんな裕真の前で、藤也は溜め息をつくとテーブルの隅すみに寄せてあった灰皿を将臣の前に押し出した。そこで初めて、将臣が動いて怪け訝げんそうに藤也を見る。


「いいよ。そんな不機嫌な面つらで横にいられるよりかはまだましだし」


　自分の鞄を探さぐっていた藤也が煙草たばこを将臣に渡わたすと、器用に片かた眉まゆを上げた将臣はそのまま煙草に火をつけた。それを見て藤也はまた溜め息をついたが、料理を取り分けた小皿を将臣の前に置き、自分の分も取るとおいしそうに食べ始めた。


　将臣の持つ雰囲気が少し丸くなったような気がして裕真はほっとしたが、こちらに原因があるにもかかわらず気遣いを見せた藤也に苛ついた。亨が藤也を気に入る理由がなんとなくわかったからだ。勝手な言いがかりだとわかっていても、止められない。


　───見てろ……。藤也の前でやってやるっ。


　自分がしようとしている『報復』のことを考えて、内心にんまりと笑う。こずえとの約束どおり、実行するのは部屋を出る時と決めていた。早くその時が来ないかと、ただひたすらそれを願いながら、表面的には和やかに食事は進んでいく。


　ぷりぷりの海老えびがふんだんに使われている魚ぎよ介かい類るいのパスタに、チーズとサラミの焦こげ目がおいしそうな薄うす焼やきのピザ、バターの香かおりも強いガーリックトーストなどが運ばれてきたが、裕真は味わうどころではなかった。


　そんな終始笑顔を絶やさない裕真が、亨は気になるらしくじっと観察するような視線を投げかけていた。しかし、自分の思おも惑わくで頭が一いつ杯ぱいになっている裕真は気がつかない。


　食後のエスプレッソとイタリアンジェラードが運ばれてきて、どうにか食事が終わりを迎むかえた。裕真の心臓がどきどきと早はや鐘がねのように鳴り出す。


『報復』のきっかけはこずえがサインをもらい終えて、退室する時。しかも藤也に見せつけなければならないのだ。カップを持つ手が緊きん張ちようのために小刻みに震ふるえている。


　藤也が満足そうに吐と息いきをつきカップを置いたのを横目で見ていた将臣が、煙草を灰皿に押しつけた。将臣はまるで料理に手をつけていない。藤也は勧すすめていたのだが、ワインを少し口にしただけで、あとは煙草を吸い続けていたのだ。


「これで、用はすんだな？　帰るぞ」


　室内に入ってから約一時間の間に発した将臣の初めての言葉が、それだった。深く響ひびく低い声は、一度聞いたら忘れられないほどだ。テレビのＣＭでも流れることはあるが、直接聞く声はひどく印象的だった。


「え？　もう？」


　今にも立ち上がろうとしている将臣に藤也は声を上げた。それに慌あわてたのは裕真とこずえだ。


　じーっと将臣を凝視していたこずえは膝ひざに置きっぱなしだった袋ふくろから写真集とペンを取り出して、将臣の横に立つ。


「お願いしますっ。これにサインをいただけませんかっ」


「───」


　勢い込んで言ったこずえを将臣はひややかな視線を向け、無視した。


「次お会いする機会なんてないので、お願いしますっ」


　こずえは再び頭を下げたが、将臣は完全に相手をするつもりがないらしく、立ち上がろうとする。その将臣の袖そでを引っ張って椅い子すに座り直させたのは藤也だ。


「サインくらいかまわないだろ」


　声自体は落ち着いていたが、その鳶色の瞳は『滝澤さんの顔を立てるんだ』と雄ゆう弁べんに語っている。無言のまま睨にらみ合っていた藤也と将臣だが、折れたのは将臣のようだ。あからさまに顔をしかめたまま、将臣はこずえから一式を受け取るとサインを入れようとする。


「あのっ、青木こずえって名前も入れてくださいっ。青い木にひらがなで、こずえですっ」


　まさか本当に将臣にサインをしてもらえると思わなかったこずえは、思わずそう叫さけんだ。


　その言葉に、裕真がはっとして亨を見遣れば、亨は困惑した表情でこずえを見ている。


　───やば……っ。ミーコが姉だってばれた？


　裕真は内心焦あせり、息を殺して亨を注視する。亨はわずかに眉まゆ根ねを寄せながら裕真とこずえを交こう互ごに見ている。観察するような視線に裕真はそっと目を伏ふせ、すぐに退席できるように荷物をさりげなくまとめておく。


「あ、ありがとうございますっ」


　返された写真集を胸に抱だいて、上うわ擦ずった声でこずえが礼を言った。やはりそれに応こたえないまま将臣が席を立つと、藤也も慌てたように立ち上がった。


「あの、ごちそうさまでした。とてもおいしかったです。それから、慌ただしくてすみません」


「え？───ああ、いえ、こちらが無理にお願いしたのですから、藤也くんが頭を下げる必要はないですよ」


　ぺこりと頭を下げた藤也に、亨が一いつ瞬しゆん遅おくれてにこやかに言葉を返して、二人を見送るためか席を立ち、入り口へと歩いていく。しかも、都合のいいことに裕真の後ろを抜ぬけていくようだ。


　───今しかない……っ。


　進路を塞ふさぐように裕真が椅子を動かし立ち上がると、亨は驚おどろいたように見返してきた。だが、亨に口を開かせる間もなく、裕真は一方的に捲まくし立て始める。もちろん、横目で藤也がこちらを見ていることを確かく認にんした上で、だ。


「滝澤サン、今日はありがとう。おれの我が儘ままだったのに、無理してくれたんだよね？　これ、お礼ね」


　そして、華はなやかな、それでいて心の底から嬉うれしそうな、とびきりの笑え顔がおを見せる。すると、亨は微かすかに息を呑のんだようだが、裕真はそれに気がつくことなく『報復』を成し遂とげるために、するりと亨の首に左ひだり腕うでを回した。右手はまとめておいた荷物に掛かけておく。


「───っ！」


　裕真が唐とう突とつに重ねた口くち唇びるに亨は抗あらがおうとする。だが、もちろん裕真は簡単に離はなれるつもりはなく、しっかりと亨の項うなじを押さえつけて、その感かん触しよくを堪たん能のうする。


　薄く開いた口唇から舌を侵しん入にゆうさせ、軽く歯列をなぞる。それから下した唇くちびるを歯で軽く嚙かんで、最後の仕上げとばかりに、顎あごに口唇を寄せた。


「どう？　こないだより、うまくなった？　じゃあね」


　吐息が触ふれ合う距きよ離りで呆ぼう然ぜんとしている亨にもう一度笑いかけると、裕真はするりと腕を外して素す早ばやく荷物を取り上げ足早に亨から離れる。サインの入った写真集を胸に抱いたままうっとりとしているこずえの腕を乱暴に摑つかみいつでも立ち去れるようにしてから、呆気あつけにとられている藤也に向かって裕真は艶あでやかに微笑ほほえんで頼たのみ事をする。


「このことは内ない緒しよにしておいてくださいね」


　亨には向けることのできない、わざとらしいほどの魅み力りよくを振ふり向いた笑え顔がおを藤也に見せた。


　───ざまあみろ。少しは困りやがれっ。


　いまだに呆然としている亨にちらりと視線を遣やって、裕真は悠ゆう然ぜんとその部屋を後にする。


　だが、これでもう二度と会うこともないのだと思うと、自然と胸が詰つまり涙なみだがこぼれてきそうになる。口唇を嚙みしめてそれらを堪こらえながら、裕真はしっかりとした足取りで階段を下りていった。








「ええと、お先に失礼します」


　藤也は見てはいけないものを見てしまった気まずさから、慌ててぺこりと頭を下げ将臣を引っ張るように退室していく。将臣は意味ありげにこちらを見ていたが何も言わずに、ただ鼻を鳴らしただけだった。


　誰だれもいなくなった部屋で一人亨は立ち尽つくしている。呆然としたまま指先で口唇に触れると、先さき程ほどの口くち接づけの感触がくっきりと思い出される。


　───何故なぜ……、キスを……？


　柔やわらかな口唇と、熱い舌先、甘嚙みした小さな歯。


　あの夜に絡からめ合った舌先よりも、熱いと感じた。それは裕真から触れてきたからだろうか。訳がわからないままでも、口くち許もとは自然と緩ゆるんできてしまう。無理矢理奪うばったわけではない口接けは、ひどく甘かった。


「ああ……、それよりも、ミーコが青木こずえだって……」


　ふと我に返った亨は席に戻もどり、グラスに残っていたワインを一気に呷あおった。口唇に残る感触のせいで、すぐには気がつかなかったが、裕真が恋こい人びとだと言っていた『ミーコ』が自分から青木こずえだと名乗っていたのだ。


「真衣だけじゃなく、裕真も噓うそをついてたってことか……！」


　騙だまされていたことよりも裕真に恋人がいなかったという事実が、くすくすと笑い出すほど亨には嬉しかった。


　一ひと頻しきり笑うと、背もたれへ体重を預けるようにして仰のけ反り、疲つかれたように目を閉じる。


「本当に、どうかしているとしか言いようがないな」


　今までつきあったことのある女性たちとは何もかも違ちがう裕真に心を奪われていたと、もう認めるしかない。


　面めん倒どうくさい手順を踏ふんでもセックスをしたかった。恋人がいると知って苛いらついた。裕真から口接けられて嬉しかった。自分だけ名前を呼ばせてもらえなくて機き嫌げんが悪くなった。


　ほんの些さ細さいなことばかりだが、それらはすべて亨が裕真を特別な意味で『好き』なのだと認めてしまえば、何もかも説明がつくのだ。


「まさか自分が嫉しつ妬とすることになるとは、思いもしなかったなあ」


　嘆たん息そくするように呟つぶやくのは、その感情は自分とは無む縁えんのモノだと思っていたからだ。これまでそういった意味で相手の行動が気になったことは一度としてない。そのうえ、その初めて知った感情のために、今最悪の状じよう況きように身を置いているのだ。


　亨は自じ嘲ちよう気味に口許を歪ゆがめる。


　最初は確かに亨が衝しよう動どうを抑おさえきれずに裕真を抱いたが、それを逆手にとって裕真はこずえを将臣と会わせる代だい償しようとしたのだ。しかも自分は裕真に恋れん愛あい感情を持っているとは思いもしなかったから、それを受け入れた。今いま更さら、亨が恋愛感情があると告白したところで、裕真が素直にそれを聞くとは思えない。


　それでも、亨は裕真をあきらめるつもりはなかった。


「さて、どうしようか……」


　思考を切り換かえるために、ボトルに残っていたワインをすべてグラスに注ついで口をつける。裕真を手元に置くためにどうすればよいのか、考えなければならない。だが、グラスに触れた口唇の感触に、亨は先程の口接けを思い出した。


　舌を絡めるような深いモノではない、お子さまのような軽いキス───。


「───裕真が、キスを……？」


　グラスを傾かたむけた手がぴたりと止まる。


　恋人だというのは噓だったが、こずえは裕真の姉なのだ。その彼女の前で、裕真が自分に口接けたのはおかしいではないか。今でさえこずえに逆らえないのに、彼女に対してこれ以上弱みを見せるようなことを、裕真がするとはとても思えない。


　にっこりと笑って愛あい嬌きようを振りまいている裕真よりも、喚わめきながらも自分に嚙みついてくる裕真の方がしっくりとくる。それを考えると、尚なお更さら裕真がこずえの前でキスをするのは変だ。


「まさか、もう会うつもりがないのか……？───冗じよう談だんじゃ、ないっ」


　他人の───将臣や藤也の前で口接けて亨を困らせようとしたと考える方が、裕真らしくてぴったりとくる。そして、裕真がそのつもりなら、二度と亨とは会わないと心に決めたということだろう。亨を怒おこらせた後、わざわざ会いに来るとはとても思えない。


　迷ったのは数瞬のことで、亨はすぐに携けい帯たいを取り出し短縮に登録した裕真の携帯へと連れん絡らくを取る。裕真が電話に出ないまま切られることも覚かく悟ごしていたので、電話がつながった時には小さく安あん堵どの吐と息いきをついていた。


「青木か？　明日の時間も場所も決めていなかったよね？」


『───滝澤サン？　明日ってなんのことだよ』


「残りの報ほう酬しゆうは、後でもらうと言わなかったかい？」


　あきらかに話したがらなさそうな裕真を無視して話を進めた亨に、裕真は息を呑んだようだ。だが、すぐに嚙みつくように言葉を返してくる。


『何だよ、それっ。あれは滝澤サンが勝手に言い出したことだろ？　おれは約束してないぞっ』


「それはおまえが決めることじゃないだろう？　ショウと連絡を取ってアポを入れたのは俺だ。それとも、青木にそれができたとでも、いうのか？」


『───っ。……できたとは言わない。でも、最初に言い出したのは滝澤サンだ。一方的に言い出したんだ』


　一言一言嚙みしめるように絞しぼり出した裕真に、亨は眉まゆをひそめる。『誰が会うもんか』という固い意志が窺うかがえるだけに、そう簡単に裕真を引っ張り出すことはできないだろう。今こうして電話をしているだけでも、裕真はかなり妥だ協きようしていると思える。


　───妥協……？　裕真が妥協する？　どうして、妥協する必要があるんだ？


　ふと頭を掠かすめた疑問に、亨は黙だまり込む。どこかしっくりとこない。何か、大事なことを見落としているような、微かすかな焦しよう燥そう感かんがある。


　もし本当に亨の存在を拒きよ否ひしたいのなら、着信拒否でもすればいい。それをしないで携帯に出るということは、裕真は亨からの連絡を待っていたことになる。


　───……まさか……。いや、でも、もしかしたら……。


　何も亨を困らせるために、あんな捨て身な方法をとらなくてもよかったはずだ。他ほかに手段が無かったわけではない。それをわざわざあんな形にしたということは、もしかしたら裕真は少しでも自分に恋愛感情を持っているのではないか、と考えられないだろうか。


　誰に対してもにこやかに笑っている裕真が自分だけに反発するのも、自分が裕真の中で特別だと無意識のうちに分けられていたのかもしれない。


　うっすらと亨の口許に笑えみが浮うかぶ。


　それはほんのわずかな可能性で、もしかしなくても亨の勝手な憶おく測そくであるという方が可能性としては高い。それでも、裕真をつなぎ止めておくための、とてつもなく細い希望の糸であることには間違いなかった。


「それは困ったな。だったら、こっちも少し譲ゆずろうか。おまえの大学まで出向いて、さっき青木がしたことを残りの報酬にしようか？　セックスよりも濃のう厚こうなキス一つの方が安いだろうからね」


『な───っ』


　怒いかりのために言葉を詰つまらせた裕真が、羞しゆう恥ちのために顔を赤くしている様子がいとも簡単に思い描えがける。


　携帯を通して、妙みような緊きん張ちよう感かんが空間をつなげた。しかし、亨は言葉を掛かける気も、裕真を促うながすつもりもない。裕真が自分自身の意志で決めなければ、逃にげ道を与あたえてしまうことになるからだ。


　亨自身は裕真に対して恋愛感情を持っているのは確かだ。それを今更否定しても始まらない。だが、裕真はどうだろうか。それがはっきりとするまで、亨から動くつもりはない。それを確かめるためにも、直接裕真と話さなければならないだろう。


『……わかった……』


　聞き逃のがしそうなほど小さな同意の台詞せりふに、亨は満足そうに微笑ほほえむ。


「わかってもらえて嬉うれしいな。明日七時に、自宅まで来てくれ。詳くわしい地図はまたファックスで流しておく」


『───明日だな。わかった』


　押し殺した声でそれだけを言うと裕真は亨の返事も聞かずに電話を切ってしまった。


　だが、そのそっけない態度にも、亨は笑みを浮かべたままだ。裕真が自ら足を運ぶと言ったからには、明日は確実に亨の部屋へ来るだろう。


「絶対に、離はなさない。裕真、覚悟するんだな」


　少しでも自分に対して関心があるのなら、それを最大限に引き出すように手を尽つくすだけだ。そして、自分に逆らってばかりいる裕真を自分に従えさせるのだ。


　目的は少しばかり変わってしまったが、先週末に揃そろえたモノが役に立つだろう。


「さて、早く帰って用意をしないと、ね」


　グラスに注いだまま半ば忘れかけていたワインを、亨は一気に飲み干した。






７




　新宿駅を山の手線から離れるように歩いていったところに、亨の住むマンションはあった。八階建ての最上階で、エレベーターから一番離れたところが亨の部屋だ。その扉とびらの前で裕真は先さき程ほどからうろうろとしている。


　インターフォンを押そうとして手を上げ、躊躇ためらった後その手を下ろすという動作を繰くり返しているのだ。言われた時間よりもかなり早く来てしまったということも、インターフォンを押せないでいる要因の一つにはなっている。


「くそうっ。もう、会わないって決めたはずなのになっ」


　小さく舌打ちをして裕真は、乱れてもいない服の裾すそを直してみたりした。


　今日の服はベージュのカーゴパンツに、黒と白のＴシャツを重ね着している。着ていく服をどうしようかと悩なやみすぎたことは、絶対に亨には知られたくない。結局普ふ段だん着ぎのままで来たのは、亨を気にしていないんだと、自分自身に言い聞かせるためかもしれない。


　───おれのこと興味ないのに、わざわざ呼ぶんだもんな。しかも、残りの報酬を受け取りたいだって？……なんだよ。そんなにセックスがしたかったのかよ。


　裕真の『性格』に興味はなくても、裕真の『身体からだ』には興味があるのだ。


　そのことに裕真はむかつき、怒りにまかせてインターフォンを乱暴に押す。やけに大きく響ひびいた気がしたのは、裕真の気が立っているからだろうか。


　かちゃりと扉の開かれる音が、静かな廊ろう下かに大きく響いたような気がした。


「来ないかと、思っていたところだよ」


「滝澤サンが脅おどしたんでしょ」


　目の前に現れた亨に、裕真はぶすくれた表情のまま言葉を返す。


　亨はブラックジーンズに白いコットンシャツを羽織っているだけの、かなりくつろいだ格かつ好こうをしていた。それがまた、裕真の癇かんに障さわる。今日の訪問を気に掛けていたのは自分だけのような気になってしまうからだ。


　招き入れられる前に亨を押しのけ勝手に部屋に上がったのは、逃げ出したいと思っている自分を追いつめるためだ。


　どこにどんな部屋があるかわからないが、手当たり次し第だいに扉を開けていく。


　左手一番手前の部屋は床ゆかから天上まで段ボール箱が積まれていた。その隣となりはバスルームで、その次はトイレ。右手の部屋は靴くつ箱ばこくらいの比ひ較かく的てき小さな箱が詰め込まれ、その隣の部屋は少し大きめのミシンと、部屋の中央に作業台が置かれていた。特注だと思われる壁かべ際ぎわの棚たなには布地や小物類が綺き麗れいに並べられている。


　───全部仕事関係のモノばっかりだな。じゃあ、あとはこっちか？


　亨が何も言わないのをいいことにすべての扉を開けた裕真は、最後に残っていた廊下の突つき当たりの扉を開けた。


　キッチンが左手にあり、右手に向かって部屋が広がっている。テレビとローテーブルがキッチンの前に、右手の壁際にはセミダブルのベッドが置かれていた。インテリアらしいモノはベッドの脇わきに置かれている背の高いスタンドくらいで、特に目を引くようなモノは何もなかった。


「これですべてですよ。満足しましたか？」


　裕真に続いて入ってきた亨がコーヒーを淹いれるためにキッチンへ向かう。


　それを横目にローテーブルの脇に裕真は座った。持っていたデイパックは邪じや魔まにならない場所へ適当に置いておく。


「そんなものはいいから、さっさとすませろ。早く帰りたいんだ」


　ベッドから意識的に視線を逸そらしながら裕真が言うと、亨は小さく笑った。


「そんなにセックスがよかったのかい？」


「冗じよう談だんだろっ。てめえが無理矢理してきたんだっ。今日だってそれがいいと脅してきたのはてめえだろうがっ」


　裕真は怒ど鳴なりながら涼すずしい顔でとんでもないことを言ってきた亨を睨にらみつけるが、当の本人はそれを気にした様子を見せない。そのことが無む性しように悔くやしくて裕真は言葉を重ねていく。


「だいたい、初めの電話から気に食わなかったんだっ」


「ああ、あの電話？　裕真は最初思い出せなかったみたいだけどね」


「そんなこと関係ないだろっ。それよりか名前で呼ぶなっ」


　他人に対して愛あい想そのいい顔を崩くずしたことのない裕真が感情的に叫さけぶ。コーヒーを手にした亨が近づいてくると、裕真の身体は無意識のうちに震ふるえた。


　ただ一度の交わりを、身体が覚えているのだ。それをまた、ここで繰くり返す。


　そのことに、裕真は怯おびえていた。セックスは肌はだを深く許しあう行こう為いで、心の中まで見み透すかされてしまう行為だ。


　───滝澤サンはおれのこと何とも思っていないのに、おれが滝澤サンのこと好きだなんてばれたら、とんでもないことになるっ。


　嫌いやがらせのために平気でセックスするような男なのだ。裕真を弄もてあそぶためだけに、これからもセックスを強要しかねない。それだけは避さけたかった。


　あの時上り詰めた快楽は、ひどく気持ちよかった。気分が高こう揚ようし、ただ亨の熱に身を任せているだけでよかった。享きよう受じゆするだけの悦えつ楽らくは、相手のことを考える必要がないぶん、ひどくダイレクトに裕真を興奮させたのだ。


　身体の内部から無理矢理引きずり出された快感は、今でも裕真の身体を蝕むしばんでいる。重なった肌の熱さと、今でも亨の指にあるリングの冷たさ。それらを思い出し、裕真の背筋にぞくりとした快感が走り抜ぬける。


「ゆうま？」


　からかうように呼ばれた名前に、上気した頰ほおを隠かくそうともせず裕真はきっと亨を睨みつけた。


　名前は、大事な人にしか呼ばせない。


　文句を言いつつも『ミーコ』と呼ばれることを黙もく認にんしているこずえを見ていて、そう思ってきた。こずえは『ミーコ』という呼び名を家族だけに許しているのだ。呼ぶ方も呼ばれる方も、『あなたは特別なのよ』とすぐにわかる簡単な認識方法だ。


　だから、裕真は亨に名前を呼ばせたくない。ただでさえ、自分は亨に特別な想おもいを持っているのに、さらにそれを確認させるようなことになるからだ。


　名前を呼ばれたことで、身体の中に留とどまっていた熱が、わずかに外見に現れた。


　亨の手が伸のばされたことで、裕真は思わず顔を伏ふせてしまう。


　セックスが怖こわいと思ったことはこれまではなかった。ただ欲望を吐はき出すだけのモノだった。なのに、相手が変わるだけでこれほど怖いモノになるとは思わなかった。


　悦楽の熱に浮うかされるのが怖い。すべてを見透かれそうになるのが怖い。


　マグカップの置かれる小さい音がして、亨がコーヒーを置くために傍そばに来たのだとがわかり、裕真は身を震わせた。自分が亨の一挙手一投足に怯えているのが、ひどく滑こつ稽けいに思えてきた。


「それほど怯えることはないだろう？　何もとって食くおうとしてるわけじゃないんだから。たかだかセックスだよ？」


「わ、悪かったなっ。たかだかなんて言葉じゃおれにはすまされないんだよっ。───っ」


　亨のあまりの言い様に、裕真が思わず顔を上げて言い返してしまった。だが、思わぬほど近くにあった亨の顔に、息を呑のむ。


「俺とのセックスは、おまえにとって特別なんだな？　裕真」


　疑問という形の断定に、裕真は唇くちびるを嚙かむ。肌を重ねるまでもなく、裕真にとって亨は特別だと、口を滑すべらせてしまったも同然だ。セックスが特別なモノだとごまかすには裕真はその行為に慣れてしまっていたし、今いま更さら初うぶな振ふりを装よそおうのは裕真のプライドが許さなかった。


　ただこの屈くつ辱じよくに耐たえるように口くち唇びるを引き結び、鋭するどい視線で亨を睨みつける。


「ここじゃあ狭せまいからな。ベッドへ行くぞ」


　楽しそうな亨の様子に、裕真は奥歯を嚙みしめた。


　───畜ちく生しようっ。一番最悪なパターンじゃないかっ。


　逃にげられないように腕うでを摑つかまれ、ベッドへと引きずられていきながら、裕真は自分の迂う闊かつさに臍ほぞを噬かんだ。だが、ここで惨みじめな姿をさらすつもりはない。


　ベッドに押し倒たおされ亨に乗りかかられても、気き丈じように亨を凝ぎよう視ししている。目を逸らしてしまえば、そこで裕真が亨に屈くつ服ぷくしたことを自ら認めるようなものだ。


「裕真は、報ほう酬しゆうを払はらうためにここにいるのか。それとも、俺が好きだから、ここにいるのか。……どっちだい？」


「───報酬だよ。てめえがそう言ったんだ」


「そうか……。だったら、遠えん慮りよはいらないな。おまえが抵てい抗こうするはずないし」


　うっすらと笑いながら、亨は裕真の逃げ道を塞ふさいだ。


　亨の手で裸はだかにされるのは、ひどく羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきする。抵抗できないことがより一層裕真に屈辱をもたらしていた。それでも、亨を見つめ続けるのは、裕真の抵抗の現れだった。


　いとも容易たやすく脱ぬがされ下着と靴くつ下したも剝はぎ取られる。流れるように動いていた手が、微かすかに勃たち上がっていた欲望に気がついてぴたりと止まった時でも、裕真は視線を外さなかった。だから、亨の表情が驚おどろき嬉うれしそうに微笑ほほえむのがしっかりと見えて、裕真は戸と惑まどった。


　───何が、嬉しいんだ？　嘲ちよう笑しようなら、わかるけど……。


　困こん惑わくしている裕真を放ほうったまま、亨は機き嫌げん良さそうに裕真の身体からだを少し端はしへと動かした。そして、勃ち上がり掛かけている雄おすに手を伸ばし、ゆるゆると扱しごき出す。


「ここは、俺の手を待っていたんだな。それでも、俺を好きだと言わないのかい？」


「自惚うぬぼれるんじゃねえ」


「強ごう情じようだな」


　口くち許もとだけで笑われるが、裕真は言葉も返さずただ睨みつける。完全に形を変えた雄は亨の手の中にある。だが、裕真は自分から亨を『好きだ』と絶対に言う気はない。


　亨の手がそこから離はなれ両手で膝ひざ裏うらを持ち上げられた時は、さすがに裕真の身体にも力が入った。『抵抗はしないだろう？』と先に釘くぎを差されていたにもかかわらず、局部を無防備に晒さらす体勢に、本能的に抵抗したくなったのだ。


「自分の手で、膝を支えてろ」


「な───っ」


「遠慮はしないと言ったはずだが？」


　ひどく楽しそうな亨の様子に、裕真は歯は軋ぎしりをする。自分で誘さそうようなポーズを取らされることに羞恥で顔を赤らめるが、亨は裕真の手を膝裏に当てさせると、満足そうに頷うなずく。


「すごく眺ながめのいい格好だな」


「……うる、さい……」


　気き恥はずかしさに逸れてしまいそうになる視線を、それでも亨から離さないのは意地だった。


　ここで視線を逸らしてしまえば、報酬としてのセックスではなく、亨が好きだからセックスをしていると、自分自身で肯こう定ていしてしまうからだ。亨に視線を固定したままでいることの意味が、変化していることに裕真自身も気がついていない。ただそれでも、亨から意識を逸らせないでいることだけは確かだった。


　即そく物ぶつ的な刺激が欲しくて、物欲しげに揺ゆれている雄に亨の右手が掛けられ、反射的に閉じそうになった膝を、亨の左手で押さえ込まれた。中指にはまっているリングの冷たさに、どれだけ自分の肌が火ほ照てっているのか、知らしめられた気がして、裕真は余計に顔を赤くする。


　ゆっくりと亨の指先が裏筋を撫なで上げ、括くびれを確かめるように親指と中指で握にぎり込む。


　そこに他人の手を感じるのは初めてではないが、これほどまでの羞恥と快楽を裕真が感じたことはなかった。


　先せん端たんにある小さな穴に爪つめを立てられ、裕真はくぐもった声を漏もらしてしまった。


　それに気をよくしたのか、亨は手の平を使って大だい胆たんに雄を刺激し始める。やんわりと摑み壊こわれ物を扱あつかうような丁てい寧ねいさで擦こすり出す。


　その快楽だけを与あたえようとする愛あい撫ぶに、裕真はいとも簡単に高みに押し上げられていく。


「───っ。……ぁん……」


　羞恥心しか湧わき起こらなかった体勢が気にならなくなるどころか、逆に膝を胸に引き寄せるようにして身体を駆かけめぐる快楽に耐えようとする。しかし、亨の手は止まらず、裕真を追いつめ吐と精せいさせてしまった。


「この間よりも早いな」


「……知るか……」


　整わない息で裕真が素っ気なく返すと、亨はくすくすと笑う。手と裕真の下腹部に散った白はく濁だくとした液体をティッシュで拭ふき取りながら、裕真の顔を覗のぞき込む。


「本当に嫌いやなら、俺がここをいくら触さわっても反応しないのが普ふ通つうだろう。だったらこれで、おまえが俺をどう思っているのか、簡単にわかると思わないかい？」


　一見優やさしげな亨の問い掛けに、裕真は答えようがなく口唇を嚙かんだ。ここで不用意に発言しようモノなら、自分が亨を好きだと認めてしまいそうだからだ。


　だが、亨は裕真の返事を待っていたわけではないようで、気にした様子もなくヘッドボードの棚たなから小さな瓶びんを取り出した。薄うすい青色のとろりとした液体を手の平に垂らす。


「この間は、手近にあったモノで間に合わせてしまったからな。今回はきちんと揃そろえたんだよ」


「ひゃ───っ」


　秘処になすりつけられた液体の冷たさに、裕真の身体が竦すくんだ。べたつかず、さらりとした感かん触しよくだが、濡ぬれた感じがひどく心許ない。その感触に局部を亨に向かってさらけ出していることがとてつもなく、危険なことだと思えて仕方ない。


　裕真はそろそろと膝から手を離そうとしたが、いきなり秘処に這はわされた指先に思わず自分の足を思い切り抱だき込んでしまった。ローションを塗ぬり込めようとしているのか、亨の指先が丁寧にそこを撫でる度たびに、裕真の身体がわずかに跳はねる。


「これだけじゃあ、足りないな」


　小さく呟つぶやいた亨はローションを足したらしく、ぴちゃりと濡れた音が下か肢しから聞こえてきた。液体が局部を流れ落ちる感触に裕真は口唇を嚙みしめ耐たえた。しかし、亨の指先がその液体の助けを借りて秘処に潜もぐり込んでくると、拒きよ絶ぜつの言葉が裕真の口をついて出てきてしまう。


「やあぁ───っ」


　ローションのためか、そこに異物を入れられたというのに、引きつるような痛みがない。それどころかすんなりと入っていったことが信じられなくて裕真は微かに目を見張る。


　指が一本入っただけでは大した圧あつ迫ぱく感かんがあるわけもなく、ただそこに異物があるという違い和わ感かんだけが裕真にもたらされるだけだった。


「意外と簡単に入ったな。これなら、すぐにもう一本入るだろう」


　亨はそう言うと、すぐさま人差し指に中指を添そえて裕真の中に押し込んできた。だが、それも裕真の秘処は苦もなく呑み込んでしまう。


　二本の指は裕真の内側を調べ尽つくすかのように小刻みに蠢うごめいている。その指先が、快楽に堕おちるために必要なそこを捉とらえた。


「───っぅんっ」


　一いつ瞬しゆんにして高みへと押しやられるような快感が、裕真の中を駆け抜ぬけていく。信じられないほどの快感に、裕真は呆ぼう然ぜんと亨を見返す。


「それが、前ぜん立りつ腺せんだ。そこを刺激すれば、男でも入れられると感じるようになるんだと」


　口許に笑えみを浮うかべたまま、亨はそこを狙ねらって指先を蠢かす。


「や、ぁ───。……っう……」


　内側から引きずり出される快感に耐えきれなくなり、とうとう裕真は足から手を離してしまった。少しでも自分を変えてしまいそうな快楽を押しとどめたくて、それを引きずり出している亨を自分から遠ざけようと、下肢を懸けん命めいに動かした。


　しかし、下肢の間に身体を入れている亨を引き離すどころか、逆に薬指も内部に埋うめ込まれ今まで以上の快感を享きよう受じゆせざるを得なくなっていた。


　ゆっくりと内部を探さぐるように動いている三本の指に、裕真の快楽はコントロールされている。前立腺を掠かすめるように蠢くが、決定的な刺激はけっしてくれない。そのことに焦じれて、裕真はねだるような甘い声を漏らす。


　蹴けり上げてでも亨をどかそうとしていた下肢は、与えられる愛撫にベッドを激しく搔かいている。自分自身の足をきつく摑つかんでいた手は、今や身体から溢あふれ出そうとする熱を堪こらえるためにシーツをきつく握りしめていた。


　未だに放りだされたままの裕真の雄は、内部からの刺激だけで半ば勃たち上がっている。だというのに、亨は触ふれようともしない。そのことに焦れた裕真は自ら手を伸のばし、自分自身で満足する愛撫を加えようとしたが、それすらも亨によって阻はばまれてしまう。


「ど、して……っ」


「駄だ目めだ。まだ早い。もう少し、我が慢まんしろ」


　楽しだけ笑っている亨を、裕真は睨にらみつける。だが、快楽に潤うるんだ瞳ひとみでは効果のほどはない。しかも、隙すきがあれば愛撫をねだる言葉を吐はこうとする口くち唇びるは、微かすかに戦慄わなないているのだ。


「仕方ないな。これなら、少しは気が紛まぎれるかい？」


　亨の左手が平らな胸を撫で下ろす。ホワイトゴールドの指輪が乳ち首くびに引っかかり、微び妙みような刺し激げきを裕真に与えた。


「ひぅ……」


　快楽を生み出す刺激が、分散される。これまでその存在すら気に掛かけていなかった乳首に意識が持っていかれる。


　小さな胸の飾かざりを摘つままれると、ぞくりとするような快楽が背中を走り抜ける。裕真は鼻に掛かった声を上げてしまう。自分でも信じられないほど、その声は甘く聞こえた。


「───ぅんっ」


　新たな快楽をもたらしてくる胸にも、裕真の意識は向けられた。だが、どうしても直接快楽を刺激されている秘処と、その快楽の出口である雄おすには負けてしまう。


　しかも、そこを刺激されると快楽がわずかでも雄へと流れていくことを裕真の身体からだが覚えたのか、秘処に埋め込まれている指を締しめつけ、更さらに奥へと勝手に取り込もうとしている。その動きに気がついた亨は、意地悪く笑うと何の未練も残さずに一気に指を引き抜いた。


「裕真は俺をどう思ってるんだい？　裕真の身体は何が欲しいのかわかっているようだが……」


　いきなり内部を圧迫するモノがなくなった秘処が収縮しているのを見ながら、ジーンズのフロントを手慣れた様子でくつろげる。


　しかし、引き抜かれた指を欲ほつして、秘処が物欲しげにひくついているのに気を取られていた裕真は、亨の行動に気がつかない。それよりも貪どん欲よくに快楽を貪むさぼろうとしている肢体に、羞しゆう恥ちを覚えてしまう。


「俺をどう思っているか正直に言ってみる気はないかい？」


　笑みを含ふくんだ声で顔を覗き込むようにして言われた言葉に、裕真の意識は再び亨に向かった。しかも、何を言われたのか遅おくれて理解すると裕真は目を見張る。


　───……じょう、だんじゃ、ない……っ。そんな、こと、誰だれが……っ。


　一番回かい避ひしたいことを亨に提示され、裕真が心の中で叫さけぶ。それを言葉にしなかったのは、今口を開けば、思っていることとは裏腹に、懇こん願がんしか出てこない気がしたからだ。


　身体はもっと確かな熱を欲しがっている。だが、それが許せずに、裕真は口唇を嚙みしめる。


　裕真の強ごう情じようさに亨は微かに嘆たん息そくしたが、それでも辛しん抱ぼう強づよく言葉を重ねた。


「声に出してくれないと、俺にはわからないんだけどなあ」


　秘処の上を滑すべる熱い塊かたまりを欲しがり、裕真の腰こしが揺ゆれる。限界まで張りつめている雄の硬かたい感触が、より一層裕真に飢き餓が感かんを抱いだかせていた。無意識のうちに揺れていた腰を亨の手が摑み固定してしまった。


「……ゃあ……っ」


「これでも、言わないつもりかい？　ここは俺のことを欲しがっているよ……？」


　わずかに押し込められそうになった亨の雄がそのまま引いていく様子を見せると、裕真は我慢しきれずに、怒ど鳴なりつけるように叫んでしまった。


「───っ。畜ちく生しようっ、好きだよっ。好きで悪いかっ」


　プライドにかけて、絶対に言うつもりのなかった告白だった。だというのに、快楽に負けてしまったことが悔くやしくて、裕真は涙なみだを零こぼす。しかも、亨はひどく嬉うれしそうに笑っているのだ。それでも気き丈じように裕真が亨を睨みつけていれば、亨は左手を伸ばし裕真の頰ほおに触れてくる。


「ようやく、認めたな。俺も、好きだよ」


「噓うそだっ」


　亨の告白に裕真は反射的に言葉を返す。すると亨は心外そうに眉まゆを微かにひそめ、今やローションと丹たん念ねんな愛あい撫ぶで柔やわらかくなっている秘処に雄を擦こすりつけた。


「おまえのことが好きでなければ、こんな面めん倒どうなことまでして抱だこうだなんて思うはずないだろう？」


　だがそれでも亨の言葉を疑っている裕真に、亨はとうとう行動で示すことにする。いきり立つ雄で、快楽を享受して億おつ劫くうそうな身体を容よう赦しやなく貫つらぬいたのだ。


「ぁ……。ゃあ───っ」


　焦らされ続けた揚あげ句、いきなり与あたえられた熱に裕真は翻ほん弄ろうされる。


　太く熱いモノはダイレクトに前立腺を刺激するように抉えぐり込んでくる。絡からみつき離はなすまいとする内ない壁へきを無理矢理引きはがし抜け出ていく。


　身体の内部から生まれてくる快楽に、裕真は逆らわなかった。感じるままに声を上げ、肢体に覆おおい被かぶさっている男の身体をきつく抱きしめる。リズミカルに繰くり返される律動に、裕真の呼吸は荒あらくなっていく。


　奔ほん放ぽうな声は消えることなく室内に響ひびき渡わたるが、裕真はそれに羞恥を覚えるどころではなかった。内側から溢れてくる熱が出口を求めて痛いほど雄を刺激し始めているのだ。そこだけが灼しやく熱ねつの炎ほのおに照らされているかのように、熱くなっていく。


「───ぁ……んぅっ。だ、め……っ」


　後少し、ほんのわずかな刺激で、身体の中に澱おりのように溜たまった快感が爆はぜる。なのに、その最後の一押しが足りなくて、裕真は身み悶もだえた。自分でどうすることもできない熱に、堪えきれなくなり、涙が裕真の眦まなじりから滑り落ちた。


　その涙を、亨の舌が舐なめ取る。


「……好き、だ……。ゆうま───」


　荒い呼吸が繰り返される中、亨が耳じ朶だに口唇を寄せて、名前を呼んだ。


　熱を孕はらんで、火傷やけどしそうに熱い吐と息いきは、裕真が亨に与えているモノだ。それを理解した途と端たん、裕真の頭の中で、白い閃せん光こうが煌きらめいた。


「あ、ああああ───っ」


　どくどくと止めどもなく溢れてくる悦えつ楽らくの証あかしに、裕真の身体は痙けい攣れんしている。それに合わせて収縮していた秘処が亨の雄を限界へと導いていく。


　身体の最さい奥おうで亨の雄が弾はじけたのがわかった。身体の内側から焼き尽つくすような飛沫ひまつが、狭せまい内部に注ぎ込まれた。その熱さに、秘処が小さく痙攣を繰り返しているのが裕真にはわかった。だが、そのことに羞恥心を刺激されるよりも、気になることが裕真にはあった。


　───滝澤サン、気持ちよかったのかなあ……。


　張りつめていた気が緩ゆるんだのか、裕真の意識はだんだん茫ぼう洋ようとしていく。完全に意識を失う直前まで裕真が感じていたのは、亨の温かで強い腕うでの感かん触しよくだった。








「裕真？　気絶したのか？」


　ぐったりと弛し緩かんしている裕真の身体をゆすっていた亨は小さく吐息をついた。一度ですますつもりはなかったが、気を失っている裕真を相手にするのであれば、取り外しておかなければならないモノがある。


　用心のためにもう一度裕真の名前を呼ぶが、起きる気配はまったく見られない。


「これなら、大だい丈じよう夫ぶかな」


　手早く自分の始末をしてから亨はベッドから降り、脇わきにあるスタンドへ近づく。背の高いそのスタンドを下から覗のぞき込むと、そこには手の平サイズの小型ビデオカメラが設置されていた。


　ご丁てい寧ねいにも濃い青色のカバーの内部には、ビデオカメラを入れておくためのポケットが縫ぬいつけられている。


「上手うまく撮とれてると思うんだけど……」


　音量を小さくしてその場で確かく認にんのために軽く再生してみると、小さな画面に先さき程ほどの光景が綺き麗れいに撮れていた。この画面では小さいが、しっかりと裕真の嬌きよう態たいも映っている。


「これはもういらないとは思うけど……。まあ、記念にとっておくのもいいか」


　再生を止めて亨はベッドの上に倒たおれている裕真に視線を遣やった。


　もともとこれは裕真を脅おどすために設置したモノで、将臣たちと会う前に用意だけはしておいたモノだった。裕真を自分に逆らえなくさせるために、手て元もとに縛しばりつけておくために、どうしても必要なものを作るための仕し掛かけだった。


　報ほう酬しゆうのためにセックスしている裕真を撮る予定だったのだ。そしてそのテープで裕真を傍そばに置いておこうと考えた。一応万が一のために、亨は服を脱ぬがないでいた。


　この仕掛けを作るために少しばかり時間を割さいている。


　背の高いスタンドや、軽くて小さいビデオカメラは簡単に手に入ったが、そこから先が大変だったのだ。


　スタンドのカバーを剝はがし、ビデオを入れるためのポケットを作った。ビデオカメラの影かげが映っては困るのでわざわざ濃こい色の布を使ったし、レンズの角度を合わせるためにポケットを何度か付け替かえた。


　だが、その苦労が報むくわれるようなモノが撮れている。


「裕真に黙だまっていないと、あとが大変だな。さて、これを隠かくしたら裕真を起こすか。次は裸はだかで抱き合いたいからな」


　亨はビデオカメラを手に、にっこりと艶あでやかに微笑ほほえんだ。








　窓の外は照りつける陽ひ射ざしのせいでアスファルトが溶とけ出しそうだったが、空調の効いている教室の中には外の熱気は入ってこない。その涼すずしい教室で裕真は欠伸あくびを一つかみ殺した。


「くそっ、暢のん気きに欠伸なんかしてんじゃねーよっ」


「……直也が悪いんだろうが。ノート持ち込みオーケーなのに、肝かん心じんのノートを忘れてきたんだから」


「うるせーっ」


　かしかしと裕真のノートを書き写している直也は必死だった。


　七月下げ旬じゆんという夏の真まっ盛さかりに行われる前期試験の最終日。最後の最後で、直也は信じられないようなミスをしてしまった。


　確かに次の一いつ般ぱん教養の経済学はノートの持ち込みを許されている。しかし、ここで重要なのはコピーは不可で、自筆のノートのみ、許されているところだ。直也は真ま面じ目めに講義にも出ていたし、しっかりとノートも録とっていた。だが、そのノートを家に忘れてきては元も子もない。


　朝から移動時間の合間を縫ってせこせこと書き写していたが、後少しというところまで時間は迫せまってきていた。


　ほぼ毎年講義内容が変わらないことから、先せん輩ぱいからノートを譲ゆずり受けるという手がないでもないが、試験日当日ではそんな恩おん恵けいに預かることはできない。裕真がにっこりと笑って頼たのめば、書き写してくれる者は摑つかまるかもしれないが、直也はそれを頼まなかったし、裕真もするつもりはなかった。


「仕方ないな。今度飯でも奢おごれ」


「助かるーっ」


　裕真のノートはルーズリーフなので、後ろから数枚ばらし取って新しいルーズリーフに書き写していく。だが、その作業も半分もいかないうちに知人に声を掛けられ、中断されてしまう。


「青木ー、今日で試験終わりだろ？　打ち上げと称しようして飲みにいかねえ？」


「パス」


「え？　いかねえの？　おまえが来ないとオンナが……じゃなくて、つまらないじゃんか」


「先約があるから。また今度暇ひまだったらつきあうよ」


　頭から裕真が行くものだと決めていた知人は焦あせったように言葉を重ねるが、裕真は笑え顔がおで拒きよ絶ぜつの言葉を告げ、知人の要望を退けた。それでもまだ裕真の参加に未練があるらしい知人は食い下がる。


「何だよ、外せない用って。バイトとかだったら休んじまえよ。それともデートか？」


「そ、デート。だからごめんね」


　より一層笑みを深くし、目だけが笑っていない微笑みを浮うかべた裕真に、知人はようやくあきらめてその場から去っていった。


「ったく、しつこい奴やつは嫌きらいだ」


　知人が背中を見せた途端に眉まゆをひそめた裕真だが、一心不乱に書き写していた直也が面おも白しろそうに口許を緩ませているのを見て、眉み間けんの皺しわを深くする。


「何やってんだ？　手が止まってるぞ」


「いやあ、おまえにもやっと恋こい人びとができたんだなあ、とちょっと驚おどろいてるだけ」


「はあ？　何言ってんの。今までだっていただろ？」


　突とつ然ぜん訳のわからないことを言い出した直也に、裕真が呆あきれたように言うが、当の直也は当たり前のことを今いま更さら訊きかれでもしたかのように、器用に片眉を上げて見せた。


「あー？　あれはおまえ、セックスもする女友達だろ？　じゃなけりゃ、どうしてデートより飲みを優先すんだよ」


「そんなの、人の勝手だろ」


「ま、そりゃそうだな。でも、今つきあってる奴には、かなりのめってるだろ、おまえ」


「……何でそうなるんだ？」


　裕真は何かを警けい戒かいするように顔を険しくして、突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってくる直也を睨にらみつける。だが、直也はにんまりと口許を歪ゆがめて、自分が見た証しよう拠こを口にした。


「そんなん、今の見てれば一発でわかるだろ？　おまえ、悩なやむ間もなく飲みの誘さそいを一いつ蹴しゆうしたんだぜ？　これほどわかりやすいことないだろうが」


　一いつ瞬しゆん何を言われたのか理解できなかった裕真だが、直也の言う通り『飲みに行く』という選せん択たく肢しを加えることをまったく考えなかったことに、自分自身でも驚き呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「うーわー、マジかよ……」


「……こりゃあ、マジもんかねえ……」


　そんな茫ぼう然ぜん自失としている裕真に、直也は呆れたように嘆たん息そくした。


　もちろん、二人の手が完全に止まっていたために、ノートをすべて書き写しきれなかった直也が裕真に食事を奢るはずもなかったことだけは明記しておく。




まなざしのレジスタンス





水みず城き　薫かおる
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